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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　象ぞう。

　象がレストランの入口を豪ごう快かいに粉ふん砕さい、店内に突とつ撃げきしてきたのは、象だった。

「ギスト！　そこかァァ──ッ！」

　象は人間の声で絶ぜつ叫きようした。ドスンドスンと凄すさまじい足音を立てながら、レストランの隅すみへと突撃する。象の二本の牙きばは、食事中の一人の男を標ひよう的てきとしていた。

「…………!?」

　ギストと呼ばれた男ははじめ、入口に背を向けていた。だから、慌あわてて席を蹴け立たてた時にはもう遅おそかった。ギストは背中から象の突撃を受け、牙の直撃はまぬがれたものの、吹ふき抜ぬけのフロアの天てん井じよう近くまで吹き飛ばされた。

「ぎゃッ!?」

　ギストの身体からだは妙みような具ぐ合あいに回転しながら宙を飛び、数秒間滞たい空くうした後に、レストランの反対側の隅まで吹き飛ばされた。その先にいるのは、スープをすすっている二人の少年少女。

「……うわあ!?」

　少女は、吹っ飛んできた中年男性の姿を目まの当たりにして声を上げた。びっくりして、思わず椅い子すから転げ落ちかける。

　一方、少年は平然としていた。さながら、たった今目の前に転がってきたのが大きな男の身体ではなく、子供が投げつけてきた小さなボールであるかのように。

「落ち着け、サクラ」少年、エルバ・ナイトロンドは少女に声をかけた。「ほこりが立つだろ」

「ほこりが立つ……って、いきなり人が飛んできたんですよお？」

　少女、サクラ・イシザワは反はん論ろんしたが、エルバは眉まゆ一つ動かさなかった。

「こんなの、西部じゃよくあることだぜ。というかむしろこうでなくちゃ、西部に帰ってきたとは言えねえな」

「……はあ……そういうものなんですか？」

　店内の他ほかの客の反応は、エルバの言葉を裏うら付づけるものだった。突然発生した暴行に、自分の食事をひっくり返されてはかなわないとトレイを抱かかえて逃にげる者はいるが、動どう揺ようしたり呆ぼう然ぜんとしたりする者はいない。またか、と言いたげな人々ばっかりである。

　丸太のような四本脚あしと巨きよ大だいな岩石のような胴どう体たい、そして長く鋭するどく反そり返った二本の牙。まさしく象だが、象そのものではない。体表は赤黒く、その目は左右に二つずつ、計四つある。ヘルエレファントと呼ばれる六段級の悪あく魔まだ。つまりこの悪魔を喚よぶには、悪魔召しよう喚かん士し六段免めん許きよがいるということだ──もっとも、西部の人間が免許を取っているとも思えないが。

「ギストよおぉぉ──ッ」

　象は、うってかわって慎しん重ちような足取りで──今にも床ゆかを踏ふみ抜ぬきそうだが──ギストに近づいてきた。

「取り立てに来たぜェ。てめえ、二ヶ月もビジランテへの上じよう納のう金きんを滞たい納のうしてるそうじゃあねえか。何をのんきにメシなんか食ってんだよ」

　高圧的な象の声に、ギストは床を這はって引き下がった。

「もう少しだけ待ってください！　ここんとこ売り上げが芳かんばしくなくて、余よ裕ゆうがないんです……！」

「噓うそつけよ。あんたの店、いつも客がいるじゃねえか。それとも、俺達ビジランテには金を出したくねえってかァァ──ッ」

　象は前脚を一本高く上げて、ギストを踏み潰つぶそうとした。

「ひ、ひぃっ」

　間かん一いつ髪ぱつのところでギストは横おう転てんし、ペチャンコにされるのを防ふせいだ。象は床を踏みならし、反動で周囲のあらゆる物体が跳はね上がる。

「うおっと」

　反動を予よ期きしてエルバはスープ皿を持ち上げたが、サクラは遅おくれた。衝しよう撃げきで皿がひっくり返る。

「きゃっ!?」

　冷ひえたスープが跳ね返り、サクラの顔を汚よごした。

「ちょ……ちょっと待って下さいよ、ダンドスさん！」ギストは象に言い返した。「私を殺ころす気ですか!?」

「殺しやしねえ。ただ、金を払はらえねえってんなら、足一本か腕うで一本かもらってくぜ。滞納する奴やつが他にも出てこないよう、見せしめになってもらわなくちゃなあーッ」

　反対側の足を持ち上げ、象はもう一度ギストを踏もうとした。

　その間、サクラは眼鏡めがねを外すと、ハンカチを取り出した。無表情のまま、静かに汚れたレンズを拭ぬぐう。

　常つねに微笑ほほえみの絶たえないサクラの顔から、表情が消えている。それに気づいて、エルバは「あっ」と声を上げた。

「ちょっと待てサクラ、落ち着けよ──」

「私は、落ち着いていますよ」
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　落ち着きすぎた、冷えた声でサクラは答えると、ハンカチと眼鏡を同時に懐ふところにしまった。そしてその手で、一枚の円盤レンズを取り出す。

「……召喚コンタクト！」

　一声上げると同時に、サクラの周囲の空間がキラキラと輝かがやき出す。輝く塵ちりはサクラの周囲にまとわりついて、一体の悪魔の身体からだ──ヘルエレファントの姿を作り上げた。

　二匹ひき目の象の突とつ然ぜんの出現に、ギストもダンドスも目を引きつけられた。

「な……なんだてめえ！」

　ダンドスは叫さけんだが、サクラは怯ひるむことなく答えた。

「ここはレストランですよ。静かに食事を摂とらせて下ください」

　言葉面づらは丁てい寧ねいだが、口調は完全に冷え切っていた。

　声の迫はく力りよくに、ダンドスの方が一歩退きかけた──が、すぐに気を取り直して踏みとどまる。

「……てめえら、見ねえ顔だな。余所よそ者ものか」

　黒い大きな四つの目をぎょろりと動かし、象はエルバを見つめた。

「観光客だ。ブルティエールからやってきた」

「噓つけよ」象は即そく答とうした。「おまえのその格好、どこからどう見ても西部人だろうが」

　ム、とエルバは言葉に詰つまった。もとよりエルバは十二歳の時から六年間を西部で過ごし、常に西部人的ファッションを貫つらぬいている。そう言われると反論のしようがない。

「とにかく俺が言いてえのは、フォッグビルにはフォッグビルのやり方があるってことでな。余所者はひっこんで──」

　ダンドスが話しこんでいるのを好機と見たか、ギストはするするとその場から逃げだそうとした。

「──せこい真似まねしてんじゃねえ！」

　しかし、ダンドスはギストの動きを捕ほ捉そくしていた。ギストを踏みつけようと身体からだをねじり──

「……そこッ!!」

　象とは思えぬ素す早ばやさでサクラが踏ふみ込んだ。

　頭からダンドスに激突する。わずかな隙すきをつかれ、ダンドスはぐらりとよろめいた。どうにか踏みとどまろうとするが、大質量の物体が横転するのを食い止めるのは容よう易いではない。努力むなしく、象はその場に崩くずれ落ちた。周囲のテーブルや椅い子すを巻き込み粉ふん砕さいしながら、轟ごう音おんを立てて転てん倒とうする。

　サクラは躊ちゆう躇ちよなく前進すると、その前まえ脚あしをダンドスの牙きばに振ふり下ろした。

　象の牙は、思いの外あっさり折れた。

「があ……ッ!!」

　ダンドスは悲鳴を上げた。

　悪あく魔まの身体、虚きよ体たいへのダメージは、召喚主の身体の対応する箇か所しよへと転フイード嫁バツクされる。これを逆流バツクワードという。象の牙は歯が巨きよ大だい化したものなので、牙を折られた痛みは、召喚主自身が歯を折られたかのような痛みとなって返ってくる。

　歯が折れる激痛に耐たえ、我が慢まんできる者はそうはいない。ダンドスは悪魔を解放した。自分の頰ほおを両手で押さえながら右へ左へ転げ回る。

　サクラもヘルエレファントを解放し、元の姿に戻もどった。眼鏡を外したままの裸ら眼がんで、じっとダンドスの様子を見下ろす。

「この女、なめた真似まねしやがって……！」

　視線に気づいたダンドスは、頰を押さえつつも立ち上がろうとした。サクラに手を伸のばす。

　いかに召しよう喚かん術に優すぐれた人間とて、悪魔を喚よんでいなければただの人だ。サクラはかよわい普ふ通つうの少女に過ぎない。

「なめた真似をしてんのはどっちだ……！」

　ダンドスに手を出させるわけにはいかない、とエルバは割って入ろうとしたが──

「──そこまでだよ、ダンドス」

　制する声が、あらぬ方から飛んできた。

　店の入口、象が通る形に破は壊かいされた戸口に、二つの人ひと影かげがあった。

　その二人は、驚おどろくほどよく似ていた。同じ服装、同じ体型、同じ顔、同じ銀ぎん髪ぱつ。見た目で異ことなるのは、一人は銀髪を長く伸ばし、一人は銀髪をショートにしているという一点のみだった。顔つきは幼く、エルバより一つか二つ年下かというところ。小さな手をつないで、二人は横に並んで立っていた。

「お客さん達が食事しているってのに、ずいぶん無ぶ粋すいなことをやってくれるじゃあないか」

　短髪の方が、ダンドスに声をかけた。声せい質しつから察さつするに男のようだ──中性的な高い声ではあったが、わずかに男性的な響ひびきがある。

「ア、アードレーさんじゃねえですか──」

　ダンドスの反応は意外なものだった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのたくましい大男が、少年の声を聞いた途と端たんに姿し勢せいを正し、直立不動となったのである。

「なんで、こんなところにいらっしゃるんですか」

「ンフフ……入口が破壊されている店を見かけたら、一体何が起きたんだって思うだろ。ま、ここを通りかかったのは偶ぐう然ぜんだけどね。で、君かなあ、ここを破壊したのは」

　高こう圧あつ的な態度で、銀髪の少年は問いかけた。

「そ、それは──いやね、悪いのはギストの野や郎ろうですよ。こいつが上納金を払はらおうとしねえから、──」

　言い逃のがれに終始するダンドス。あたふたと言い訳する姿は滑こつ稽けいではあったが、エルバとサクラはただぽかーんとするしかなかった。

「あなたが仕事熱心なのは認めるけど──」

　ダンドスの言葉を遮さえぎったのは、長髪の方だった。こちらの声は明らかに少女のものだ。

「スマートなやり方、と呼ぶにはほど遠いようね」

「仕方ねえでしょう！　こいつらが邪じや魔ましたんですから！」

　ダンドスはサクラとエルバを力強く指さした。

「ふざけんな」エルバがすぐに言い返した。「人が静かに食事していたところを邪魔したのは、てめえらだろうが！」

「おやおや、申し訳ありません」

　銀髪の双ふた子ごはエルバ達のもとに歩み寄ると、あっさりと謝った。

「あなた方、ひょっとしてフォッグビルは初めてですか？」

　下した手てに出てこられるとは意外だった。エルバは少し言葉に詰つまった。

「あ、……ああ。そうだが」

「そうでしたか。フォッグビルを代表して、僕達が謝りますよ」

　双子はもう一度、丁てい寧ねいに頭を下げた。短髪の方が謝罪の言葉を口にすると、

「ダンドス、あなたは下がって」

　長髪の方は手で払いのける仕し草ぐさをする。ダンドスは不満げな表情を閃ひらめかせたが、それも一いつ瞬しゆんのこと、命ぜられるがままに店の外へと出て行った。

　このような態度を見せられては、エルバとしても矛ほこを収めるよりなかった。

「……こっちこそ、でかい声を出してしまって、済まなかった」

　その言葉を受け、双子は満足げな笑えみを浮うかべた。

「君、店長を呼んできてくれないかなあ」

　銀髪の少年はカウンターに歩み寄ると、陰かげに隠かくれていたウェイターに声をかけた。ウェイターは弾はじかれたように、厨ちゆう房ぼうの奥へ向かう。少しして、店長とおぼしき人物が全速力で厨房から出てきた。

「は！　何事でしょうか、アードレー様……！」

　少年は懐ふところから厚あつい財さい布ふを取り出して、紙し幣へいを無む造ぞう作さに店長に押しつけた。

「うちの者が悪いことをした。修しゆう理り代だいだ、取っておいてくれ。あと、あの二人組の食事代もここから引いてね。ついでに何か一品くらい出してやってよ」

　サクラ達の方に首だけ向けて、ウィンクを投げる。戸と惑まどいつつ、エルバとサクラは軽く頭を下げた。

　その間に、長髪の少女はギストの目の前に立ち塞ふさがっていた。

「あなたを無罪放ほう免めんしたわけじゃあないんだからね？　フォッグビルの住人全員の互ご助じよのためのお金なんだから、払ってもらわないと困るのよ。この場は不問としておいてあげるけど、できるだけ早いうちに滞たい納のう金を払っておいてほしいわね。さもないと、ある日あなたの店を象が訪問することになるわよ」

　ギストは顔面蒼そう白はくになり、そのまま慌あわてて転げるように逃にげ出していった。

　長髪の少女は、逃げていくギストをただ見送った。戻もどってきた双子の片割れと手をつなぐと、

「それでは、ごきげんよう」

　短い挨あい拶さつを投げ、そのままゆったりとした足取りでレストランから出て行った。

　去っていく双子を見送りながら、エルバとサクラはもとのテーブルに着席した。

「……はあ……」

　サクラは胸をなで下ろし、眼鏡めがねをかけ直した。

「……これって、運がいいんでしょうかねえ」

　サクラが小声でエルバに話しかける。するとエルバも小声で応じ、

「どうだかな」首を傾かしげた。「だが、手間がちょっと省はぶけたのは間ま違ちがいねえぜ。あれがアードレー姉弟きようだいだな──姉の方がバーミッサ、弟の方がコーマック。フォッグビルビジランテのツーヘッド」

「みたいですねえ」サクラは相あい槌づちを打った。

「しかし不思議だな。話には聞いていたがあの双子、なんであんなでかいツラしてるんだ」

「でかいツラ？　お人形さんみたいな小さな顔だったと思いますけど」

「……言葉のアヤだよ」

　エルバは着席すると、乱らん闘とう騒さわぎから守りきったスープ皿を手元に引き寄せ、スプーンで一口すすった。







　三日前の晩、ドース連れん邦ぽう首都ブルティエールの北の果はて、バベルハイズ自然史博物館に一台の馬車がやってきた。

　馬車を引いているのは、二頭の馬だった。重要なのは、二頭の「馬型悪魔」ではなく「本物の馬」という点である。飼うのに手間のかかる本物の動物を使っているということは、すなわちその馬車の持ち主はかなりの金持ちだという事実を示し唆さしている。

「本日は、何のご用でしょうか……」

　博物館館長アルテキア・バベルハイズ──通つう称しようテッキ──は、客人を博物館ラウンジに迎むかえていた。普ふ段だんは女王然ぜんとして振ふる舞まうテッキも、この時ばかりはかしこまって客人と相対していた。

「今日も、君たちに仕事を頼たのみに来た」

　客人の名はアンテノラ。ブルティエールの裏社会を支配する犯罪組織、マーレボルジュのボスである。長らく裏社会に君くん臨りんしているその王の名は、ブルティエールの住人にとっては常じよう識しき中の常識だ。

「それ以外に何かあるかね。この私が茶飲み友達がいなくて困っているとでも？」

　と言いつつアンテノラは、出された茶を一口すすった。

　その名めい声せい──もしくは悪あく名みよう──とは裏うら腹はらに、アンテノラの見た目は作さ業ぎよう服ふくとモップが似に合あいそうな中年男性だった。物もの腰ごしは穏おだやかで、何かに怒おこって突とつ然ぜん声を荒あららげるということをしない。ごく穏おん健けんな人物だ。だが不ふ思し議ぎなことに、そんな態度も「マーレボルジュの王」という肩かた書がきが加わると、いかにも大物めいたものに見えてくる。一挙手一投足、何気ない言葉や目線の動かし方に、なんらかの秘ひめられた意い図とがあるのではないかとも思えてくる。

「……では、どのような話なのでしょうか」

　受け答えるテッキも、その後方に立つエルバとサクラも、落ち着いてはいられなかった。対話は非常に友好的に進められてはいたが、アンテノラを目の前にしては、穏やかでいられるはずもない。彼は指一本を動かし、指示するだけで、人をこの世から追つい放ほうすることのできる男なのだ。

「具体的に言うと」アンテノラは切り出した。「ある男の生死を確かく認にんし、生きているならば連れ帰って来てほしい」

「はあ」テッキは相槌を打った。「その男とは」

「マテオという偽ぎ名めいで潜せん伏ぷくさせている」

「偽名？　潜伏？」エルバが口を挟はさんだ。「スパイかなんかか」

「ご明めい察さつ」アンテノラは口の端はしを吊つり上げた。「君たち、レッドウォール州のフォッグビルという街を知っているかね」

「フォッグビルですか？　名前は知ってますけど」

　軽い驚おどろきの声を上げたのはサクラだった。

　レッドウォールとは連邦十三州のうちの一州、サクラの出身地オーラン州に隣りん接せつする州だ。

「そうか、知らないはずがないな」

　アンテノラはサクラの角を見上げながら言った。オーラン州とはオーラン先住民が住んでいるところから名付けられた州であり、サクラはそのオーラン先住民の一員だ。オーラン先住民は、「側頭部から角を生はやす」「眼鏡をかけている」という二つの特とく徴ちようを持つ。もちろんサクラも、その二つの特徴を兼かね備そなえていた。

「私はフォッグビルにマテオを送り込んだ。ところが、帰き還かん予よ定ていの期日を過ぎたというのに帰ってくる気け配はいがなくてね」

「それ以前に」エルバが発言した。「なんでそんなところにスパイを送る必要があるんだよ」

「それは……フォッグビルビジランテでありますか」

　エルバの問いに答えたのは、デイジーだった。

　デイジー・コ・クラスト、一身上の都つ合ごうにより軍警察を辞やめ、博物館職員に就職した女性である。入ってきて日は浅いが、軍警察にいただけあって実じつ務むと犯はん罪ざい組そ織しきに関する知ち識しきに強く、既すでに博物館に欠かかすべからざる一員となりつつある。

「フォッグビルビジランテ？」

「ええ。西部には、連邦からの独立を目指す大小様々な組織が存在するのはご存じですね」

「当然。俺も西部人だぜ」

「組織にも色々ありますが、中には暴力的性せい行こうが肥ひ大だい化した団体もありまして。フォッグビルビジランテとは、連れん邦ぽうからの独立という大義を忘れ、ギャング化した団体と聞いています。今では事実上のフォッグビルの支配者となっているとか」

「フォッグビルは、鉱こう工こう業ぎようの成功で景けい気きがいいらしくてね」アンテノラが言った。「自分たちの影えい響きよう力を街の外へまで及およぼそうとしている。ブルティエールの闇やみの円盤レンズマーケットでも、かなりの人数が流れ込んでいるようだしな。そこで色々と探さぐりを入れているんだが──」

「そうしたら、スパイが帰ってこなくなったってわけか」

　エルバが先回りして言うと、アンテノラは無言で頷うなずいた。

「しかし──」

　慎しん重ちような口ぶりで、テッキはアンテノラに言った。

「仕事を下さるのはありがたいのですが、何故なぜワタクシ達にそのような仕事を──？」

「ふむ。そうくるだろうとは思っていた」アンテノラは笑えみを浮うかべた。「私としては、組織のもめ事の解決を素人しろうとに頼むのは心外ではあるのだが、この件ばかりはそうもいかなくてな。──たしか、バベルハイズ家というのはかつて、魔ま王おうの瞳ひとみを封ふう印いんしていた八つの守しゆ護ご家けの一つと聞いているが」

「そうですが……」

　突とつ然ぜんの話題に戸と惑まどいつつ、テッキは頷いた。

　遠い昔、ドースの大地は強大なる悪魔、魔王と呼ばれる存在に支配されていた。人類は円盤の力をもって魔王とその軍ぐん勢ぜいに対たい抗こうし、二百年前についに魔王を打ち倒たおした。これは一いつ般ぱんに魔王戦争と呼ばれている。

　普ふ通つうの悪魔は一枚の円盤によって召しよう喚かんされるが、魔王は八枚の円盤からなる、と言い伝えられている。魔王戦争にて魔王を打ち倒した人類は、八枚の円盤をバラバラにし、ブルティエールの各所に封ふうじて、一枚ずつそれぞれに守護者を置いた。守護者達は守護職を一家相そう伝でんとし、魔王が復活することのないように守り続けた。テッキはその末まつ裔えいの一人であり、バベルハイズ自然史博物館の建物も本来は魔王の瞳封印のために建けん築ちくされたものである。

「だったら、聞き覚えがあると思うのだが」

　思わせぶりな前置きをしてから、アンテノラは言った。

「今のフォッグビルビジランテのボスは、アードレーという名の双ふた子ごらしい」

「……アードレーですって……？」

　す、とテッキの顔から血の気が引いた。

　テッキの妙みような反応に、エルバとサクラは戸惑いを感じずにはいられなかった。

「なんだよ、テッキ」

　エルバの声に、しかしテッキは黙だまり込んだままだ。

「私が君達を指名した理由、わかってくれたようだね」

　ただ一人、アンテノラは何度も頷いた。テッキの態度は予想通り、とでも言いたげに。

「つまり……ワタクシ達でなければこの役は務つとまらない、ということですか」

　思い詰つめたような口調で、テッキは言葉を紡つむぐ。

「断だん言げんはできない。そこを突つき止めるために、スパイを送り込んだのだから」

　アンテノラは肩かたをすくめた。

「……わかりました。この件、お引き受けいたしましょう」

　決けつ然ぜんとテッキは立ち上がり、アンテノラに対して左手を差し出した。

「良かった。君達に断られたらどうしようと思っていたんだ」

　アンテノラはその左手を握にぎり返し、満足げに微笑ほほえんだ。

「任務遂すい行こうの暁あかつきには、報ほう酬しゆうとは別にビスク豆一年分を進しん呈ていしよう」

「お気き遣づかい痛いたみ入りますが、結構です」

　テッキは丁てい重ちように、しかし即そく座ざに申し出を退しりぞけた。




「……で、なんで引き受けたんだ」

　アンテノラが去った後、エルバはテッキに問いかけた。

「おまえの反応が腑ふに落ちねえんだがな、館長さんよ」

「説明が要いりますね」

　テッキは椅い子すに腰こしを落ち着けると、ラウンジの奥へと視線を向けた。

「ルナ！　今の話、聞いていましたか！」

「……もちろんさ」

　視線の先に、一つの姿が現れる。黒いコートともジャケットともつかぬ上うわ衣ぎを羽は織おった、男性とも女性ともつかぬ中性的な顔立ちをした人物が。正確には、彼は人間ではない──その名はルナ・ルガ、魔王の瞳の一枚から召喚される、魔ま神じんと呼ばれる存在だった。今はエルバと契けい約やくし、常に彼とともにある。

「アードレーとはまた、懐なつかしい名前だねえ。その名を聞いたのは百年ぶりくらいかな」

「百年？」

　エルバが眉まゆをひそめる。

「そう。アードレーというのはね、かつて魔王の瞳を守っていた守護者八家のうちの一家の名前なのさ。しかも、魔王の瞳の封印を最初に破やぶった人物でもある」

「なんだと……？」

　今度は、エルバとサクラが顔色を変える番だった。

「その男の名はベイセル・アードレー」テッキが語る。「彼は封印されていた魔王の声に耳を貸し、封印を破って魔神を召喚した。強大なる魔神の力に対抗するには魔神の力をぶつけるより他ほかになく、他の守護者七家も封ふう印いんを解いて魔神を召喚し、戦った──それが、八眼デイアボリツク争覇パーテイの始まりだと伝えられています」

　八眼争覇。

　八人の召喚者が八人の魔神と契約し、最後の一人となるまで戦い抜ぬく。最後まで戦い抜き、勝利を収めた者は、魔王によって一つ願いを叶かなえることができる──それが、八眼争覇と呼ばれる戦いである。自らの新たなる依より代しろ、自らの魔力に堪たえうる依代を探すため、魔王は百年の間に何度もこの戦いを繰くり返していると言われている。

　現在も何度目かの八眼争覇が開かい催さい中だ。エルバは氷ひよう結けつの魔神ルナ・ルガ、テッキは無む形けいの魔神ボル・ボルと契約し、八眼争覇に参加している。

「そうだったんですかあ。初めて聞きましたよ」

　サクラが感かん嘆たんの声を上げた。

「ベイセル・アードレーは不ふ治じの病やまいに冒おかされていた」ルナが続けた。「だからこそ、魔王の声に耳を貸した。『私を解放してくれたら、おまえの病を治してやる』とかなんとか。そうしたら、他の守護者達も『アードレーだけが望みを叶えてもらえるのはおかしい』と言い出してね。ところが魔王様は何の気まぐれだか、望みを叶えてやるのは一人だけって宣せん言げんしたのさ。それで守護者達は血で血を洗う殺し合いを始めた。それが八眼争覇の起き源げんなんだよ」

「なんて浅あさましい。ありがちな話かもしれねえけど」

　正直な感想を、エルバは述のべた。

「ワタクシの先祖は、あくまでも守護者としての本分を忘れず、再封印のために戦っていたのですけれどね」

　テッキは力強く言った。バベルハイズの末まつ裔えいとして、そこは譲ゆずれないらしい。

「するってえと、フォッグビルを支配している『アードレー』ってのは、そいつなのか？」

　エルバの問いに、ルナは首を振ふった。

「たしかに、八眼争覇の勝者には、叶えたい望みの他に、永遠の若さが与あたえられる。さっきのアンテノラのように」

　アンテノラもまた、かつて八眼争覇に勝ち抜き、永遠の若さを手に入れた男であるという。それゆえ、魔王のことや魔神のこと、バベルハイズ自然史博物館の真の目的のことなどを熟じゆく知ちしているのだ。

「アードレーは八眼争覇の最初の勝者となって、不治の病から逃のがれた。この星のどこかで生きているだろうことは間ま違ちがいない──けど、少なくとも彼自身は双ふた子ごじゃあなかった。ということは、フォッグビルのアードレーとは、彼の子孫かなんかじゃないのかな」

「しかし一方で、この件は魔神がらみみたいなことをアンテノラはほのめかしていましたね」

　テッキは顎あごに手を当てた。

「アンテノラ自身もはっきりとは摑つかみかねているようでしたが。とにかく、フォッグビルに行ってみるよりないでしょうね」

「西部遠えん征せいか。メンツはどうする」

　少し考えてから、テッキは答えた。

「エルバとサクラとで先入りしてくれませんか？」

「俺とサクラ？　それはかまわんけど、テッキは？」

「ワタクシもすぐに出て行きたいところですけれど、小さな雑ざつ用ようがたまってましてね。それに博物館を空あけるとあれば、デイジーさんに色々教える事もありますし。というわけで、よろしくお願いしますよ」







　フォッグビルは、長い歴史を持つ城じよう塞さい都市である。

　この街を初めて訪おとずれた者は、まず街の周囲を囲む堅けん牢ろうな城じよう壁へきに驚おどろくことだろう。この壁かべは連れん邦ぽう成立直後に建けん築ちくされ、十年前、西部州連合が連邦からの脱だつ退たいを掲かかげて戦った独どく立りつ戦せん争そうの際には、東部軍の攻こう勢せいをついに終戦まで防ふせぎきった城壁だ。

　城塞としての性質は、戦争以来十年を閲けみした今でも損そこなわれていない。二重の城壁の外側には複数の門があり、それぞれに門番が立って人の出入りを厳げん重じゆうに監かん視ししている。入城の際には、エルバ達もちょっとした手続きを踏ふまされた。連邦もしくは州の指名手配人でないかどうか、もしくは過去にフォッグビルでなんらかのトラブルを起こした者ではないかどうか、等など々などチェックされたのだ。

「がっちりしてんなあ」エルバはそう思わずにはいられなかった。「乗降駅を街の外に置くなんて厳重すぎだろ。なんで駅から街まで歩かなきゃならねえんだよ」

　フォッグビル駅にて汽車を降りた者は、まず城塞の偉い容ように驚き、次に自分が城塞の外側にいることに驚く。駅周辺はある程度建物が密みつ集しゆうして建っているが、駅と城塞の間には何にもない平原、空白地帯が存在する。フォッグビルはそこまでして、外部の人間の出入りを厳重にしているのだった。

「貨物用の引き込み線が一本だけ、城塞の内側に通じているようですけどねえ」

　駅から城塞へと歩く間、注意深く周囲を観かん察さつしていたサクラが指し摘てきする。

「しかし、こんだけ厳重にしている以上、きっと街中の治ち安あんはいいもんだと思ってたんだがな」

　窓から身を乗り出し、エルバは外の景色を見下ろした。つい先ほど破は砕さいされたばかりのレストラン入口、象の通り抜けた跡あとがこれでもかというくらいよく見えた。

　エルバとサクラ、そしてルナの三名は城塞内のとあるホテルに陣じん取どっていた。チェックインしたのはつい先ほどのことである。長旅で疲つかれたし、まずは腹はらごしらえしようか──とホテル一階のレストランに遅おそい昼食を摂とりに行ったところ、突とつ然ぜん象に襲おそわれるというアクシデントに見み舞まわれたのだ。

「まさか象に歓かん迎げいされるとは思ってもみなかった」

「ま、いいじゃないの」ルナが気休めを口にした。「偶ぐう然ぜんながら、アードレー姉弟きようだいの姿を拝おがむことができたんだしね」

「おまえ、あの時レストランにいなかったじゃねえか」

　エルバは指摘したが、ルナは笑って受け流した。

「物もの陰かげからこっそり見ていたよ。あのアードレー姉弟、たしかによく似ているね、アードレー自身に」

「マジか」

「多分、子孫なんだろうね。アードレーから何世代隔へだたっているのかはわからないけど。案外、直じかに産うんだ子供かもしれない」

「しかし、変な光景でしたねえ。あんな子供二人組に、大の大人がへいこらするだなんて」

　サクラの言葉に、エルバは無言で頷うなずいた。

　へいこらしていたのは、ダンドス一人だけではない。ギストはもちろんのこと、その場に居合わせた無関係な客達でさえも、あの双子のことを畏い怖ふの念ねんをもって見ていた。こいつに逆さからったら生きていけない、という恐きよう怖ふの感情がひしひしと感じられた。

「それだけ、ビジランテが恐おそれられているってことなんだろうが……。それにしても、なんであんな子供がボスを務めていられるんだかな。西部の荒あらくれ男どもが、あんな子供の下に立つことをよしとするか、普通？」

「しないと思う」ルナが頷く。「ということは、彼ら双ふた子ごには、西部の荒くれ男どもを黙だまらせるだけの何かがあるということじゃないのかな」

「で、その何かというのは、何なんでしょうね？」

　至し極ごくまっとうな質問を、サクラは口にした。

　エルバは窓の外に視線を固定しながら、

「……象かな」

　こっちに来てみろ、と二人を手招きした。

　言われるがままにサクラとルナは窓のそばに立ち、そして見た──窓の正面に延のびる太い道のど真ん中を、三匹びきの象が闊かつ歩ぽするという光景を。

　赤黒い巨きよ大だいな悪あく魔まが街のど真ん中を行く。自分の目がおかしくなってないか、昼間から幻げん覚かくでも見てるんじゃないのかと疑うたがいたくなる眺ながめである。しかし、同じ道を行く人々にとっては見慣れた風景であるようだった。できるだけ目を合わさないよう、そして踏まれないように道を譲ゆずっていく。通りを行く人々の数は決して少なくないが、象たちの前には進むべき道が自然と開けていた。

「正直、象の行く道に立ち塞ふさがりたいとは思わないね」

　ルナは控ひかえめに言った。

　フォッグビルビジランテのメンバーは、象型悪魔をいわばユニフォーム代わりに使用しており、普ふ段だんから悪魔の姿で街中を歩いている。街の支配者が誰だれであるのか、常に市民に知らしめるのが目的だとか。

　事前にアンテノラから、フォッグビルに関する予備知識を仕入れてはいたが、それにしても奇き怪かいな眺ながめである。

「この街じゃ、何か妙みようなことをやらかしたら象に踏ふみ潰つぶされるのか。たまらんなあ」

「マテオさん、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうかねえ。心配になってきましたよ」

　サクラの言葉に、ルナが同意を示す。

「哀あわれなるスパイは既すでにペチャンコに踏み潰され、ペラペラの紙切れみたいになっているかも」

「そんときゃ、その紙切れを丸めて筒つつにしてブルティエールに持って帰るだけだ」

　エルバは窓に背を向けた。

「アンテノラの話じゃ、マテオは『林りん檎ごと蜂はち蜜みつ』とかいう酒場を拠きよ点てんにしていたそうだ。夜になったら、そこから探さぐりを入れてみようぜ。観光客のふりでもしながら」

「なかなかやる気だね、エルバ。珍めずらしい」

　何を当たり前のことを聞く、とばかりエルバは怒いかりの表情を閃ひらめかせた。

「テッキもあとから来る予定なんだ、それまでに何一つわかってなかったらあいつに殴なぐられるだろうが」

「……仕事熱心なのはいいことかな」

　ルナは静かに呟つぶやいた。

「それほど熱心なつもりでもねえんだがな。たまの遠出だ、時間があったら観光でもするさ」

　言いつつ、エルバはサクラをちらりと見た。

　今回の遠えん征せいにおいて、エルバは心に期するところが一つあった。サクラに気晴らしをさせること、である。

　さきのバルヒーヨとの戦いに勝利を収め、エルバ達は博物館を取り戻もどすことができた。が、犠ぎ牲せい無しというわけにはいかなかった。

　エイジ・タツミヤ、サクラと同どう郷きようの青年はしろがねの悪あく竜りゆうの依より代しろとされ、非ひ業ごうの死を遂とげた。その事実は、サクラの心に今でも大きな暗い影かげを落としている。周囲に心配をかけぬよう、普段は明るく振ふる舞まってはいるが、ふとした隙すきに重く沈しずんだ表情を見せる。彼を失った悲しみと、いまだに折り合いをつけられないらしい。

　忘れられない、という気持ちはよくわかる。しかし、永遠に死者に足を引きずられ続けることほど無む益えきなこともない。死者のことを記き憶おくに留とどめつつ、いかにして悲しみを振り払はらうか。「前向きに忘れる」ことをサクラに教えるのは、俺の義ぎ務むだ──エルバはそう考えていた。先に親しい者との別れを体験した者の義務である、と。

　エルバの視線に気づいて、サクラは「あはは」と愛あい想そ笑いを浮うかべた。しかしその笑え顔がおには、どこかしら陰かげがある。エイジの死以降このかた、サクラはこんな調子だった。

　もう一度、サクラの屈くつ託たくのない笑顔が見たい。エルバはただそれだけを願っていた。この遠征で気分転てん換かんして、何らかのきっかけをつかめればいいのだが──うまくいくかどうかは、祈いのるしかない。結局のところサクラの魂たましいを救えるのはサクラ自身のみであり、他者であるエルバにできることは多くないのだ。







「……てめえ、象かよ！」

　エルバと世間話に興きようじていた男は、不ふ意いに血けつ相そうを変えると席を蹴けって立ち上がった。

　突とつ然ぜんでかい声を張り上げられ、エルバは呆ぼう然ぜんとするよりなかった。

「酒がまずくなる。あばよ」

　震ふるえる声で──そこには怒りというより怯おびえの色があった──男は吐はき捨てると、そのままテーブルから立ち去ってしまった。酔よっている割には足取りもしっかりと、早々に店の外へと消えていく。

「……な、なんだってんだ」

　何が男の怒りに触ふれたのか、エルバにはわからなかった。単にそれとなく、マテオのことを聞き出そうとしただけなのだが。

「せっかく奮ふん発ぱつして酒をおごってやったってのに、ありゃなんだ。というか、象呼ばわりってどういうことだ」

「半日ほどこの街に滞たい在ざいした経験から言わせてもらうと」ルナは言った。「象ってのは、ビジランテをさすんじゃないのかな」

「俺をビジランテのメンバーだと思ったってことか？」

「どうします？　あの態度、何か知っているのかもしれませんよお。追いかけてみます？」

　サクラの提てい案あんに、エルバが一いつ瞬しゆん迷まよったちょうどその時。

「……追うだけ無む駄だでしょうよ」

　横から声が割り込んできた。

　誰だよ、と振り向くと、そこにはつい半日前に見た顔があった。

「ありゃ。あんた……」

「昼間は世話になりましたね」

　ダンドスに金の支し払はらいを強きよう要ようされていた男だった。男は手を差し出しつつ自己紹しよう介かいした。

「ギストと申します」

「ああ……エルバ・ナイトロンドだ」

　エルバはためらいつつ手を握にぎり返した。

「失礼ながら、話を聞いていましたよ」

　周囲に注意を払いながら、ギストは声を潜ひそめた。

「あの男は何かを知ってるわけじゃなくて、単にビジランテが嫌きらいなだけなんでしょうよ」

「やっぱり？　俺達は今日フォッグビルに来たばっかりの観光客なんだがな」

「観光客ですか。……まあ、あなた方が何者なのか詮せん索さくするつもりはありませんが……ビジランテは、そのマテオとかいう男を血ち眼まなこになって捜さがしてますよ」

「……血眼だと？」

　エルバは眉まゆをひそめた。

「ええ。その男は、少し前にビジランテ本部に侵しん入にゆうしたとかいう廉かどでお尋たずね者になってますよ。結けつ構こうな懸けん賞しよう金きんがかけられているとか」

「そうなんですかあ」

　エルバとは対たい照しよう的に、サクラは笑えみをこぼした。

「ということは、少なくともマテオさんがビジランテに捕つかまっているということはないんですね？　だったら接せつ触しよくできる可能性があるってことですよ、エルバ君」

「逆に言えば、そうだが……」

　頷うなずいたが、エルバの顔はすぐに曇くもる。

「お尋ね者か。参まいったな、マテオのことを聞いて回ったら変な目で見られるぞ。そりゃさっきの野や郎ろうも逃にげるよな」

「逃げられるだけならまだいいさ」ルナが肩かたをすくめる。「ビジランテににらまれたら、僕達が面めん倒どうに巻き込まれるような気がするね」

「具体的にどんな目に遭あうと思う？」

「象に踏ふまれるとか」

「……象に踏まれても大だい丈じよう夫ぶな悪あく魔まは持ってきてたっけかなあ……」

　思わずエルバは、左手に装そう着ちやくした円盤レンズホルダーの中身を探さぐり始めた。

「ここは一つ、私に手伝わせてくれませんかね」

　ギストは意外なことを申し出てきた。

「私、洗せん濯たく屋やを経けい営えいしておりましてねえ。年がら年中奥様方のお相手を務つとめておりますから、この街で知らぬ噂うわさはないと自じ負ふしております。もしかしたら、あなた方の捜している相手も見つけられるかもしれませんよ」

　それは助かる、とエルバは喜んだ。しかしすぐに表情を隠かくし、

「……なんでまた、俺達の手伝いなんてしてくれるんだ」

　疑ぎ問もんを口にする。

「昼間、私の命を救すくって下さったお礼ですよ」
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　サクラを見つめ、ギストは一礼した。

「え。いやいや、そんなお礼を言われることじゃないですよお」

　顔を赤らめ、サクラは手を振ふった。当人としては別段ギストを助けようとしたわけではなく、スープを浴びたことに度を失ってダンドスを叩たたきのめしたのだ。ついうっかり感情のままに行動してしまったことを思い出し、サクラは恥はずかしがった。

「いえいえ、あなたがいなかったら、今いま頃ごろ私自身が物もの干ほし竿ざおに干されていたことでしょうよ」

　しかしギストは真しん剣けんに恩おん義ぎを感じている様子だった。

「わかった。だったらあんたの厚こう意い、受けさせてもらう」

　エルバが宣言すると、ギストは笑顔を浮うかべた。

「ありがとうございます。なに、絶対に誰だれ一人とも接触せずに隠れていられる人間などおりませんよ」

「私、一つだけ気になってるんですけどお……」

　サクラが挙きよ手しゆし、エルバに意見を求めた。

「たしかにこの街の城じよう壁へきは堅かたいですけど、マテオさん、空を飛んでもう逃げちゃったってことはないですよね？」

「それは……」

　咄とつ嗟さの答えに詰つまるエルバ。

「多分、なかろうかと思いますよ」答えたのはギストだった。「ビジランテは制せい空くう権けんにも細心の注意を払はらっていますからね。この街に入る時、城壁の上を歩ほ哨しようが歩いているのを見ませんでしたか？」

「見たような気がしないでもない」

「彼らの職務は、二十四時間フォッグビルの空を守り続けることでしてね。外からの侵入者が空からやって来たら、彼らも空飛ぶ悪魔を召しよう喚かんして対たい抗こうするんですよ。彼らの目を盗ぬすんで逃のがれることはたやすくはないでしょうね」

「そうか。……ま、仮に外に逃げているとすれば、その時はあとから来るテッキが教えてくれるだろ。俺達は、マテオが城壁の内側にいるという前ぜん提ていで動けばいいさ」

　エルバはそう言って、ギストに目を向けた。

「じゃあ、よろしく頼たのむ。あんたの店はどこにあるんだい？」

「昼間のレストランの近所ですよ」

「わかった。毎日あんたの店に洗濯物を持ち込みに行く」

「ありがとうございます」

　契けい約やく成せい立りつ、とばかりギストは握あく手しゆを求め、エルバはそれに応じた。







「面おも白しろい情報が入りましたよ」

　動きがあったのは、三日後のことだった。

「意外と早かったな。もう少しかかると思っていたんだが」

　と言いつつ、エルバは洗濯物を押し込んだカゴをギストに引き渡わたした。

　ギストの洗濯屋は、エルバ達のホテルのすぐ向かいにあった。店そのものは狭せまかったが繁はん盛じようしているらしく、店内にはありとあらゆる種類の洗濯物が天てん井じようからみっしりと吊つるされていた。

「主婦の井い戸ど端ばたネットワークをなめてはいけませんよ。はっきり言って、奥様方の話さえ聞いていれば新聞など要いりませんな。むしろ新聞より情報が早いことも往おう々おうにしてありますよ」

「大いに同感」ルナが同調する。「女性は噂うわさ話ばなしが好きだからねえ。伝言ゲームを繰くり返すうちに、誇こ張ちよう八割増しになることもあるけどさ」

「ところで」ギストがルナに目を向ける。「あなたのお召めし物を預かったためしがないのですが、一体どうなさってるんです」

「え？　ああ、いや……」

　珍めずらしくルナはうろたえた。ルナの着用している服──正しくは、服と見えるもの──は、虚きよ体たいの一部である。大気中の塵ちりから構こう成せいされた、悪あく魔まの身体からだとなんら変わらないものだ。風に吹ふかれた時のなびき方、動いた時のしわの寄り方など、なんら本物と遜そん色しよくないが。これらを正確に再現できるというのも、魔神が悪魔より優すぐれている点の一つである。

「まあまあ、気にしないで。僕は汗あせを一いつ滴てきもかかない体たい質しつなんだ」

　しかし部外者であるギストに魔神云うん々ぬんを語かたっても仕方がない。ルナは適当に言い訳した。

「一滴も？　そりゃ病気じゃないんですか？　なんならいい医者を紹しよう介かいしますが──」

「あー、いや、そこまでしてくれなくても。どうせすぐにブルティエールに帰る身だし。ね」

　あたふたするルナの姿をもう少し見ていたいところではあったが、それよりエルバはギストの情報の方が気になった。話に割り込み、先を促うながす。

「それより、面白い話ってのはなんなんだ」

「ええ。うちの顧こ客きやくに、食事屋をやっている婆ばあさんがいるんですがね。そこに最近転がり込んできた男が、どうもあなた方の捜さがしているターゲットじゃないかと思いましてね」

「本当かよ。もっと詳くわしく教えてくれ」

「三日に一回くらい晩飯を食べに来るそうで。どうも変装してるっぽい、と婆さんが言うんですよ。大まかな容姿は一いつ致ちするから、可能性はあるかと」

「それはそれは」

　エルバは喜びを隠かくさずにはいられなかった。

「嬉うれしそうだね」

　ルナが言うと、エルバはすぐに言い返した。

「当たり前だろ、テッキが来る前に手がかりを摑つかんだんだぞ。あいつにぶん殴なぐられる恐おそれがなくなったんだ。これが喜ばずにいられるか」

「先日も聞きましたね、その名前」ギストが口を挟はさんだ。「あのオーラン人の子以外に連れがいなさるんで？」

「ああ……明日か明後日くらいに合流する予定なんだ。アルテキア・バベルハイズと言って、顔は綺き麗れいだが、色々と難なん儀ぎな奴やつでね」

「難儀？　例えば？」

　エルバは左右を確かめてから──テッキがいるはずなどないのだが、それでも確かく認にんせずにはいられなかった──小声でギストに教えた。

「右手から万まん力りきが生はえている」

　ギストは少し考えてから、「はっはっは」と笑ってのけた。

「あの万力？　またご冗じよう談だんを」

「……冗談だったらどんなにいいやら……」

　絶ぜつ望ぼう的な気分で呟つぶやきながら、エルバは財さい布ふを取り出し、紙し幣へいを一枚カウンターに突つき出した。

「とにかく、情報ありがとう」

「いえいえ、大したことはしていませんよ」

　ギストは紙幣を手に取ると、そのまま両手を合わせてうやうやしく一礼した。まるで紙幣が神しん聖せいな祭さい器きであるかのように扱あつかい、財布にしまう。

「なにもそこまでしなくても。大した額じゃないのに」

「お金は大切なものですからね。特に、自転車操そう業ぎようの店を抱かかえている身としては」

「結構儲もうかっているように見えるけど」

　ルナは店内狭しと吊つり下げられた洗せん濯たく物ものの山を見み渡わたした。

「そうでもないんですよ。薄はく利り多た売ばいが身上ですからね。病気はできないし、上納金も滞たい納のうしている身でして」

「上納金ねえ。そんなもん払はらう必要あるのかよ」

　エルバの問いに、ギストは少し間を置いてから答えた。

「ここから南の方に、空あき地ちがあるのは知ってますか？　ビルとビルの間の」

「ああ。知ってるけど」

　この三日間、エルバも無む為いに時を過ごしていたわけではない。自分でもマテオの情報を探すべくフォッグビル中を駆かけ回っていた。なので、ギストの言う場所は毎日のように通り過ぎていた。ごく普ふ通つうの街並みの途と中ちゆうに突とつ然ぜん瓦が礫れきの山となっている区画がぽつんとあって、不思議に思っていたのだが──

「あそこは、三ヶ月ほど上納金を滞納した個人商店のなれの果てなんですよ」

「……マジかよ」

「ええ。なかなか気き骨こつのある奴で、ビジランテの要求を突っぱねてたんですがね。それがある朝目め覚ざめたら、店の前に象が三頭立っていたらしくて」

「たしかに、あそこの前を通るたび、まるで象が暴れた跡あとみたいだなあと思っていたよ」

　ルナは脳のう天てん気きな感想を口にした。

「無む茶ちや苦く茶ちやだな。この街の警察はどうなっているんだ」

「お飾かざりですよ、そんなもの。ここじゃ、公こう権けん力りよくでさえアードレー姉弟きようだいには逆らえませんでね」

「それよ。ずっと不思議だったんだが」エルバは身を乗り出した。「なんであのなよっとした双ふた子ごがビジランテのボスなんだ？　西部の街を牛ぎゆう耳じるには迫はく力りよく不ぶ足そくもいいところだろ。人だか熊くまだか見分けがつかないような奴が出てくると思ってたんだが」

　ギストは曖あい昧まいな表情を見せた。

「そりゃたしかに、生身じゃあの双子も大したことないでしょう。でも、悪あく魔まを召しよう喚かんすると誰だれも敵かなわないらしいですよ」

「誰も敵わないっつっても、ものには限げん度どがあるだろ」

　悪魔召喚士としての才能は個人によって千せん差さ万ばん別べつだ。天才もいれば凡ぼん人じんもいる。だが、十人の凡人召喚士と一人の天才召喚士が悪魔を喚よんで正面から激げき突とつすれば、勝利するのは十人の凡人の方だ。数の差をものともしない奴がいるとすれば、そいつは天才中の天才か、悪魔を超こえる力を持っているかのいずれかだろう。

「……悪魔を超える力……」

　ふと気づいて、エルバはルナを見つめた。すぐ目の前に、悪魔を超える力を持つ存在がいるではないか。

　意見を求められていると思い、ルナは口を開いた。

「もしかすると、アンテノラが探さぐり出したいことってのは、それなのかもね」

「なあルナ、アードレー姉弟のいずれかが、八人目の契けい約やく者しやって可能性はあると思うか？」

　エルバは声を潜ひそめてルナに尋たずねた。

　現在進行中の八眼デイアボリツク争覇パーテイにおいて、いまだに姿を現していない魔神がいる。その魔神の名はヤミ・ヤタ。その存在はエルバ達の行く手に小さくない影かげを落としている。

「どうだろねえ」ルナは首をひねった。「基本的に、八眼争覇はブルティエールで開かい催さいされる。契約者が一人だけ、ブルティエールからはるか離はなれた場所に引っ込んでいるというのは妙みような話だね。そもそも、ヤミの力はお山の大将となるために発はつ揮きされるものじゃないし……」

　そのまま考え込み、黙だまってしまう。エルバはルナの次の言葉を待った──が、不意にギストを置いてけぼりにしていることを思い出した。すぐに振ふり向き、不思議そうな顔をしているギストに話しかける。

「とにかく、大変なんだな。ここも象に襲おそわれたりしないのか？　既すでに二ヶ月滞納しているとか言っていたような気がするが」

「なあに、二ヶ月くらいなら大だい丈じよう夫ぶですよ。三ヶ月ならアウトですが……」

　と言いつつ、ギストは壁かべのカレンダーに指を這はわせ、日付を確かく認にんした。

　すると──

「あ。今日は三ヶ月目の徴ちよう収しゆう日びだ」

　ドカン、と突とつ然ぜん、洗濯屋全体が揺ゆれた。

「ギストォォ──！　そこにいるのはわかってるぞォ──ッ！」

　外から絶ぜつ叫きようが轟とどろき、引き続いて再びの揺ゆれが襲おそう。さして立りつ派ぱな造りとも言えない店てん舗ぽはあちこちが軋きしみ、一部の洗濯物が床ゆかに落ちた。

「……聞いたことのある声だな。あんなでかい声を出して、近所迷めい惑わくだろうが」

　エルバが毒どくづくと、ルナも含ふくみ笑いを漏もらした。

「象は近所迷惑なんて言葉、知らないだろうさ」

「それもそうだ。あんたは隠かくれてろ、俺達がなんとかする」

　あたふたするギストに、エルバは声を投げた。

「なんとかする、ってどうするんです」

「決まってるだろ。あんたの代わりに俺達が土下座して地面に頭をこすりつけて、上納金を払はらうのはどうかもう少しだけ先にして下さい、と頼たのみ込むのさ」

　と言いつつ、エルバは両手の指をボキボキと鳴らした。獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮うかべながら。

「……言っていることとやっていることが、少々異ことなるように見えますが」

「頭を地面にこすりつけるのは、僕達じゃなくて向こうかもしれないけどね」

　ギストのツッコミに、ルナは笑って応じた。

「仕事を手伝ってもらった礼だ」

「そんな。ビジランテににらまれたら厄やつ介かいなことになりますよ」

「どうせ俺達は余所よそ者ものだ、心配してくれるな。さすがにあんたの上納金を用立てしてやることまではできねえが、ちったあ猶ゆう予よができるだろ」

　エルバはそう言って店の外へ出、ルナもその背中にくっついて行く。

　店の外で待っていたのはギストの話通り、三匹びきの象だった。

「なんだてめえら！　関係ねえ奴やつはとっとと失うせろ！」

　先頭に立つ象が、鼻をブラブラさせて立たち退のけという仕草を見せた。

　だが、エルバとルナは立ち退かず、逆に象をにらみ返した。

「失せるのはおまえらの方だぜ」

　象は大きな目をギョロリと動かし、自分達の前に立ち塞ふさがる二人の姿をじっくりと見つめた。そしてはっと息を吞のむ。

「てめえはこの間、すぐそこのレストランで会った奴……！」

「覚えてもらっていたとは恐きよう悦えつ至し極ごくだ」

　エルバはにやりと笑った。

「あの女はどこだ！」ダンドスは怒ど鳴なった。「俺に恥はじをかかせたあのオーラン女だけは許せねえ。どこにいる！」

「知りたきゃ俺達を倒たおして吐はかせるこったな。おまえにそれができればの話だが」

　売り言葉に買い言葉、でエルバが応じる。

「そうかよ……」

　ダンドスの声に険けん悪あくな色がこもる。と同時に、後こう背はいに控ひかえる二匹の象が横に動き、間合いを取った。

「たしかに、おまえに吐かせるのは難しいかもなあ。ヘルエレファントって、力ちから加か減げんが難しいんだよ。すり潰つぶされても文句は言うなよッ！」

　地面を蹴けり、ダンドスはエルバ達めがけてまっすぐに突進してきた。ドスンドスンと轟ごう音おんを立て、大だい質しつ量りようで迫せまり来る。

「おっと……！」

　だが、その足取りはさして速くない。その進行方向を見み極きわめ、エルバとルナは同方向に跳とんだ。ダンドスは二人が跳びのいたあとの空間に突とつ撃げきし、そのまま洗せん濯たく屋やの建物へと激突した。洗濯屋はまたも大揺れし、「ギャー！」と中からギストの悲鳴が聞こえる。

「逃にがさん！」

　後背に控えていた象が、エルバ達を狙ねらう。こっちの象は猛もう進しんはせず、エルバ達の手前で急ブレーキをかけると、頭部をねじった。二本の鋭するどい牙きばが、地面を抉えぐりながらエルバ達を襲う。

「うおおっ」

　エルバは思わず声を上げた。すくい上げるような攻こう撃げきを、体勢を崩くずしてどうにか回かい避ひする。が、抉られた土ど砂しやを顔面に浴あびて、一いつ瞬しゆん視界が暗くなった。

「そこだッ！」

　土煙を上げた象はその場にかがみこんだ。するとその背後から三匹目の象がぬっと姿を現し、かがんだ象を踏ふみ台にしてジャンプした。軽々と象は空を舞まい、放ほう物ぶつ線せんを描えがいて跳んだ。

　狙ねらう着地点は、もちろんエルバだ。

「それは死ぬ……！」

　体たい勢せいを崩して地面に手をついていたエルバは、文字通り転がるようにして逃のがれ出た。直後、ヘルエレファントは四本の脚あしで着地する。地じ震しんが起きたかと錯さつ覚かくするような衝しよう撃げきが、象を中心として発生した。

「クソッ！　こいつら、なかなか予想外の攻撃を仕し掛かけてくるな！」

　どうにか逃れ出たエルバは、立ち直りながら言った。

「この象ども、意外と身軽だぞ」

「オーラン人にはこういう言い回しがあるらしい」ルナが答える。「『象のように舞い、バチのように刺さす』とかなんとか」

「バチ？　マロが持ってるアレか？　バチじゃ刺せねえだろ」

「だよね。オーラン人の長い歴史のうちに、変へん質しつしちゃったんじゃないの」

「つまり、昔バチってのは人を刺させる得え物ものだったのか」

「と考えるのが妥だ当とうかな。……一方的にやられてるのは面おも白しろくないね。エルバ、胸を貸して」

　ルナの要よう請せいに、エルバは眉まゆをつり上げた。

「こいつらに紋様アンチクリプト破壊ストライクをぶっこむつもりか」

「そこまでする必要はないさ。単に得物が欲しい。ま、ここは僕に任まかせてよ」

「……そうか。だったら持ってけ」

　エルバはルナに自分の胸を向けた。

　ルナは右手を伸のばすと、エルバの胸むな板いたへと突つっ込んだ。背面にまで貫かん通つうさせた後、引き抜ぬく。

　引き抜かれたルナの手の内には、一ひと振ふりのサーベルがあった。塵ストラ器イカー──魔ま神じんが契けい約やく者しやから引き出す、魔神のための武器である。薄うすい赤みを帯おびた刀身のサーベルが、エルバの胸からするりと滑すべり出た。

「ふむ。相変わらずいい感じだね」

　軽く二度三度振り回し、ルナは手て応ごたえを確かめた。

「こんな弱点を丸出しにしている連中、紋様破壊を使うまでもないさ！」

　ルナは半身の体勢から大きく踏み込むと、大上段からまっすぐにサーベルを振り下ろした。

「!?」

　不意の攻撃に、ヘルエレファントは対応できなかった。身を引こうとしたその瞬間には、二本の牙を切り落とされていた。

「ぐおお……!?」

　逆流バツクワードが発生し、召しよう喚かん主しゆはヘルエレファントを解放した。塵ちりの陰かげから現れたのは、顔面を押さえてのたうち回る男の姿。しかしルナは目もくれず、次の象へと突進した。

　二匹目の象は、牙でルナを迎げい撃げきしようとした。下からすくい上げる一撃を放つ。が、ルナは身を反そらし、あっさりとこれをかわした。

「こりゃ切りやすいや！」

　ルナは頭上にサーベルを閃ひらめかせた。次の瞬間、二本の牙は根本から切り離はなされていた。くるくると数回転した後、塵に戻もどって崩れ去る。

「ぐ……！」

　ルナの鮮あざやかな手さばきに、最後に残ったダンドスは首をすくめた。牙を隠かくした状態で、頭から突撃を開始する。

「ルナ!?」

　エルバは声を上げた。さすがにルナの腕うでをもってしても、隠れた牙を切ることはできないと見えたからだ。

　しかし、ルナは落ち着いていた。

「象のように舞い……！」

　サーベルを担かついで、ルナはひょいと跳とび上がった。

　象の頭に跳び乗るつもりか、とエルバは見た。しかし、象の突とつ進しんする勢いと正面からぶつかる格好である。ルナの軽い身体からだは吹ふっ飛ばされるんじゃないか、と思ったが──

　突進していた象が、突然ガクンと急きゆう停てい止しした。見えない網あみに飛び込んだかのように。

「……なに!?」

　ダンドスの意思で止まったのでないことは、彼の悲鳴が証明していた。

　急停止した象の頭にルナは軟なん着ちやく陸りくした。

「バチのように刺す！」

　サーベルの先せん端たんを真下に向け、首の付け根にさっくりと刺し込む。象はくぐもった音を放った。

「うわ、痛そう」

　エルバは思わず口にした。

　ヘルエレファントの身体から緊きん張ちようが抜け、ぐにゃりとなってその場に崩くずれた。すぐに虚きよ体たいは消え去り、うつぶせに倒たおれたダンドスの姿が露あらわになる。
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「はい、終しゆう了りよう」

　ルナは片手でくるくるとサーベルを回転させると、鞘さやにしまうふりをした。腰こしについたサーベルは、もとの塵となって大気中に消えていく。

「能力逆流スピンオフを使ったのか」

　エルバが言うと、ルナは頷うなずいた。

　能力逆流。魔神とその契約者が使える魔神固こ有ゆうの特別な力である。

　ルナの二つ名は氷結の魔神。赤い色に染まった塵を振りまき、それに触ふれた物体を空中に固定する。それがルナの力、氷結の能力逆流である。ルナは赤い霧きりを放ってダンドスの虚体を包み、突進を止めたのだ。

「ちょっとだけさ。この程度なら問題ないだろ」

　本来ならば、人前で発はつ揮きすべき力ではない。そもそも魔神の存在自体、世間一いつ般ぱんに知られていないのだ。が、今回はエルバにも視し認にんできない一いつ瞬しゆんの使用だった。この程度ならダンドス自身も「足あし下もとの石にでもつまずいたか」としか思えないだろう。エルバは黙もく認にんすることにした。

　どこからともなく、ぱちぱちと手を叩たたく音がした。見やると、離れた場所から戦いを眺ながめていた男性が拍はく手しゆを送っていた。拍手は周囲に伝でん染せんし、あっという間に大きな音となってその場にあふれ返った。

　いつの間にやら、ギャラリーがエルバ達を取り巻いていた。ルナの見事な戦いに賛さん辞じの拍手を送っているのだった。しかも倒した相手が、普ふ段だんから我が物顔で街を歩いているビジランテである。胸のすくような活かつ躍やくと見えたことだろう。

「あー、どうもどうも」

　周囲の拍手に応こたえ、ルナは周囲に広く愛あい嬌きようを振ふりまいた。

「やめとけ、ルナ」

　挨あい拶さつに振るルナの手を、エルバはつかんで引っ込めさせた。

「目立ちすぎるのは良くねえぜ。俺達がフォッグビルに来た理由を忘れるな」

「忘れてた」ルナは認めた。「仕方ない。さっさと立ち去ろうか──」

「いいや、ちょっと待ってほしいね」

　よく響ひびく声が、ルナの声を覆おおった。これもまた、聞いたことのある声だった。

　恐おそる恐るエルバは振り向いた。視線の先に立っているのは、お互たがいの手を握にぎっている銀ぎん髪ぱつの双ふた子ご。

「……アードレーだ……！」

　ギャラリーの誰だれかが、小声で呟つぶやいた。途と端たんにギャラリー達は波が引くように去っていく。さっきまでそこそこ人通りのあった道は、あっという間に人ひと気けが無くなってしまった。

　エルバは右を見、左を見て、ギャラリーが一人たりと残っていないことを確認してから、アードレー姉弟きようだいに向き直った。

「街の人間からずいぶん愛されているようだな、あんたらは」

「フッ」コーマックは肩かたをすくめた。「フォッグビルの住民は、みんな恥はずかしがり屋さんなのさ」

「なるほど納なつ得とく」ルナはポンと手を打った。「ここだけの話、実は僕達も恥ずかしがり屋さんなんだ。というわけで、退たい散さんさせて頂くよ──」

「待ちなさい」

　鋭するどい声を投げ、バーミッサは立ち去ろうとするルナ達を引き留とめた。

「あなた達をそのまま帰すわけにはいかないわ。目の前で部下を倒された以上、見み逃のがすことはできない。私達の沽こ券けんに関かかわるもの」

「見逃すことをお勧すすめする。その方が、恥はじをかかずに済むと思うぜ」

　エルバは余よ裕ゆうで言い返した。魔ま神じんに対たい抗こうできるのは魔神のみ、この二人がいかに優すぐれた召しよう喚かん士しであろうと、ただの悪魔では魔神に太刀たち打うちできるはずがないのだ。氷結の力で二人を固定してしまえば、それでおしまいである。

「心配してくれるのはうれしいけどねえ」

　コーマックもまた、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体ていで笑った。

「僕達は何も知らないバカじゃあないんだよ、魔神の契けい約やく者しやさん」

「……な……」

　その一言に、エルバは目を見開いた。ルナの表情も引き締しまる。

「驚おどろいたかな？　僕が魔神について知っているってこと」

　エルバの動どう揺ようを見逃さず、コーマックは言った。

「僕達はね、父から一通りの知識を教え込まれているんだ。君が氷結の魔神であることも、ついさっき氷結の力を使ったこともわかっている」

　コーマックの言葉に、エルバは軽く驚いた──が、アードレー一族が魔王の瞳ひとみの守護者だった以上、彼らが先せん祖ぞの事じ跡せきに通じていても不自然ではない。

　考えを改めた方がいいらしい。エルバは気持ちを切り替かえた。

「一番大事なことを教わらなかったのか？　魔神に対抗できるのは魔神だけってな」

　語気に凄すごみを乗せる。しかし双子は鼻で笑うばかりだった。

「父が教えてくれた一番大事なことは、そんなことじゃない。『魔神を壊こわす力』そのものよ」

「魔神を壊す力……？」

　エルバは無む言ごんでルナに視線を投げた。が、ルナも無言で左右に首を振るばかりだった。魔神にも心当たりはないらしい。

「コーマック！」

　バーミッサが弟の名を呼ぶ。コーマックはバーミッサから数歩離はなれ、両目を輝かがやかせた。

「召喚コンタクト……！」

　かけ声と同時にコーマックの周囲の塵ちりが光り、体中にまとわりついて、虚きよ体たいをなす。一拍の間ののちに、コーマックの姿は五本脚あしの象の姿へと成り変わっていた。鼻が他ほかの脚のように太く、五本目の脚のように見えるため、見た目のままファイブレッグスと呼ばれる悪魔である。ヘルエレファントより一段落ちる五段級の悪魔だ。

「はあ？　これが魔神を壊す力だってか？」

　危あやうくエルバは笑い出すところだった。大おお仰ぎような前フリをしておいて出てきたのがこれとは、期待はずれもいいところである。

「ここからが本番よ……召喚！」

　既すでに円盤レンズを目にはめていたのだろう、バーミッサは無む造ぞう作さに叫さけんだ。

　ところが──何も起きなかった。普ふ通つうならば周囲の塵が輝き出すはずなのに。

　妙みようだ、とエルバは胸むな騒さわぎを覚えた。何も起きないにもかかわらず、バーミッサの笑え顔がおは消えていない──まるで、これが予想通りの反応だ、とでも言いたげに。

　変化は、ファイブレッグスの方に起きていた。

「フフフ……！」

　コーマックの含ふくみ笑いとともに、象の虚体が崩くずれ始めた。まるで、砂でできた象の山が自じ重じゆうに耐たえられなくなったかのように。しかし完全に崩れて消え去りはしない。新たな塵が内側から噴ふき出しているのか、表面は流動的なものの、おおむね象の姿を維い持じし続けている。

　何が起きているのか、エルバには理解できなかった──が、ルナは本ほん能のう的に危険を察さつ知ちした。

「これは……何かまずい……！」

　珍めずらしく血相を変え、ルナは右手を伸のばして赤い霧きりを放った。象の動きを拘こう束そくするために。

　しかし、赤い霧はルナの手から離れた途と端たん、空に引かれるように上じよう昇しようし始めた。象に届くはるか手前で消え去ってしまう。

「なんだ、こりゃ……!?」

　消えたのは、霧だけではなかった。ルナは手を引っ込めようとした──途端、急な動きについていけなかったみたいに、ルナの手が指先からボロボロと崩れ始めた。

「なに!?」

　ここに来て、エルバも自分の目を疑って思わず叫ぶ。

　手先から、ルナは徐じよ々じよに輪りん郭かくを失い、崩ほう壊かいし始めていた。崩壊した虚体は、塵とも少々異なる形状──まるで雪の結けつ晶しようのような形となって宙に舞まい、日の光に溶とけるかのごとく消えていった。

「どうかな？」コーマックが声を投げてきた。「これが魔神を壊す力、結晶クリスタル連鎖法チエインだよ！」

　のそり、とファイブレッグスの巨きよ体たいが蠢うごめく。大きく踏ふみ出すと、コーマックは雪崩なだれのようにエルバ達にのしかかろうとした。

「冗じよう談だんじゃねえ……！」

　エルバは全力で後方に飛び、雪崩に巻かれるのを避さけた。ルナも地を蹴けって逃にげる──が、着地した途端、ルナの両足首から下が崩れ去った。ぐらりと身を崩し、尻しりから地面に落ちる。

「あううっ」

　ルナはすぐに身を起こし、信じられないような面おも持もちで自分の手足、崩れた場所を見つめた。ルナの虚体が、端はしから無数の結晶へと変じていた。結晶となった断だん片ぺんは宙に舞い上がり、溶とけるように消えていく。

「一体どうなってんだよ!?」

「身体からだが崩れる！　うまく虚体を補ほ正せいできない……！」

　エルバの声に、ルナは困こん惑わくと焦しよう燥そうのこもった怒ど声せいを返す。

「いいザマね……」

　ファイブレッグスの陰かげに隠かくれつつ、バーミッサはルナを見つめている。笑みを浮うかべながら。

「これこそ『魔ま神じんを壊す力』、結晶連鎖法よ」

「……どういうことだ……!?」

「どうもこうも、見た目通りさ」

　ファイブレッグスが動いた。流れ続ける虚体の奥で、二つの赤い輝きが陰いん鬱うつに光る。

「結晶連鎖法は、あらゆる悪魔の虚体を崩くずす。この中で動けるのは唯ゆい一いつ、僕のファイブレッグスだけなのさ……！」

　コーマックは豪ごう語ごした。

　ファイブレッグスの虚体にも、結晶化は作用していた。表面を流れる雪崩の正体は、大量の結晶であるらしい。流れ落ちた結晶は、次から次へと空に消えていく。まるで白い山が湯ゆ気げを放っているかのようだ。

　しかし、ファイブレッグスの姿そのものは縮ちぢまらず、一定のサイズを保たもち続けている。つまりは、結晶化と同等の速度で虚体を生せい成せいしているのか──

「……召喚！」

　円盤レンズを取りだし、エルバは悪魔を喚よぼうとした。

　エルバの周囲の塵ちりが反応し、輝かがやき始める──が、それらはすぐに結晶化し、消えていった。いつまでたっても虚体は形成されない。

「だから無む駄だだよ。結晶連鎖法の領域の中で、悪魔なんて喚べるものか」

　のっしのっしと巨体を揺ゆすりながら、ファイブレッグスは間合いを詰つめてくる。

「くそッ！　どうすりゃいいんだ!?」

　毒づくエルバ。

　身体を崩されつつも、ルナは冷静だった。状じよう況きようを鑑かんがみた上で、一つ提案をする。

「最初の方ほう針しんに立ち返るというのはどうかな」

「最初の方針だあ？」

「ついさっき、ギストさんに宣言したじゃないか。『土ど下げ座ざして謝ろう』って」

「……非常に興味深い提てい案あんだが……」

　エルバはファイブレッグスに目をやった。ファイブレッグスは地面を踏みならしていた。見るからにエルバ達を潰つぶす気満々である。

「土下座で許してもらえると思うか？」

「思わない。じゃあ、逃げるしかないね」

　腰こしをついた状態のまま、ルナはひょいひょいと器用に手足を動かして後退した。すると、わずかながら手足が再生し始めた。

「崩壊速度は、バーミッサお嬢じようさんに近い方が速い」ルナは言う。「つまり、遠ざかれば影えい響きようは少なくなるようだ」

　結晶化は続いているものの、それを上回る速度で再生が進む。やがて手足はそれなりの形を取り戻もどし、ついにルナは立ち上がる。

「僕としては、この場から去りたいね」

「逃げるのかよ」エルバは言う。「奴やつらにケツを向けろってのか」

「そうさ。ここにいたら、僕の尻そのものがなくなっちゃうよ。それに、援えん軍ぐんも来そうだ」

　ルナは上空に視線を投げた。

　エルバは視線を追い、そしてその先に空を飛ぶ悪魔の姿を認みとめた。

　耳と背から生はえた四枚の翼つばさを操あやつり滑かつ空くうする象型の悪魔、ボーマッドだった。三体、地上の異常に気づいて接近しつつある。

「……あいつらも、結晶クリスタル連鎖法チエインとやらに引っかかるんじゃねえのか」

「かもね。だとしても、敵が三人増えることになる」

「…………チッ」

　ルナの指し摘てきに、エルバは唇くちびるを嚙かむ。

　敵に背を見せて逃げるなど、受け入れがたい屈くつ辱じよくだった。しかし、ルナがこんな調子で、なおかつ自分も悪魔が喚べないとなると、対たい処しよのしようがない。

「仕方ねえ」あきらめて、エルバは言った。「ルナ、おまえはサクラと合流して逃げろ。落ち合う場所は、……ギストが言ってた、マテオが現れるメシ屋にしようぜ」

「君はどうするの」

「ちょっとだけ時間稼かせぎをする。……先に行け！」

　有う無むを言わせず、エルバはルナの肩かたをどついた。やや不満げな表情をルナは一いつ瞬しゆん閃ひらめかせたが、すぐに身体からだを翻ひるがえし、コーマック達に背を向けて逃げ出した。

　一方エルバは、コーマック目がけて駆かけ出した。

「ぬあああーッ！」

　絶ぜつ叫きようを上げ、全速力で突とつ撃げきする。

「フフ……血ち迷まよったかな!?」

　コーマックは脚二本を掲かかげ、エルバの進路へと振ふり下ろした。

「踏ふまれるかッ！」

　エルバは急激に進路を変へん更こう、九十度近く折り曲がって跳とび、ファイブレッグスの脚との正面衝しよう突とつを回かい避ひした。着地すると、コーマックを迂う回かいして一いつ挙きよに走り抜ぬける。

　大きな弧こを描えがくルートの先にいるのは、バーミッサだ。

「ヌ！……そっちかッ」

　エルバの意い図とを見抜いて、コーマックは巨きよ体たいを揺ゆらした。向きを変え、エルバとバーミッサの間に割り込もうとする。

「その通りッ！」

　煉れん瓦がの破は片へんをエルバは拾ひろい上げ、走りながらサイドスローで投げつける。煉瓦片は一直線に飛び、バーミッサの顔面を襲おそった。

「バーミッサ！」

　コーマックは跳んだ。巨体を盾たてにし、飛来した煉瓦を受け止める。

　煉瓦はファイブレッグスの身体にめり込んだ。が、表面の流れに押し出され、すぐに吐はき出される。煉瓦が先に地面に落ち、それに覆おおい被かぶさる形でファイブレッグスも地に這はった。

「コーマック!?」

　バーミッサが叫さけぶ。

　地に這った格好のままで、ファイブレッグスは目を動かした。

　エルバは、既すでに手の届かないところまで逃にげ去ってしまっていた。煉瓦を投げると同時に進路変更したらしい。

「……なるほど、最初から逃げるつもりだったってことか」

　ぽつりと呟つぶやいて、コーマックは虚きよ体たいを解放した。ファイブレッグスは消え去り、その下からコーマックの姿が現れる。煉瓦をくらったあたりを撫なでてはいるが、その表情からはさしたる痛みではないことが察せられる。

「コーマックさん！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　空からの声に、コーマックは空を見上げた。

　三体のボーマッドが、コーマック目がけて高度を下げてきた。ところが一定の高度に達した瞬間、足あし下もとから虚体が結けつ晶しよう化かを始める。

「うあっ……」

　三匹びきの象に抗あらがう術すべはなく、ものの数秒で虚体は完全に結晶化した。三人の男達は空中で生身を晒さらし、飛ぶ力を失って次々に地面に落下する。

「おっと」コーマックはバーミッサに手を伸のばした。「止めるんだ、バーミッサ」

　バーミッサは目から円盤レンズを取り出した。もちろん時遅おそく、三人の男達は折り重かさなるようにして地面に激げき突とつした。「ぎゃっ」「ゲッ」「ぐぅ」と悲鳴を上げながら。

「あら、ごめんなさい。皆みなさん大丈夫？」

　愉ゆ快かいそうに笑いながら、バーミッサは声をかける。

　大した落らつ下か距きよ離りではなかったが、無様な姿を見られて気持ちのいいものではない。男達は憮ぶ然ぜんとした表情でバーミッサを見返した。

「まあまあ、怒おこらないで。君達が来てくれて助かったよ」

　コーマックが割って入った。道ばたに転がり、静かに眠ねむっているダンドス達を指さす。

「彼らをどこか、人目に付かない所に連れて行ってやってくれないかな」

　コーマックの命令に、男達は黙だまって頷うなずいた。一人がヘルエレファントを召しよう喚かんして、その場にうずくまる。残る二人はダンドス達を抱かかえ上げ、ヘルエレファントの背に次々と乗せた。三人すべてを乗せたところで、ヘルエレファントは立ち上がりのしのしと歩き始める。

「それにしても、魔ま神じんに会えるとは意外だったわね」

　ヘルエレファントを見送りながら、バーミッサが弟に話しかける。応じて、コーマックは邪じや悪あくな笑えみを閃かせた。

「ンフフ。素す晴ばらしい。素晴らしいよ。たった今、結晶クリスタル連鎖法チエインが魔神にも通用するって証明されたんだからねえ。魔神様があっさり逃げ出すとは意外だったけど」

「でも、まだ不十分だわ。完全に証明するには、完全に魔神を滅ほろぼさなくちゃ」

「そうだね。なんとしてもあいつを捕つかまえないと。……諸君、今逃げた奴やつらを追いかけてほしいんだ。ビジランテ各員に通達しておいてよ」

「わかりました」

　命令を受けた男二人は、うやうやしく頭を下げた。

「僕達を捨てた父を見返すチャンスだ。逃のがしてなるものか」

　ルナが逃げていった方向へと視線を投げ、コーマックは小さく笑った。







　その日、おびただしい数の象がフォッグビル中を闊かつ歩ぽした。

　一いつ般ぱん市民は次から次へと質問される──「金きん髪ぱつで中背、目元に傷のある少年、もしくは隻せき眼がん黒ジャケット、男とも女ともつかない人物、いずれかを見なかったか」と。市民達は正直に「見ていない」と答える。ごく一部、幾いく人にんかは街中を全力で駆かけ抜ぬけていく金髪の少年を見たような気がしていたが、ビジランテと関かかわり合いになってもいいことは何一つ無いので、一時的な健けん忘ぼう症しようとなって「さあ……どうだったか」と答えを濁にごす。

　ビジランテのメンバーはますます捜そう索さくに力を入れ、捜査人員を増やしていく。市民の嫌けん悪おの視線には見て見ぬふりをし、ある時は行ゆき交かう同志と情報交こう換かんしたり、ある時は運悪く通りかかった市民を囲い込み、脅きよう迫はくして情報を吐かせようとしたりする。そんな光景が、フォッグビルのあちこちで一いつ斉せいに発生していた。

　夕刻、ふらりふらりと歩く一頭のヘルエレファントがいた。まじめに人ひと捜さがしをしている風でもなく、他ほかの象とすれ違ちがうと、いかにもやる気無さそうに鼻をもたげて挨あい拶さつだけを交かわし、そのまま通り過ぎていく。

　その象は裏通り、自分の身体からだがやっと通れる狭せまい道をのしのしと歩くと、あるうらさびれた食堂の前で立ち止まった。

「……ここか」

　象は店の看かん板ばんを見て呟くと、虚体を解放した。消えゆく塵ちりの中から現れたのは、金髪で中背、目元に傷のある少年──エルバ・ナイトロンドである。

　扉とびらを開けて店内に入る。エルバはすぐ目の前に、ルナとサクラの姿を認めた。

「やあ」ルナが手を振ふる。「時の人のお出ましだ」

「遅かったじゃないですかあ、エルバ君」

　今まで心配していたのだろう、サクラが不安げな顔で言う。

「悪い」エルバは謝り、サクラの隣となりの席に腰こし掛かけた。「なかなかうまく逃げられなくてな」

　そう言って、エルバは目から円盤レンズを取り出した。

「ヘルエレファントの円盤かな」

　ルナの声に、エルバは頷く。

「ああ。ビジランテの奴が、一人で用を足たしているところを狙ねらってはぎ取った。ビジランテのふりをして、ここまで歩いてきたんだよ」

　はあ、とエルバは大きく息を吐はき出し、テーブルに身を投げ出した。

「危なかった。なんなんだ？　あの姉弟きようだいは」

「話、聞きましたよ」サクラが言う。「ルナの身体が崩ほう壊かいした、とか。本当ですかあ？」

「そうなんだ」エルバは認めた。「ルナ、ありゃどういうことだ」

「どういうことだと言われても」ルナは眉まゆをひそめた。「僕に聞かれても困る」

「おまえの身に何が起きた？　今は何ともないようだが」

　ルナは両手の指をわきわきと動かした。その様子は普ふ段だん通り、先ほどのように崩壊を始める気け配はいはない。

「敢あえて言うなら」ルナは慎しん重ちように言葉を選えらんだ。「自分の身体を維い持じできなくなった、というか──先せん端たんから身体が崩くずされていく、という感じだったかな」

「つまり、紋様アンチクリプト破壊ストライクみたいなものか？」

　エルバが問う。

　悪魔の虚きよ体たいは、大気中の塵をある一定のパターンで組み上げることによって形を成なす。このパターンのことを紋様クリプトと呼ぶ。この紋様を読む力を、魔神は持っている。紋様クリプト解析アナライズを行い、パターンを理解することで、紋様を──つまり悪魔の虚体そのものを──一いち撃げきで破は壊かいすることができるのだ。それが紋様破壊である。

「違う」ルナは言げん下かに否定した。「紋様を読まれた感覚はなかった。塵そのものが用をなさなくなった、とでも言えばいいのかなあ」

「わからん。もっと具体的に言え」

「悪あく魔まの虚体は、塵という細かい粒つぶで作られている。本当に細かい粒だ。細かいからこそ、いかなる形状でも塵で再現できる。でも虚体が崩壊した時、僕の身体が結けつ晶しようみたいなものに変わっていったの、見たろ？」

「見た。雪の結晶みたいだったな」

「見た目だけはね。あの結晶は、一定量の塵を結びつけたものだ。結晶クリスタル連鎖法チエインとやらは、大気中の塵、悪魔の虚体の双そう方ほうを強きよう制せい的に結晶化してしまう術のようだね。結晶そのものは小さいけれど、塵よりはるかに巨きよ大だいだ。虚体の最小構成物が巨大化してしまうので、悪魔は虚体を維持できなくなる、ということだと思う。譬たとえるならば──」

　言葉を切って、少し間を置いてからルナは続ける。

「革かわ袋ぶくろに入った水を想像してみて。水は定形を持たないから、外から力を加えられても、自在に形を変えることができる。結晶連鎖法というのは、水を小さな氷の粒の集まりに変えて、なおかつ革袋を取っ払ぱらうようなもの、というところかな」
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　しばしの間、エルバは黙だまってルナの言葉を咀そ嚼しやくし、

「納なつ得とくできた」と呟つぶやいた。「だが、あのファイブレッグスはどうなんだ？　あいつは一体だけ、普通に活動していたぞ」

「さっきの譬えに倣ならうなら、氷の粒を革袋に押し込んで、強ごう引いんに虚体を形成しているみたいだね。結晶化した部分は消えていくけど、同じ速度で虚体を生成して間に合わせているようだ」

「それはファイブレッグスが持っている特性なのか？　俺達もファイブレッグスを用意すれば、あいつに対たい抗こうできるのか」

「いや、そうじゃあないと思う。おそらくは彼の持っている円盤だけが特とく殊しゆなんだろう。偶ぐう然ぜん発生した代しろ物ものか、それとも意い図と的に円盤を改造したのか──とにかく、ファイブレッグスという悪魔そのものが特殊なんじゃないよ」

「つまり、対策無しか」

「現時点で唯ゆい一いつ有ゆう効こうと思えるのは、距きよ離りを置くことかな。遠ざかると結晶化が弱まるようだ」

「何の対策にもなってねえじゃねえか。近づかずにどうやって奴やつらを倒たおすってんだ」

「まあまあ。私達の目的は、ビジランテに喧けん嘩かを売ることじゃないですよお」

　サクラがごくまっとうなことを指し摘てきする。

「……言われてみれば、それもそうだ」

　エルバは心を落ち着かせた。アードレー姉弟きようだいが何者なのか、何なに故ゆえに結晶連鎖法なる技わざを使うのか。大いに気にかかるところではあるが、エルバに与あたえられた任務と直接的には関係のないことである。今は、マテオを捜さがし出すことが最優先目的だ。

「マテオを見つけて、フォッグビルから脱だつ出しゆつする。それこそ、僕達がなすべきことさ。彼らと張り合う理由はない」

　ルナの言葉に、エルバはため息をついた。

「ああ、まったくだ。ついうっかり義ぎ俠きよう心しんを発はつ揮きして、ギストを助けようとした俺の判断ミスだ。クソッタレ」

　そもそもあの時、ビジランテの目を引く行動に出るべきではなかったのだ。ダンドスの野や郎ろうがむかつくという理由だけで連中に手を出し、その結果が今の苦く境きようである。

「仕方ないですよお。エルバ君はギストさんを助けたんでしょう？　だったら、仕方のないことです。困っている人を見て黙っていられないのは、エルバ君のいいところですって」

「それに、済んだことをグダグダ言っても仕方ない。僕達は、できることをするだけさ」

　サクラとルナが口々に言う。

「……まあな」

　エルバは気持ちを切り替かえることにした。たしかに、悔くやむばかりでは何も始まらない。

「とりあえず、ここの近所で潜せん伏ぷくできそうな場所を探すか。できれば安やす宿やどがいいが、ないなら廃はい屋おくなり使っていない倉そう庫こなりを見つけよう。毎まい晩ばんこの店に来れば、そのうちマテオに出くわすだろ。ギストの聞いた噂うわさ話ばなしが正しければの話だが」

「それがいい」ルナは同意した。「ついでに、フォッグビルから脱出する方法を考えておくといいね。この街の高い壁かべを越こえるのが、かなり面めん倒どうになったようだから」

「気が重いな。……ギストのオッサンに話を聞いてみるか。あの人なら抜ぬけ穴の一つや二つ、知ってるかもしれない」

「僕らとの関係を疑われて、ビジランテにひどい目に遭あわされてなけりゃいいんだけど。あとでこっそり様子を見に行った方がいいね」

「とりあえずは、アジト探しに行きましょうか」

　サクラの言葉にエルバとルナは頷うなずき、腰こしを上げた。







　二日後、フォッグビルの堅けん牢ろうな門をくぐる外来者の列の中に、真しん紅くの長ちよう髪はつを揺ゆらす一人の少女がいた。

「……なるほど……ここがフォッグビルですか」

　門のそばに立つ見張り員らしき人物の姿を見ながら、少女──アルテキア・バベルハイズは呟いた。

　見張り員は連れん邦ぽう各地でよく見る制服を着用していたが、胸の部分に小さなワッペンをつけていた。象を意い匠しよう化したワッペンを。連邦職員にワッペン着用の義務はないはずだった──特に、ビジランテの紋もん章しようとも言うべき代しろ物ものをつける義務は。

　門の向こう側には、内から外へ出ようとする者達の列もあった。入城者の列は比ひ較かく的てきスムーズに進んでいるが、出城者の列はかなり滞とどこおっている。どうやら出城者に対しては手て荷に物もつ検けん査さを行っているようだ。

「おいこら！　待て！」

　突とつ然ぜん鋭するどい怒ど声せいが走る。見やると男が一人、小さなカバンを抱かかえて検けん問もんを突破しようとしていた。姿勢を低くして見張り員の間をかいくぐり、門を抜けていく。

「ふざけるな！　捕つかまってたまるかーッ！」

　周りの見張り員達が持ち場を離はなれ、男を捕まえようと駆かけ出した。男はちょこまかと左右に動き、うまいこと追っ手をかわしていく。

　これは脱出に成功するか、と列に連なる人々が思い始めた、その時──

　突然物もの陰かげからヘルエレファントが飛び出し、男をはね飛ばした。

「がッ……!?」

　悪あく魔まの姿が見えていなかったのだろう。横合いからの不意打ちに、男は軽く吹ふき飛ばされた。おおよそ五メートルほどすっ飛び、地面に叩たたきつけられる。

「身み柄がらを押さえろ！　荷物を取り上げるんだ……！」

　追走していた見張り員達が一挙に群がり、男を取り巻いて殴なぐったり蹴けったりの暴行を加くわえる。

　ああ……、と騒そう動どうを眺ながめていた者達の間に失しつ望ぼうの吐と息いきが広がる。

「これだから西部は……」

　東部ではおおよそ考えられない光景に、テッキは呆あきれるより他ほかになかった。




「エルバ・ナイトロンド……ですか？」

　その名を聞くと、ホテルのスタッフは複ふく雑ざつな表情を見せた。

「はい。ここに泊とまっていると思うのですが……」

　エルバから受け取った電報を改めて取りだし、文面を確かめる。ホテル名はここでいいはずだ、とテッキは再さい確かく認にんした。

　が、スタッフの反応は妙みようだった。こちらは名前を出したというのに、宿しゆく泊はく者しや名めい簿ぼを確かめるでもなく、もう一人のスタッフとなにやら小声で相談を始める。

　やっとのことで意見がまとまったらしく、スタッフは恐おそる恐る聞き返してきた。

「あの……あなた、象の方ですか？」

「象？」

　テッキはオウム返しに言った。

　戸と惑まどうテッキの様子を受け、スタッフは再び相談を始めた。少しして、再度話しかけてくる。

「失礼ですが、エルバ・ナイトロンド様は宿泊しておりません」

「なんですって？　そんなはずは……」

　テッキが言い返そうとすると、スタッフは背を丸め、小声で言った。

「宿泊はしていましたが、二日前にビジランテとトラブルを起こして、そのままどこかに行ってしまいました」

「どこか……？　あの、彼には連れがいたと思うんですけれども」

「お連れの方も、その日にあわただしく出て行ってしまいました。あ、お代だいは既すでに戴いただいておりますが」

「そんな」テッキは目を丸くした。「彼らがどこに行ったのか、ご存じありませんか」

「さあ……」スタッフは首をひねる。「あなたが何者かは存じませんが、あの方々を捜さがすのであればそれ相そう応おうの覚かく悟ごをした方がよろしいですよ。象どもが、血ち眼まなこになってあの方々の行方ゆくえを追っていますからね。……あ、象ってのはビジランテの連中のことですが」

「…………」

　テッキは引き下がらざるを得なかった。フロントから離れ、出口に向かいながら独ひとり言ごちる。

「エルバったら、一体何をやってるんだか……。エルバに仕事を任まかせるのは、時じ期き尚しよう早そうでしたかね」

「そうみてえだな！　ゲハハ！」

　その時、テッキの右の袖そで口ぐちから、声と一いつ緒しよに一本の触しよく手しゆがぬるりと滑すべり出てきた。

「ちょ……こんな所で出てこないで下さい！」

　テッキは触手をつかんですぐに袖の中へと押し戻もどした。が、声は収おさまらない。

「人間、何事も経験が大事だぜ。エルバの奴やつも失敗を乗り越こえて、一回り大きな男に成長するだろうさ。ゲハハハ」

　その声はテッキが契けい約やくしている魔神、ボル・ボルのものである。一つ目のタコの姿をした、「無形の魔神」。普ふ段だんは人目を忍しのんでテッキの袖の中に隠かくれているが、あまり場所をわきまえずに大声を出すこともある。

「あのですね、今回の仕事はアンテノラの依い頼らいなのですよ。普通の依頼ならいざ知らず、この件で失敗したらマーレボルジュにえらい目に遭あわされるかもしれないんですよ。失敗など許されるものですか」

「だったら、最初っからテッキがこっちに来るべきだったな。雑用の方は置いといて」

「ム……」

　正しい指し摘てきをされ、反論に詰つまる。

「とにかく、黙だまりなさい。こんな場所であなたと話してたら、ワタクシが腹ふく話わ術じゆつで自分と会話する可哀かわい想そうな人だと思われるでしょう……」

　会話に気を取られていたため、テッキは正面から歩いてきた人物に気づかなかった。

　衝しよう撃げきを感じた次の瞬しゆん間かん、テッキの眼前に無数のシーツ類が飛とび散ちっていた。カゴから飛び出したそれらは、ボトボトと落ちて周囲の床ゆかにとっちらかる。

「ああ！　申し訳ありません、大だい丈じよう夫ぶですか」

　謝りつつ、テッキはすぐさま飛び散ったシーツを拾い集め始めた。

　ぶつかった相手は、ホテル出入りの洗せん濯たく業者だった。洗濯物を預かって店に戻ろうとしたところに、テッキが体当たりをかけてしまったのだった。

「こちらこそ申し訳ありません。前を見ていなかったものですから……」

　しかし洗濯屋はなんら怒おこることなく、むしろ自分が悪いという調子で謝ってくる。

　テッキは落ちたシーツ全すべてを回収して男の持つカゴに収め直し、そして改あらためて頭を下げた。

「本当に申し訳ありません。カゴの中身までひっくり返してしまって……」

「いえいえ、まったく問題ありませんよ……」

　男はあくまで低てい姿し勢せいを貫つらぬいていたが、不意に顔をこわばらせた。

　男の目はある一点に注がれていた──テッキの右手に。

「あ」

　気づいて、テッキは右手を背中に回した。

「……まさか、見えました？」

　恐る恐る、テッキは尋たずねた。

　男の返答は意外なものだった。

「失礼ですが、アルテキア・バベルハイズさんですか？」

「は？　え……ええ、たしかにそうですが」

　突とつ然ぜん自分の名を呼ばれ、当とう惑わくするテッキ。一方男は、返事を聞いて納なつ得とくの色を見せた。

「そうでしたか……。なるほど、彼の言葉は冗じよう談だんでもなんでもなかったのか」

　呟つぶやいてから、ハッと気づいて頭こうべを垂たれる。

「失礼しました。私はギストと申しまして、洗濯屋を営いとなんでいる者ですが……」

　声を潜ひそめて、先を続ける。

「エルバさんと少しつきあいがありまして」

「！」

　驚おどろいて、テッキはギストの顔を見つめ直す。

「あなたのことも聞き及およんでおります。右手に『アレ』をはめてらっしゃるとか」

「……ええ」

　テッキは右手を差し出し、袖をちらりとめくった。その下から現れたのは──

　万力だった。

　巨きよ大だいなる鋼こう鉄てつの万力が、右手のあるべき場所に生えていた。かつてテッキは事故で右手首から先を失い、今はこうして改かい造ぞうした万力を義ぎ手しゆ代がわりに装そう着ちやくしている。

　もちろん、ギストは目を丸くした。予よ備び知ち識しきがあるとはいえ、現物を目まの当たりにして、驚かない人間はそういない。

「いや、こいつは立派な代しろ物ものですね……」

　少しの間見とれていたが、やがて表情を改めると、ギストはさらに声を潜めた。

「あの人達は今、街外れの廃はい屋おくに隠れ住んでいます」

「廃屋……なんでまた？……ビジランテににらまれたからですか」

　推測を口にすると、ギストは黙って頷うなずいた。テッキはため息をつくしかなかった。

「一体何をやっているのやら。……ところで、あなたはエルバとどういう関係なのですか」

「私は、エルバさん達に命を救われましてね。それで、恩おん返がえしとして協力させて頂いているんですよ。ビジランテの支配をよしとしている人間は、そう多くはありませんよ」

「そうですか──」

　この人物は信用しても良さそうだ、とテッキは判断した。

「彼と合流したいのですけど、地図などあります？」

「ならば、私が案内しましょう。ついてきて下さいよ」

　ギストはホテルの外に向かって歩き始めた。テッキは黙って頷き、その背中について行く。







　フォッグビルビジランテ本部の建物は、周囲に比ひして抜ばつ群ぐんに高い。

　七階建ての石せき造ぞう建けん築ちくのてっぺんには、鐘しよう楼ろうが備そなえられている。鐘かねは既すでに下ろされているため、鐘の音が鳴り響ひびくことはない。本来の機き能のうは失うしなっているが、街のシンボルとしての面めん目ぼくは失っていない。二階にはバルコニーが設せつ置ちされ、それはそのまま一階玄げん関かん前を覆おおう庇ひさしとなっている。

　その日、本ほん拠きよ地ちの会議室に数名の構成員が呼び出されていた。

「……つまるところ、マテオの行方ゆくえはいまだにつかめない、と？　ビリー君」

　コーマック・アードレーは会議室の一番奥の席に座り、構成員からの報告を受けていた。

「申し訳ありません！　必ずマテオの野や郎ろうは見つけ出しますから、もう少し時間を下さい！」

　コーマックの前に立つ男、ビリーと呼ばれた構成員は、頭を下げて必死に懇こん願がんした。

「もう少し？」

　コーマックは手の中でパズルをもてあそんでいた。細かい木もく片へんを組み合わせ、一個の木像を組み上げるという代物である。

　ビリーの言葉にコーマックは手を止め、冷たい視線を投げかけた。

「君のその言葉、聞くのは何度目になるのかなあ」

「…………」

　反論できず、ビリーはひたすらかしこまるしかなかった。

「君達にはたくさん人員もつけているはずなんだけど、期待はずれだなあ。見せしめに、君を象工場にでも送った方がいいのかな？」

　象工場という単語が出た途と端たん、ビリーの顔が青ざめた。

「すいません、それだけは……！」

「嫌いやがることはないじゃないか」

　コーマックはパズルをテーブルの上に置いた。パズルは完成し、一匹ぴきの象の姿を形作る。無む機き質しつな木もく片へんを組み合わせただけの割わりには、象の姿の再現の程度は高い。

「工場に行けば、色々な仕事がある。材木を細切れにしてパズルのパーツを切り出すとか、パーツごとに塗と料りようを塗ぬるとか、パーツがちゃんと組み上がるかどうか試ためすとか。人手はいくらあっても足りないんだ……是ぜ非ひとも、この象パズルをフォッグビルの名めい産さん品ひんとして売り出したいんでね」

　薄うすら笑いを浮うかべながら、コーマックは言った。

　ビリーは震ふるえ上がった。「象工場」の悪名を、フォッグビルで知らぬ者はない。一日十八時間、フルで働かなければクリアできないノルマを課かせられ、ひたすら単たん純じゆん作さ業ぎようを繰くり返す、という拷ごう問もんのような労働が待っている、地じ獄ごくのような作業場だ。ノルマを達成できなかった者はもとより少ない賃ちん金ぎんを引かれ、悪くすると懲ちよう罰ばつが待っているとか。つい最近も、エルバ捜そう索さく中に円盤レンズを取られた男が工場に送り込まれたばかりである。

「ま、……冗じよう談だんだよ、冗談」

　コーマックは表情を和やわらげた。

「もちろん、君達が無む為いに時を過ごしているとは思っちゃいない。向こうの方が一枚上手なんだろうねえ。どうやら、単なる泥どろ棒ぼうってわけじゃあなさそうだ」

「それはそうでしょ」

　と受け答えたのは、カウンターに腰こし掛かけているバーミッサである。

「ただの泥棒が、『写本』だけをピンポイントで盗ぬすんでいくわけないじゃない」

「それもそうだ」コーマックは頷いた。「郵ゆう便びん物ぶつもちゃんとチェックしているだろうね？　マテオ捜さがしに気を取られて、写本だけ城じよう壁へきの外に出てましたなんてことになったら目も当てられない」

「それは大だい丈じよう夫ぶです。郵便以外にも、外に出て行く者に対する手荷物検査も行っていますし」

「ならいいんだけど。……写本は僕らの物、他人には絶対に渡わたしてはならない物なんだ。何が何でも回収しなければならない。本当に頼たのむよ、君」

　ビリーは無言で頷くよりなかった。

「敵はプロ、かなりの手て練だれだ。心してかかってほしいね。あまりに結果が出ないようであれば、君には本当に象工場に行ってもらうからね」

　最後に警けい告こくを口にすると、ビリーはわずかに身を震わせた。

　それを無視して、コーマックは列の一番左手に立つ男に目を向ける。

「それからダンドス、君の方の首しゆ尾びはどうだい？　あのエルバ・ナイトロンドとかいう奴やつ、まだ尻尾しつぽをつかめてないのかな」

　問われて、ダンドスは奥歯を嚙かみしめた。

「まだでさあ。見つけ次し第だい、この手で八やつ裂ざきにしてやりてえとは思ってるんですが……」

「八つ裂き？　ンフフ」

　コーマックはダンドスをバカにするように笑った。

「無む駄だだよ。君ではあの男には勝てない。君の役目は、エルバが潜せん伏ぷくしている場所を突つき止めることであって、彼を始末することじゃない。彼を始末するのは、僕達にしかできない役目なんだからね」

　背後を振ふり向いて、バーミッサに同意を求める。バーミッサは頷うなずき、

「そうね。間ま違ちがってもあなた達が手を出してはいけないわ。手を出したら、どんな目に遭あっても知らないわよ」

　ダンドスは何も反論しなかった。しかしその顔に浮かんだ渋じゆう面めんを見れば、彼が何を考えているかは明白だった。

「君のために言ってあげてるんだけどねえ──」

　さらに何か言おうとコーマックが席から立ち上がったその時、会議室の扉とびらが勢いきおいよく開き、ビジランテのメンバーが入ってきた。

「ビリーさん！　マテオの奴が見つかったらしいです！」

「本当か！」ビリーは大声を上げた。「捕つかまえたのか!?」

「いえ、それはまだなんですが──」

　その答えに、ビリーの笑え顔がおは途端に曇くもる。

「なんでだ！　見つけ次第さっさと捕まえろって言ってあるだろうが！　逃にげられたらてめえ、象工場送りにされるだろうが……！」

「いえ、それが……！」

　部下はビリーの剣けん幕まくに気け圧おされつつ、それでも報告を続けた。

「マテオの奴が、例のエルバ・ナイトロンドとかいう奴と合流したらしいんですよ。それでアードレーさん達に報告を……！」

「朗ろう報ほうじゃない」

　バーミッサがカウンターから滑すべり降りた。コーマックと手をつなぎ、笑顔を見せる。

「写本を回収し、魔ま神じんを倒たおす。一いつ石せき二に鳥ちようってやつかしら」

「運が向いてきた」コーマックも満足そうに口元をつり上げた。「君、さっさと案内してくれ。今すぐだ！」
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　その日の晩、件くだんの食堂に、ターゲットらしき客人は現れた。

　男性にしてはやや髪かみが長めで、かつ厚いレンズの眼鏡めがねをかけている。眼鏡は単にファッションというだけで、オーラン先住民ではなさそうだ。その人物はカウンター席の一番端はし、目立たない席に座ると、肉料理を注文した。

「……どう思う」

　と呟つぶやいたのは、反対側の隅すみの席に座り、同じく肉料理を食べているエルバである。

　ビジランテ対策のため、エルバは変へん装そうをしていた。顔の下半分を覆おおう付け髭ひげを装そう着ちやくした結果、実じつ年ねん齢れいよりもかなり上の青年に見える。もっとも、エルバ当人を知っている者からしてみれば仮か装そう程度のものでしかなかったが、初めて訪おとずれるこの街の中では十分に用を為なしていた。

「かなりいい線だと思いますよお。あの髪がカツラだとすれば」

　答えたのは、同じく変装しているサクラである。こちらは髪で角を隠かくし、眼鏡は外し、オーラン先住民の民族服を一いつ般ぱん的な平服に着き替がえるという徹てつ底ていぶりで、エルバの目にはまるで別人にしか見えなかった。

「接せつ触しよくしてみるといい。僕も、彼がマテオだと思うね」

　最後に言ったのは、ルナである。彼だけは普ふ段だんの姿のまま、なんら変装はしていない。

「そう祈いのりたいな。いい加か減げんここで晩飯を食うのも飽あきたし」

　そう言ってエルバは立ち上がった。

　張り込みは既すでに三日目。こいつが是ぜ非ひマテオであってほしいもんだ、と祈りながら、料理の載のったトレイを持って男の隣となりに座る。

　エルバの接近に、男はわずかに身を揺ゆすったが、これといった反応は示しめさない。

「すいません。お一人ですか？」

　慎しん重ちようにエルバは言葉をかけた。

　不意のことに、男は戸と惑まどいを見せた。

「ええ、まあ……」

「この店の料理、注文してから来るまでが早いのがいいですよね。今日は五分とかかりませんでしたよ」

　その言葉に、わずかに男の目が輝かがやく。

「……そうですね。私も何度かこの店に来ているんですけど、長く待たされても十分というところでしょうか」

　脈みやくありだ、とエルバは内心でガッツポーズを取った。が、態たい度どには出さず、男の次の言葉を待つ。

「ここ二週間ほど、フォッグビルに滞たい在ざいしているんですけどね。あなたはどれほど……？」

「四日ってとこですかね」

　エルバの答えに、男は一見興味を失ったかのごとく視線を外し、うつむいた。そして、

「……ブルティエールから来たのか」

　突とつ然ぜん口調を重くした。

「そうだ」

　エルバも口調を変え、男と視線を合わせないままに答える。

　協力者を判別するための、ちょっとした合い言葉だった。会話中に数字を織り込み、それを聞いた相手は二倍の数字を言い返す。アンテノラから教えられた暗号のようなものである。

　エルバが持ちかけた合い言葉に、男は手順を踏ふんで返してきた。つまりこの男こそ、捜さがしていたマテオというわけだ。

「あんたを連れて帰れという依い頼らいを受けてきた。だが……ビジランテに顔が割れているみたいだな。それで足止めを食くらってるのか」

「そうだ」

　エルバの問いに、マテオは低い声で答える。

「どうにかビジランテの目から隠れてはいる。だが奴やつら、門も空もがっちり固めてやがる。脱だつ走そう経路を見つけられないうちに、こんなに時間が経たっちまった」

「一体何をやったんだ？　顔が割れるなんて、密みつ偵てい失格だぜ」

「おまえみたいな若わか造ぞうに言われたかねえ」マテオの声が怒いかりに揺れる。「俺はな、アードレー写本を盗ぬすみ出したんだ」

「……アードレー写本？」

　聞き返すエルバに、マテオはフンと鼻を鳴らす。

「そこまでは聞いてねえのか。俺はな、アードレー姉弟きようだいの力の正体を探さぐるためにフォッグビルに来たのよ。知ってるか？　ビジランテのボスの姉弟が、結晶クリスタル連鎖法チエインとかいうよくわからねえ力で組そ織しきをまとめ上げてるってのは」

「すごくよく知っている」エルバは即そく答とうした。「この間、目の前で見せつけられて、危あやうく死ぬところだった。ありゃなんなんだ？」

「俺が知るかよ。俺にわかるのは、あの娘むすめッ子が力を発はつ揮きすると、誰だれも悪あく魔まを喚よべなくなるってことだけだ。一度発動すると、半径百メートル以内の悪魔はみんな崩くずされちまう」

「半径百メートルだあ？　随ずい分ぶん広いな」

　半径百メートル以内の悪魔召しよう喚かんを全すべて無む効こうにした上で、唯ゆい一いつ虚きよ体たいを保たもっていられるファイブレッグスで殲せん滅めつする。なるほど、つけいる隙すきの無い盤ばん石じやくの戦法だ。少なくとも、今のエルバには勝てる気がしなかった。魔神すら解体されてしまうとなると、どうしようもない。

　唯一の勝機として考え得うるのは、ファイブレッグスに紋様アンチクリプト破壊ストライクを叩たたき込むことくらいだ。

　しかし、紋様破壊を放つための武器、塵ストラ器イカーもまた塵ちりから構成される。バーミッサの結晶連鎖法にひっかかり破は壊かいされてしまう可能性は非常に高い。結けつ晶しよう化かの中で、塵器がどれだけ耐たえられるのか、楽観はできない。一ひと太刀たちで勝負を決めるなどということができるだろうか？

　結局のところ、あの姉弟と真っ正面からぶつかることを避さけるしかないのか。いくら考えても、エルバは姉弟を打ち破る方法を思いつくことができなかった。

「あの姉弟には誰も逆らえない。結晶連鎖法がある以上はな。あいつらが独自開発した技術らしいから、具体的に何がどうなっているのか誰もわからん。解かい析せきするためには、開発手段を理解する必要がある。そこで、俺が潜せん入にゆう捜そう査さにやって来たってわけだ」

「で、捜査中に写本の存在を知った、と」

「ああ。だが、写本を盗み出したはいいんだが、顔が割れちまった。おかげでフォッグビルから出られなくなったのよ。そこで、あんたに写本を外に持ち出してほしいんだがね」

「非常に残念なことに」エルバは低い声で言った。「俺達も顔が割れちまってんだ」

　マテオはエルバをギロリとにらんだ。

「密偵の役をなしてないのは、あんたらも同じじゃねえか。……ま、同条件なら、頭数の多い方に渡わたしておいた方がいいだろう。誰かが写本を持ち出せば、それでいい」

　懐ふところから番号の書かれた板の札ふだを取りだし、エルバに手渡す。

「街の南の方にある、レノア書店って所に行け。そこの店番にこの札を見せれば、写本を渡してくれるはずだ。それをアンテノラに届けてくれ」

「……わかった」

　エルバは頷うなずいて、札を受け取った。

「写本の中身は一体どんな代しろ物ものなんだ？」

「わけのわからねえ計算式で埋うめ尽つくされている。ありゃ悪魔数学の先生でもねえ限り解かい読どく不可能だ。読んだだけであの術を破る方法が見つかるだなんてことは期待しない方がいいぜ」

「……そうか。あんた、これからどうする？」

「どうにかするさ。ビジランテの警けい戒かい網もうは厳きびしいが、待ってりゃいずれほころびは出る。あんたの気にすることじゃねえ……」

「……エルバ！」

　不意に、ルナが席を蹴けった。

　エルバとマテオは同時に振ふり向く。

　ルナは軽く右手を上げた──指先から結晶化が始まっている手を。

「来てるよ！」

　エルバは血けつ相そうを変えて立ち上がった。

「……どういうことだ!?」

　やや面食らったような調子でマテオが尋たずねる。

「結晶連鎖法が発動している！」

　エルバはそう答えて、ルナに問い返す。

「どっちだ!?　バーミッサはどっちから来てる!?」

　ルナは右手をかざし、風向きを見るかのごとく右へ左へとさまよわせた。結晶化の程度から、バーミッサのいるであろう方向を割り出そうというのだ。

「多分、あっち方向だ」

　店の出口方向をルナは示す。

「すいません、この店裏口はありますか！」

　すぐさまサクラが店員に尋ねた。

　その勢いに気け圧おされつつ、店員は「え、ええ……こちらに……」と厨ちゆう房ぼう入口の横手にある扉とびらを指す。

「全員動くんじゃねえ！」

　その時、店の入口が勢いよく開いた。ダンドス率ひきいるビジランテメンバーが、次から次へと雪崩なだれ込んでくる。結晶クリスタル連鎖法チエインのことはわかっているようで、それぞれが生身のまま、ナイフやら棍こん棒ぼうやらで武ぶ装そうしている。

　悪魔の力が使えないとなると、単たん純じゆんな兵力差、腕わん力りよく差の問題になる。エルバ達の側は明白に不利だ。

「逃にげるぞ！」

　テーブルを蹴ってひっくり返す、サクラの手を引っ張る、という二つの行こう為いを、エルバは同時に行った。店の人には大だい迷めい惑わくだが、自分達の命には代えられない。

「うおお!?」

　ダンドスはテーブルを真っ正面から抱だきかかえる格好になり、配下の者達を巻き込んでその場に倒たおれてしまった。

　その隙に、エルバ達は裏口から飛び出した。マテオを先頭に、エルバはサクラの手を引いて、ルナがしんがりを務める。狭せまく暗い道を、彼らはただひたすらに走り抜ぬけた。

「ルナ！　道は塞ふさいでおけよ！」

　エルバが首をひねって後方に呼びかけると、

「任まかせて！」

　壁かべの材木やら空の木箱やら、ルナは手当たり次し第だいに引っ張り倒して、自分が通り抜けた直後の道に次から次へと障しよう害がい物ぶつをぶちまけていった。

「……追いかけろ！　あいつらはこの先だ……！」

　後方遠くから、ダンドスの声が聞こえてくる。どうやらやっとテーブルの下した敷じきから逃のがれたらしいが、

「痛いてーッ！　誰だれだ、人の通る道に材木ばらまいた奴やつは!?」

「悪あく魔ま喚よべ！　悪魔喚ばなきゃこんな障害物避さけられねえだろ！」

「喚べるか！　結晶連鎖法発動中だぞ!?」

　ものの見事に障害物に引っかかったようだ。エルバ達がどんどん距きよ離りを離はなすにつれ、騒そう々ぞうしい声は遠ざかっていく。

「ルナの嫌いやがらせはよく効きくな！」

　笑いながらエルバが言うと、ルナは悲しげに首を振った。

「いやはや、悪魔という便べん利りな力に頼たよりすぎると人として生きていく力が衰おとろえる、といういい証しよう拠こだね」

　やがて細い道は突とつ然ぜん開け、大通りにつながった。まだ夜は早いはずだが、人通りはほとんど無い。マテオは慎しん重ちように左右を見み渡わたしてから、静かにするりと滑すべり出た。続けてエルバ、サクラ、ルナも細い路ろ地じから出る。

「やれやれ」とマテオ。「どうにか逃げ切ったみてえだな。……あのタイミングからすると、俺がつけられてたのか？　あんたら、だいぶ前からあの店にいたんだろ」

「まあね」エルバは短く答える。

「俺としたことがしくじったもんだな。……まあいい、ここでお別わかれだ。あとのことはよろしく頼たのむぜ……」

　マテオは軽く手を振ると、エルバに背を向けた。

　エルバ達もその場から立ち去ろうとしたが──

「……イヤハァァーッ!!」

　空から、突然の絶ぜつ叫きよう。

　上から降ってきたのは、サーベルを振ふりかざしたコーマックだった。

　いきなりのことに、対応する間もない。

　コーマックは着地と同時にサーベルを振り下ろし、一刀のもとにマテオを斬きり倒した。

「…………!!」

　当のマテオですら、何が起きたのか理り解かいできなかっただろう。惚ほうけた表情のままに、自分の身体からだから飛び出す噴ふん血けつを目まの当たりにする。少しして膝ひざが折おれ、力無く前のめりに倒れた。

　コーマックはサーベルを一振りして血を払はらうと、くるりと身を翻ひるがえしてエルバに向き直った。

「ンフフ……こんばんは。晩ご飯は食べたかな？」

「てめえ……！　先回りしてやがったのか！」

　エルバが毒づくと、コーマックは我が意を得たりとばかりに笑う。

「そりゃそうだ。僕はね、このフォッグビルという街を愛あいしているんだよ。だから、この街のことはなんだって知っている。細かい路地がどこから延びて、どこにつながっているか、なんてこともね。君ごときを出し抜くなんて、朝あさ飯めし前なのさ」

「この野や郎ろう……！」

　エルバは思わず踏ふみ出した──自分が素す手でであることも忘れて。

　ところが、足が動かなかった。

「!?」

　見下ろすと、自分の足あし下もとでわずかに赤い霧きりが渦うず巻まいていた。氷結の能力逆流スピンオフによって、固定されてしまっている。どう考えてもルナの仕し業わざだ。

　どういうつもりだ、とエルバは振り向こうとした──が、それより早くコーマックが動く。

「今度こそ滅ほろんでもらおうか……！」

　大きく踏み込んで、コーマックはサーベルでエルバの頭部を狙ねらった。

　このまま脳のう天てんを叩たたき割られてたまるか、と身体をねじろうとした、その時。

　エルバは、背中に何かが突つっ込まれる感覚を覚えた。

　次の瞬しゆん間かん、エルバの胸むな板いたから薄うす紅べに色いろのサーベルが突き出した。

「な……!?」

　突然の刺し突とつは、コーマックの心しん臓ぞうを狙っていた。

　反はん射しや的に、コーマックは防ぼう御ぎよに転じた。刃やいばで刃を受け止めて、横に押し流す。

　刃はコーマックを突き刺さすかと思われた──が、脇わき腹ばらをかすめ、上着を切り裂さくのみに留とどまった。

「…………くぅぅッ」

　コーマックは安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

「なるほど……一いち撃げき必殺に懸かけたってわけか。氷結の魔神……！」

　エルバの肩かた越ごしに、コーマックは鋭するどい視線を投げつけた。その先にいるのは、エルバの背に張り付いたルナである。

　ルナはエルバの背中に手を突っ込み、貫かん通つうさせていた。その手が握にぎっているのは塵ストラ器イカーである。エルバの身体を隠かくれ蓑みのとし、不意打ちをねじ込もうとしたのだ。そのために足を固定したのか、とエルバは悟さとる。

　しかし、奇き襲しゆうは失敗に終わった。ルナの顔は失しつ望ぼうに歪ゆがみ、そして──塵器は結けつ晶しよう化かを始めていた。

「まだだッ！」

　エルバはルナの手から塵器をもぎ取り、コーマックに打ちつけた。

　しかし、コーマックは容よう易いに攻こう撃げきを受け止め、切り返した。

　既すでに足の固定は解けている。エルバは半歩下がって受け流し、逆に打ち返す。

　二度三度と打ち合う内に刃と刃が嚙かみ合い、つばぜり合いになった。両者の技ぎ量りように大きな差はない──が、時間経過はコーマックに味方する。やがて塵器はボロボロと刃こぼれし、こぼれた端はしから結晶化していった。

「くそッ！」

　焦あせりが、エルバの剣けんさばきを大振りにする。コーマックは冷れい静せいに観察して、強く打ち返した。

　エルバの手に鈍にぶい衝しよう撃げきが響ひびいた次の瞬間──

　バキリと音がして、塵器が真ん中からへし折れた。

「ははっ……！」

　一笑いして、コーマックは素す早ばやく切っ先を突きこむ。エルバは塵器の柄つかを投げ捨て、大きく退いた。

　はじけ飛んだ刃、投げ捨てた柄──その双そう方ほうが崩くずれて結晶となり、消えていった。絶ぜつ望ぼう感かんに襲おそわれながら、エルバは塵器が消しよう滅めつしていく様を見守る。奇襲が失敗に終わった今、どうやってこの場を切り抜ぬければいいのか──

　しかし、この晩の災さい厄やくは、これで最後ではなかった。

「いいわ……塵器も崩せるのなら、もはや私達に恐おそれるものは何もないわ……！」

　暗くら闇やみの中から、拍はく手しゆとともに近づいてくる人ひと影かげがあった。

「まさか……！」

　姿を現したのは、コーマックと同一の顔を持つ少女、バーミッサである。

「そんな」サクラが声を上げる。「ルナ、バーミッサは反対方向にいるんじゃ……!?」

「引っかかったみたいね」

　闇の中から現れたバーミッサは、笑えみを浮うかべていた。罠わなにはまった獲え物ものを見つけた猟りよう師しのような笑みを。

「きっと、結晶化が弱い方向へ逃にげてきてくれると思っていたわ。基本的に、結晶化の速度は私に近いほど速いけど、ある程度操あやつることもできるのよ。こんな風にね……！」

「ううっ……!?」

　バーミッサが目を輝かがやかせた途と端たん、ルナが悲鳴を上げた。

　自分をかばうように腕うでを上げる──が、その腕がボロボロと崩れ始める。結晶化の速度が上じよう昇しようしているのだ。

「これは……どうしようもない……！」

　ルナは全力で虚きよ体たいの再構成を開始した。崩ほう落らくはどうにか止まったが、そこまでだった。状じよう況きようは一進一退、再構成された部分はすぐに砂のように崩れ落ち、増ふえては減へり……を繰くり返す。これでは、戦うことなどできそうもなかった。

「フフ……」

　そんな中、コーマックはホルダーから円盤レンズを取り出した──笑みを浮かべながら。

「念には念を、だ。慎しん重ちように行こうか……召喚コンタクト！」

　コーマックの小こ柄がらな身体からだが、突とつ然ぜん山のごとき巨きよ体たいにふくれあがる。ドスン、と五本の脚が地面をつかみ、ファイブレッグスがその姿を現した。

「潰つぶれろ！　紙切れになって死ねッ！」

　崩れ続ける虚体を滑すべらせて、ファイブレッグスはエルバ達にのしかかる。

　頭上を黒い影に覆おおわれて、エルバは頭の中が真っ白になった。なんら抵てい抗こうすることもできず、このままただ押し潰されるのか──

　吞のみ込まれる寸前。

　エルバは横からの衝撃を感じた。

「…………!?」

　慮りよ外がいの事じ態たいに、エルバは手もなく吹ふき飛ばされた。見事に地面を二回転し、それでも素早く起きあがる。そして振ふり向くと──

「エルバ君！　逃げて下さい……！」

　ついさっきまで自分がいたはずの場所には、ドリルケラトプスがいた。エルバの代わりに、ファイブレッグスを下から支える格好で耐たえている。

「サクラ!?」

　瞬しゆん時じに悟さとる。エルバ達が潰される寸前、サクラがドリルケラトプスを召しよう喚かんして体当たりをかけ、エルバをはじき出すと同時にファイブレッグスを押さえ込んだのだ。

「なにやってんの、サクラちゃん!?」

　エルバと同時に押し出されたルナが、目を剝むいて叫さけぶ。

「逃げて下さい……！」サクラは繰り返す。

「ここは私に任せて！　テッキと合流して、チャンスを待つんです……！」

　その間にも、ドリルケラトプスの虚体はどんどん崩れてゆく。身体が大きいだけに瞬時で崩されるということはないが、それでも完全崩ほう壊かいは時間の問題だ。

　咄とつ嗟さにルナは赤い霧きりを放ち、ドリルケラトプスを包み込んだ。赤い霧は虚体に溶とけこみ、悪あく魔まの表面にまだら模も様ようを作る。紋様クリプト防御ウオールを組み込んだのだ。しかしこれも一時しのぎ、完全崩壊までの時間を少々長引かせるだけに過ぎない。

「冗じよう談だんじゃねえ……！」

　サクラを犠ぎ牲せいにして一人で逃げられるか、とエルバは叫びかけた。が、

「逃げるよ！」

　ガシ、とルナがエルバの腕を強くつかんだ。

「サクラちゃんの言う通りだ！　ここで全員倒たおれたら、意味がない！」

　サクラを置いてこの場を逃げ延のび、テッキと合流して再起を図はかる。なるほど、それがもっとも賢けん明めいなやり方ではある。

　そして、非常に受け入れがたいやり方でもあった。

「…………」

　迷まよう間にもドリルケラトプスの巨体は崩れていく。

　これ以上迷っていては、逃げられなくなる。サクラの努力も、無む駄だになる。

「…………畜ちく生しよう……！」

　エルバは悪あく態たいをついた。悪態をつくしかなかった。頭をもたげ、サクラに呼びかける。

「サクラ！　必ず連れ戻もどしに来る！　待ってろ……！」

　ギリ、と奥歯を嚙かみしめると、エルバはきびすを返した。ルナとともに、一度も振り返ることをせず、全力で逃にげ去っていく。

「それで……いいんです……エルバ君……」

　その後ろ姿を笑え顔がおで見送るサクラ。

　ドリルケラトプスの虚体に限界が訪おとずれ、その下からサクラの姿が露あらわになる。

　そして、サクラはファイブレッグスに押し潰された。




「ンフフ……なかなか……頑がん張ばったじゃないか……」

　もぞもぞと蠕ぜん動どうしながら、コーマックは言った。

「ここまで粘ねばるとはね。本命を逃がしちゃったじゃないか……むかつくね。殺してやりたいところだけど……」

　地に這はうファイブレッグスは、わき出る泉のごとく虚体を噴ふん出しゆつさせている。その噴ふき出し口から、意識を失っているサクラが浮うき上がってきた。

　コーマックは虚体を解放し、その手の内にサクラを抱だいた。

「もう、追いつきそうにはないね」エルバの逃げた方を見つめながら言う。「だったら、人ひと質じちとして活用することにしようか、この子は」

「それがいいわ……」

　バーミッサはマテオを見下ろした。大きな血だまりの真ん中に這っているその身体は、既すでに呼吸を止めている。

「コーマック、この人を殺すのは、写本の在処ありかを吐はかせてからにすべきだったわね」

「ごめんよ、バーミッサ。ついうっかり、力が入り過ぎちゃったみたいだ。なあに、きっと彼らが写本の在処を知っているだろうさ」

　自分の手の中でぐったりとしているサクラを見つめ、コーマックはわずかに目を細めた。




「クソッ。畜生。なんてこった……！」

　エルバはルナとともに、闇やみの中をひたすら駆かけ続けていた。後こう悔かいの言葉を繰くり返しながら。

「静かにした方がいい。近きん所じよ迷めい惑わくだよ」

　虚きよ体たいを再生しつつ、ルナが指し摘てきする。

「黙だまってられるか」エルバは血けつ相そうを変えて言い返した。「よりによって、サクラを犠牲にして、俺が逃げ延びるだなんて。情なさけないにも程ほどがある」

「気持ちはわかる。あとでテッキちゃんにどんな目に遭あわされるかわからないし……」

「ンなこた問題じゃねえ！」

　怒ど声せいを、エルバは上げた。ルナは思わず黙り込む。

「むしろ、テッキに万力で百発くらい殴なぐってもらいたいくらいだ」

　その程度、今のエルバには軽い罰ばつだとしか思えなかった。サクラを置いて逃げるなど、絶対にやってはならないことだったのだ。

「絶対にサクラは連れ戻す。とにかく今は、テッキと合流するしかねえ……」

　屈くつ辱じよくを、そして逆ぎやく襲しゆうの誓ちかいを胸に置きながら、エルバはひたすら逃げるしかなかった。フォッグビルの闇の中を、どこまでも。







　コーマックとバーミッサが本部玄げん関かん前に戻ってきたのは、晩遅おそくのことだった。

　コーマックの腕うでの中には、一人の少女が抱きかかえられている。一見したところ普ふ通つうの服ふく装そうをした少女ではあるが、ほどけた髪かみの奥からは角がかいま見えていた。オーラン先住民特有の角である。

　サクラ・イシザワは、コーマックの手の内に捕とらえられていた。

「どんな夢を見ているんだろうね」

　サクラの顔を見つめながら、コーマックは呟つぶやく。

　サクラは意識を失っていた。その顔にはわずかに苦く悶もんの色がある。

「雪山で雪崩なだれに遭う夢じゃないかしら」

　バーミッサが答えた。

「さっさとベッドに押し込みましょう」

「そうだね」コーマックは頷うなずく。「大事な人質だ。何かあったら、あとで色々困るだろう」

　本部の正門が勢いきおいよく開く。ボスの姿を見つけて、控ひかえていたビジランテメンバーがわらわらと迎むかえに出てきた。

「コーマックさん！　その娘むすめ、お預かりしましょうか」

「いや、いいよ」部下の申し出に、コーマックは首を横に振ふる。「彼女は僕が連れて行く。君達は、後ろの連中に手を貸してやってくれ」

　コーマックの後方から、男達がぞろぞろと姿を現す。ダンドスを始めとする、エルバ捕ほ獲かくに向かったメンバーだった。逃げるエルバ達の妨ぼう害がい工作を食くらったため、体中に小さな怪け我がを負おっている。

　これだけの被ひ害がいにもかかわらず、結局エルバには逃げられた。ダンドスの苛いら立だちは収まることを知らない。

「あの野や郎ろう……次に会ったら、必ず殺してやる！」

　擦すり傷を負った頰ほおを撫なでながら、ダンドスは吐き捨てた。

「いや……、手を貸してやる必要はなさそうかな。ンフフ」

　コーマックは前言を翻ひるがえした。







　フォッグビルのとある一角に建つみすぼらしい廃はい屋おくに、エルバ達は戻もどってきた。

　ホテルを追い出されたのち、やっとのことで見つけたアジトだった。廃屋は古く、風が吹ふいただけで崩くずれそうな代しろ物ものだったが、今のエルバ達に住む家を選べる権けん利りはない。

「……クソッ」

　エルバは完全に意い気き消しよう沈ちんしていた。エルバがこうして自由の身でいられるのも、サクラが身体からだを張ってコーマックを抑おさえてくれた結果である。

「情けねえったらありゃしねえ……と」

　しかし、そんな状態のエルバでも気づくことはできた──廃屋内に人の気配がある、ということに。

「……誰だれかいるね」

　エルバの背後で、ルナ・ルガが言う。

　中にいる何者かもまた、エルバ達の気配に気づいたようだ。ザッと立ち上がる音、そして「誰ですか!?」という鋭するどい誰すい何かの声が飛んでくる。

　それは、聞いたことのある声だった。

「……テッキか!?」

　エルバが言い返す。

　少しして、廃屋の割れ窓の奥に、真しん紅くの長ちよう髪はつの少女の顔がすっと現れた。

「……あら、エルバでしたか」

　やや拍ひよう子し抜ぬけ気味に、少女──アルテキア・バベルハイズは言った。

「なんでこの場所がわかったんだよ」

　エルバの問いかけを受け、テッキは廃屋から外に出てきた。

「こちらの方に教えて頂いたのです」

　テッキのあとから中年男性がついてきた。洗せん濯たく屋やのギストだった。エルバの姿を認め、ギストは軽く会え釈しやくする。

「あ、こりゃどうも」

　会釈し返しつつ、エルバは納なつ得とくした。ギストにはこの潜せん伏ぷく場所を教えていたのだ。

「ところで……」

　テッキは周囲を見み渡わたした。

「サクラの姿がないようですけど？」

　途と端たん、エルバの表情は一気に曇くもった。

「それなんだが──」

　語るべき重要な事実は二つあった。まずはマテオが殺されたこと、そしてサクラの身み柄がらをビジランテに押さえられたこと。到とう底ていいい知らせであるとは言い難がたい。

　しかし、ここで噓うそをついても仕方がない。エルバは包つつみ隠かくさず話すことにした。その結果テッキが怒いかり狂くるい、万力で殴なぐりかかってきたとしても、それは俺の自じ業ごう自じ得とくだ──と心を決めて。

「二つニュースがある。一つは悪いニュースで、一つはより悪いニュースだ。どっちから聞きたい？」

　テッキは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。




　フォッグビルに到とう着ちやくしてからの一部始終を、エルバはすべてテッキに語った。一部、ギストの助けを受けながら、結晶クリスタル連鎖法チエイン、無む敵てきを誇ほこるコーマックのファイブレッグス、そして「アードレー写本」の存在等など々など、直面している問題について詳しよう述じゆつする。

「…………」

　話を聞き終えたテッキは、長いこと黙だまり込んでいた。見るからに不ふ機き嫌げんそうな表情を顔に貼はり付けたまま。

「責任は全部俺にある」

　沈ちん黙もくに耐たえられなくなったエルバは、自みずから進んで頭を下げた。

「サクラをさらわれちまったのも、俺のせいだ。気の済すむまで殴ってくれても構わん」

　正直な気持ちだった。サクラに気晴らしさせるつもりでいたのに、彼女の身を危険に晒さらすとはなんたる失しつ態たいであることか。

　素す早ばやくテッキは万力を振り上げた。

　思わずエルバは目を閉じる──が、衝しよう撃げきはいつまでたってもやってこない。

　目を開くと、万力はエルバの鼻先でピタリと止まっていた。

「たしかに、殴りたいとは思いますが──」

　険けわしい眼光で、テッキはエルバをにらみつけている。

「あなたを殴ったところで、サクラが帰ってくるわけではありませんからね」

　が、すっと視線を落とすと、テッキは万力を引っ込め、袖そでの内に隠かくした。

「サクラが帰ってくるというのであれば、あなたを何百発でも殴っているところですが。ま、建設的なことではありませんね」

「……すまん」

　もう一度、エルバは頭を下げた。

「建設的なことを話しましょう」

　テッキは事務的な口調で言った。

「状じよう況きようはおおむね理解しました。今からワタクシ達が為なすべきことは二つ──サクラの身柄を取り戻もどすこと、そしてアードレー写本をブルティエールに持ち帰ること。この認にん識しきで問題ありませんね」

「問題ない」

　エルバは答えて、ポケットから木もく片へんを取り出した。

「アードレー写本を回収するのは簡単だ。マテオから、隠し場所を教わっている」

「問題は、サクラをどうやって取り返すか、ですか」

　それこそ、最大にして最さい難なん関かんの問題だった。

　サクラの身柄を押さえているのがアードレー姉弟きようだいである以上、姉弟との対決は避さけられない。しかし過去二度の対決において、エルバとルナは一方的な敗北を強しいられていた。結晶連鎖法の前には手も足も出ず、ただひたすらに逃にげるしかなかった。

　現状では処しよ置ち無し、対決を避けるよう立ち回るしかない──というつもりでいたが、サクラをさらわれた以上、そんなことは言っていられない。

　どうにかして、結晶連鎖法を打ち破る必要がある。

「しかし、半径百メートル以内にいる悪あく魔まを全すべて崩ほう壊かいさせるとは──」

　半信半疑な口調で、テッキは呟つぶやいた。

「本当なんだよね」ルナは強調した。「この僕ですら、どうにか虚きよ体たいを維い持じするのが精せい一いつ杯ぱいだ。塵ストラ器イカーももたないし、戦うこと自体ろくにできないのさ、困ったことに」

「……それが本当だとすると、今までよく生き残れましたね」

「まったくだ」

　テッキの感想に、エルバは同意を示した。

「持じ久きゆう戦せんは自殺行こう為いだ。短期決戦に持ち込む。というか、一いち撃げき必殺で決めるしか、俺達の勝ちはありえない。となると、奇き襲しゆうを仕し掛かける以外にねえ」

「でも、ルナの奇襲は失敗したのですよね」

「ああ。だから、あとはテッキ、おまえに懸かける」

「ワタクシ……ですか。そうでしょうね」

　納なつ得とくの声をテッキは上げた。

　ビジランテはテッキの存在をまだ知らない。これは大いに利用すべきことだ。それに──

「俺の塵器は不意打ちにもってこいだしな！　ゲハハー！」

　ぬるり、とテッキの袖口から触しよく手しゆが一本滑すべり出た。少しして、丸い胴どう体たいと大きな一つ目が姿を現す。

　魔神ボル・ボル。テッキと契けい約やくしている「無形の魔神」である。彼の塵器は弓矢だ──自らの身体からだを弓となし、塵から作り出した矢を放つ。

　塵器を一撃叩たたき込むことさえできれば、紋様アンチクリプト破壊ストライクでファイブレッグスを倒たおせるはずなのだ。

「問題は」エルバはテッキの目をのぞき込んだ。「おまえが、百メートルの距きよ離りから的を一撃で射うち抜ぬけるか、ということだ」

「百メートル。結晶クリスタル連鎖法チエインが届く範はん囲いのギリギリ外、ですか」

　テッキの声にやや不安の色が宿やどった。

「マテオの話では、百メートルらしい。ただ、その情報が正確だとは限らない。鵜う吞のみにするのは危険な気もする」

「ひょっとしたら百メートル以上ということもあり得うる、ということですか」

「弓矢で狙そ撃げきするんだったら、範囲外でねえとまずいぜ」ボルが口を挟はさむ。「弓矢を構えて狙ねらいをつけるにはどうしても時間がかかるからな。その間に塵器を壊こわされたら元も子もねえぜ」

「そもそも、直線で百メートルを取れるほど、開けた空間がこの街にあるのですか？」

　テッキのもっともな質問に、

「知らん」エルバは首を振ふった。「一つ言えるのは、俺達のサーベルじゃ、コーマックには勝てねえってことだ。おまえの弓の腕うでに懸かけるしかない」

「端たん的てきに言うと、サクラちゃんの命は君の両腕にかかっている、ということさ」

　ルナも言葉を重ねる。

「ちょ……ちょっと、待って下さい」

　テッキは無表情を貫つらぬこうとしていたが、言葉にこもる焦あせりを完全には隠しきれなかった。

「なんでそんな、人にプレッシャーをかけるようなことを言うのですか」

「事実だから仕方ねえ。的はでかいぞ？　象だし」

「それはそうですが……どこからどこを狙撃するのか、具体的なことを決めないとなんとも言いようがありませんよ」

「……話がよくつかめないのですが……」

　長いこと黙だまって話を聞いていたギストが口を開いた。

「私、ちょうど今地図を持ってまして。見ます？」

　懐ふところから地図を取り出し、床ゆかに広げる。フォッグビル全図が、そこには描えがかれていた。

「こりゃいい」

　エルバ達は地図の周囲に取りつき、全図をじっくりと眺ながめ回した。

「十分な距離を取って射撃するというのなら、ここが最さい適てきかと思いますよ」

　ギストはフォッグビル東寄りの空白地帯を指さした。

「……公園ですか」

　広大な空き地には、フォッグビルイーストパークという名が記されていた。城じよう塞さい都市内にこれだけの空間が存在するとは、意外ではある。

「気晴らしと憩いこいの場が必要なんですよ。市街地は結構せせこましいですからね」

　ギストの説明に、エルバは頷うなずいた。市街地には曲がりくねった細い道が結構目立つ。軍ぐん事じ拠きよ点てんとして、簡単には攻せめ落とされないように設計されたのだろう。城じよう壁へき内が全てこんな調子だったら、市民は息苦しくて仕方がないはずだ。

「大木がたくさん生えている薄うす暗ぐらい場所ですから、遮しや蔽へい物ぶつには事欠きません。射撃ポイントとしては絶ぜつ好こうかと思いますね」

「絶好……」

　と言われても、テッキの表情は暗いままだった。

「とはいえ、実際に実地を確かく認にんしてみないことには、なんともわかりませんね」

「だったら、実地確認に行くべきだな」エルバは言った。「サクラの命がかかってるんだ。手間を惜おしんでいる暇ひまはねえぜ」

「わかってますとも」

　テッキは大きく頷き返した。







　ベッドの中にいる。

　目を覚ましたサクラは、自分の身体がシーツの中にくるまっていることに気がついた。

「…………？」

　起き抜けでしばらくぼーっとしていたが、頭がはっきりしてくるにつれ、サクラの表情は引き締しまっていった。ここはどこか、と衝しよう動どう的にベッドから飛び出す。

　そこで初めて、サクラは自分が全ぜん裸らであることを自覚した。

「…………!?」

　思わずシーツで自分の身体を隠かくす──誰だれかに見られているわけでもなかったが。

「……な……なんですか……ここは……？」
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　改めて室内を見回す。簡かん素そな寝しん室しつの中に、サクラはいた。窓はなく、外部へ通じるのは部屋の隅すみにある扉とびらのみ。

　ちょうどその時扉が開いて、バーミッサが入ってきた。

「あら。やっとお目覚めみたいね」

　銀ぎん髪ぱつの少女の声に、サクラは本能的に身構えた──が、無意味を悟さとって構えを解く。全裸にされているということはすなわち、所持していた円盤レンズを全すべて取り上げられているということだ。

「悪いけど、どこに円盤を隠しているかわからないから、裸はだかになってもらったわ」

　サクラは角に手をやった。円盤を一枚角に挟み、その上から髪かみで巻いて隠していたのだ──が、いまや髪はほどけ、角が露ろ出しゆつしている。もちろん円盤はなくなっていた。

　キッとサクラはバーミッサをにらみつけた。

「私を、どうするつもりですか」

「大事な人ひと質じちとして、丁てい重ちように身み柄がらを拘こう束そくさせてもらうわ」

　ベッドそばのテーブルに、サクラの眼鏡めがねがあった。バーミッサは、手に持っていた衣い服ふく類るいをその脇わきに置く。

「はい、着き替がえ。着替えたら、下に下おりてきてくださいな──おなか空すいているでしょう？」

　言われて、サクラは初めて自分の空腹を認にん識しきした。かなりの時間眠ねむり続けていたらしい、と悟る。

「大だい丈じよう夫ぶ、毒を盛ったりなんてセコい真似まねはしないわ。……じゃ、待ってるから」

　サクラの反応を待たず、バーミッサはさっさと部屋から出て行ってしまった。

　しばらくの間、サクラは身じろぎすることもできなかった。

　呆ぼう然ぜんとしている内に、だんだん記き憶おくが蘇よみがえってきた。エルバを守ろうとして、自らファイブレッグスの雪崩なだれに飛び込み──押し潰つぶされ、気絶してしまったらしい。

　何故なぜあのような無む謀ぼうな行こう為いができたのか。サクラは疑問に思ったが、それも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに答えは見つかった。

　あの時、思い出したのだ──エイジの命が失われていく瞬間のことを。

　親したしい人の命が目の前で消え去ろうとしているのに、自分は何もすることができない。その無力感、喪そう失しつ感かんを、サクラは嫌いやというほど味わった。だから、エルバが潰されようとした時、その記憶が鮮せん烈れつに脳のう裏りに閃ひらめいた。そして悟さとったのだ──あの思いを二度も味わうことに、自分の心は耐たえられない、と。

　故ゆえに、サクラは飛び込んだ。エイジの時とは違ちがい、自分にできることがあったからだ。

　もっとも、身代わりになったものの、サクラは死なずに済んだ。それどころか今、どこか身体からだが痛むということもない。ああも焦あせったのは少し早とちりだったかも、と自じ省せいする。

　しかし少なくとも、エルバ君を助けることはできた。小さな満足感を覚えつつ、サクラは着替えに手を伸のばした。

　エルバの最後の言葉を覚えている。「必ず連れ戻もどしに来る」という。必ず、エルバは助けに来てくれる。

　信じよう、とサクラは誓ちかった。一いつ緒しよに生きてフォッグビルから逃にげるのだ。

「風邪かぜでも引いたら、逃げられなくなりますもんね……」

　呟つぶやきながら、しかし不安からくる震ふるえを抑おさえることはできなかった。




　階下の食堂では、コーマックとバーミッサが食しよく卓たくについて待っていた。

「やあ、なかなか似合ってるね。その服」

　まんざらでもなさそうにコーマックは言う。

「はあ……どうも……」

　サクラとしては、愛あい想そ笑いを浮うかべるしかなかった。

　バーミッサが用意したのは、象のイラストが全面に描えがかれたシャツだった。玉乗りする象、親子連れの象、墓はか場ばへ向かう象……等など々など、ひたすらに象がひしめいている。常人のファッションセンスであれば着用を遠えん慮りよするところだが、今のサクラに選せん択たく権けんはなかった。まさか裸で出てくるわけにもいかない。

「さ、こちらにどうぞ」

　バーミッサが歩み寄り、サクラの目の前の椅い子すを引く。促うながされるままにサクラは着席した。

　テーブルには見るからに高級そうな食事が並んでいる。

「おなか空いてるんじゃないかな。食べてよ」

　両手にフォークとナイフを持ち、食事を始めているコーマックが言う。しかしサクラとしては、おいそれと手を出せなかった。

「気にすることはない」サクラの気持ちを察さつしてか、コーマックが笑えみを浮かべる。「君は大事な人質だ。写本を回収するためのね」

「写本……」サクラはマテオの話を思い出す。「結晶クリスタル連鎖法チエインの理論を記しるした本ですね」

「そうそう。といっても、僕らの独どく自じ研究をかなり書き込んでいるから、単なる写本という言い方は正確じゃないけどね。オリジナルからかなり分量が増えている。あれを街の外に流出させるわけにはいかないんだ。絶対にね」

「……あなた達の目的はなんなのですか？」

　サクラは切り出した。

「結晶連鎖法なる技わざを極きわめて、何をするつもりなんですか」

「う～ん」

　コーマックは少し考え込んだが、すぐに答えを出した。

「今日は気分がいいから、教えてあげよう。父親に対する復ふく讐しゆうというところかな」

「父親……とは、ベイセル・アードレーのことですか」

　サクラが呟いたその名に、双ふた子ごは同時に眉まゆを吊り上げる。

「なんでその名前を？……って、魔ま神じんがいれば知っているでしょうね」

　バーミッサが素す早ばやく納なつ得とくしてみせた。

「まあ、そうだよ」コーマックが話を続ける。「もともと結晶連鎖法を研究していたのは、ベイセル・アードレーだ。僕達を捨すてた男さ」

「捨てた……？」

「そう。僕達は捨てられた子供なのさ。ま、僕達に原因がないこともないような気がするけど」

　サクラがじっと見つめる中、コーマックはナイフとフォークを駆く使しして皿の上のステーキを切り取り、一切れ吞のみ込こんだ。

「父さんがあまりにも僕達にかまってくれないんで、ちょっとしたいたずらをしたんだよね。父さんの研究ノートをこっそり複ふく写しやして、よその研究者に売りつけようとしたのさ」

「それはさすがにまずいような気がしますが……」

　サクラは正直な感想を述のべた。

「それにしたって、その一事で僕達を捨てるだなんて、どうかしているとは思わない？　怒いかり狂くるった父さんは、僕達が必死に書き写し続けた写本を焼いて、このフォッグビルから出て行ったんだよ。子供のちょっとしたいたずらにこの仕打ちは、人の親として常じよう軌きを逸いつしている」

「でも、私達が作った写本は一冊だけじゃなかった」バーミッサが続ける。「念のため二冊作っていたから、もう一冊は私達の手元に残ったの。だから、私達は父さんの実験室を利用して、結晶連鎖法の研究を進めることにしたのよ──あの人が全ぜん身しん全ぜん霊れいを打ち込んだ研究を私達が先に完成させることによって、あの人を見返してやろう、ってね」

「……そんなことのために、結晶連鎖法を完成させた……というのですか」

　サクラの口調に、二人を責めるような気配はない。むしろ同情に満みちていた。

　そのことは、コーマックの癇かんに障さわった。

「僕達にとっては、大切なことなんだよ」声にわずかな怒ど気きがこもる。「父さんを後こう悔かいさせてやらなきゃならない。僕達を捨てたという行こう為いがいかに罪深いことだったか、思い知ってもらわなくっちゃ。それに、この技術は僕達に大きな力と利益を与あたえてくれた」

「そうね」バーミッサが同意する。「私達は、結晶連鎖法の力でビジランテの王の座を手に入れた。でも、これだけじゃまだまだ不満よ……力の及およぶ範はん囲いを広くしていけば、やがてイヤでも父さんは私達の存在に気づく。その時、父さんがどんな顔をするのか、想像するだけでもたまらないわ」

　目標を語るアードレー姉弟きようだいの姿を見て、サクラの同情心はますますかき立てられた。結局のところ、この二人は父親に振ふり向いてほしいだけなのだ、と思うと。

　しかし、だからといって無関係な者を傷つけることに正当な理由などあり得ない。二人が同情しうる動どう機きを抱かかえているにしても、だ。

「……そうですか」

　とはいえ、そのことを正直に述べても始まらない。サクラは黙だまって、食事を腹はらに詰つめ込こむことにした。腹が減へっては戦いくさはできない。ただ、今できることをやるのみだ。







　写本の回収は、滞とどこおりなく済すんだ。

　マテオが指示した書店に向かい、店の奥に座る男に交こう換かん札ふだを差し出すと、男はエルバ達に一言たりと質問することなく、紙かみ袋ぶくろに包まれた写本を差し出してきた。

　店を離はなれてから、エルバはその内容を確かく認にんした。それは本というよりノートに近く、結構分厚いものの後ろ半分は余よ白はくとなっていた。一方、前半部分には手書きの計算式らしきものがみっちりと書き込んである。

「マテオの言った通りだな。わけがわからん」

　頭を振って、エルバは写本をテッキに手て渡わたした。

「かなり高等な悪魔数学のようですね。どこかに、彼らの署しよ名めいでもあれば確実なんですが……」

　ページを繰たぐるうちに、テッキは目的のものを見み出いだした。所ところ狭せましと計算式が書かれた紙面に不意に余白が発生し、そこに小さくコーマック・アードレー、バーミッサ・アードレーの名が記されている。

「ああ」ここに至って、エルバは納得した。「こりゃ間ま違ちがいねえな」

「あとは、サクラをどうやって取り返すか、ですね……」

　問題解決の難しさを思うと、テッキの吐と息いきは自然と重苦しいものになった。




　日が落ちてから、エルバ達は「候補地」へ向かった。

　フォッグビルの東側に広がる公園は、夜の闇やみに包つつまれて不気味な圧あつ迫ぱく感かんを漂ただよわせていた。

「……真しん剣けんに真っ暗ですね」

　というのが、テッキの第一声だった。

「もし仮に、夜に狙そ撃げきを行うとなると、致ち命めい的てきなくらいに見えないですよ」

「夜だったら、向こうもランタンの一つくらい持ってくるだろ。光こう源げんはある」

「それでも、不確実になりますね。たとえ的まとが象サイズだとしても」

　不安な表情を隠かくさず、テッキは静かな足取りで森に入っていく。

　森。そこは、公園というより森だった。立ち並ぶ古木の密みつ度どはかなり高く、足あし下もとは枯かれ葉はで敷しき詰つめられている。立木がまばらになっている区く域いきもあるが、完全に開けている場所にはなかなかたどり着かない。

「これは……むしろ、こっちが狙撃されるんじゃないかな？」

　ルナの指し摘てきに、エルバは渋じゆう面めんを作った。

「たしかに。こっちが狙ねらわれたら処置無しだな」

　結晶クリスタル連鎖法チエインを発はつ動どうされれば、鎧よろいとなる悪あく魔まの虚きよ体たいも、飛来する矢をからめとる氷結の能力逆流スピンオフも使えない。森の中に弓きゆう兵へいを配置されたら、エルバ達の方がいい的になることだろう。

「俺達は問題なく避よけられるけどな！」

　袖そでの中から不意にボルの声が出る。途と端たん、ボルは無形の能力逆流を発現させた。

「あ……！　いきなり何を……！」

　不意を衝つかれて声を上げたテッキの身体からだのまわりに、虚体がまとわりつく。次の瞬しゆん間かんテッキは形を失い、ぬるりとその場に崩くずれた。謎なぞめいた軟なん体たいとなり、容よう器きから取り出したゼリーのごとく山をなす。

「この体形を矢で射うち抜ぬくのは不可能だろ！　ゲハハハ！」

　笑いながら、ボルは低い体勢で地面を這はいずり回る。その速度は意外と速く、獲え物ものを追いかける猫ねこと併へい走そうできそうなくらいだ。

「ニャアぁぁ──ッ！　ボル、止やめなさいィィ──ッ！」

　テッキは悲鳴を上げた。身体が柔やわらかくなる分、刺し激げきに対する感かん度どがかなり高くなり、ちょっとした痛みでも激げき烈れつになるらしい。

　軟体は立木の幹みきに張り付き、螺ら旋せん状じように登っていく。が、エルバの目の高さあたりでぴたりと静止すると、幹から離れた。空を飛びながら粘ねん体たいは人間の姿を形作り、着地した時には元のテッキの姿に戻もどっていた。

「ワタクシに何も言わず能力逆流を発現させるのは止めろ、といつも言っているでしょう!?」

　万力と左手でテッキはボルをつかみ、全力で引ひき伸のばしにかかった。

「ぎゃあァァーッ!?　暴力反対ィィーッ!!」

「静かにしろよ。誰だれかに聞こえたら面めん倒どうだろうが……」

　文句を言いつつ、エルバとルナは早足でテッキ達のもとに歩み寄った。

　歩みを進めるうち、不意に視界が開けた。

「……池か」

　巨きよ大だいな池が、目の前に広がっていた。対たい岸がんは闇やみ夜よの中にあってかろうじて見える程度、おそらく歩いて突つっ切ろうとしたら途と中ちゆうで溺おぼれるのは確実だろう。

「……そうだ、池だぜ」

　エルバはポンと手を叩たたいた。

「なあ、池の底まで結晶連鎖法が届くと思うか」

　問いかけに、ルナは少しばかり考えた。

「届かない……んじゃないのかなあ。水中に塵ちりは溶とけ込んでいないから、結けつ晶しよう化かも何もないんじゃ？」

「決まりだな」

　エルバは池の中央に目を向けた。

「サクラと写本の交こう換かん取引を持ちかけて、あそこに姉弟きようだいを呼び出すのはどうだ？」

　そこには小さな島が浮うかんでいた。そこへ歩いていく方法は、両岸から延びる二本の木の橋のみ。島の中央には簡かん素そな小屋が建っており、ファイブレッグスを喚よぶだけのスペースはありそうだ。

「俺達と連中とが、両方の橋から歩み寄って、あの島で顔をつきあわせる」

「ははあ」テッキは納なつ得とくの声を上げる。「あの小屋は、岸からの狙撃を邪じや魔まするいい遮しや蔽へい物ぶつになりそうですね。……で、ワタクシはどこから狙撃すればいいのですか」

「奴やつらは、物々交換の瞬間までは取引に応じる素そ振ぶりを見せるだろう。だが、写本を取り返したら、間違いなく奴らは結晶連鎖法とファイブレッグスで俺達を殺そうとするはずだ。その時、島のすぐそばの水面みなもから、塵ストラ器イカーを構かまえた全ぜん裸らのテッキがザババーッっと」

「なんで全裸なんですか！」

　テッキは思わず大声を上げた。

「夜中に全裸の女が池からいきなり現れてみろ。誰だってドギモを抜かれる。コーマックが怯ひるんだ隙すきにおまえがファイブレッグスを射ち抜いて紋様アンチクリプト破壊ストライク、俺が丸まる腰ごしのバーミッサを押さえて結晶連鎖法を止める。完かん璧ぺきな作戦だろう」

「そのために、ワタクシに風邪かぜを引いて死ねとおっしゃるのですか」

「死ぬかよ。第一、どうにかしないと死ぬのはサクラだぜ」

「それは……そうですが……」

　なおも不満げに、テッキは視線をさまよわせてブチブチ言う。

「奴らに勝つには奇き襲しゆうしかねえんだ、俺は賛成だぜ」ボルが大口を開いた。「それとも、テッキに別案があるってんなら別だがよ」

「それは……」

　テッキは口ごもったが、やがて頭を振ふると、

「わかりました。やればいいんでしょう、やれば」

　不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨てた。







「どういうつもりだい、堂々とこんな場所にやってくるだなんて」

　ビジランテ本部の正門前に立つコーマック・アードレーは、銀ぎん髪ぱつをかき上げつつ言った。

　彼の視線の先には、鋭するどい光を目にたたえた、金髪の少年が立っていた。エルバ・ナイトロンドである。

「まず言っておく」エルバは宣言した。「一時間後に俺がある場所に戻らないと、おまえらの大事な写本は灰になる」

「……そうか」

　その言葉で、コーマックはおおよそのところを理解した。

「なるほどね。いいだろう、その勇気に免めんじて、今日は手を出さないであげるよ。取引をしに来た、ということかな」

「そうだ」エルバは頷うなずいた。「正直言って、俺達があの写本を持っていても意味がない。わけのわからない数式ばかりで、内容なんて理解できやしねえ。だが、あんたらにとっちゃ大事な物なんだろ？　そこで、サクラの身み柄がらと交換といきたいんだがよ」

「うんうん、そうか。そう来ると思っていたよ」

　コーマックの余よ裕ゆうは小こ揺ゆるぎもしない。

「あの子を生かしておいて正解だった。……バーミッサ！」

　後背を振り向き、本部の三階あたりに呼びかける。すると本部正面、三階の窓が開き、二人の少女が姿を現す。

「……エルバ君！」

　金髪の少年の姿を見みい出だし、サクラは窓から大きく身を乗り出した。

「興こう奮ふんしないで。落ちられたら困るのよ」

　そばについたバーミッサが、サクラの身体からだを押さえ、窓の内側に引っ込ませる。

　傷つけられたり、体力を消しよう耗もうしたりしている様子はない。エルバは内心で胸をなで下ろした。しかし安あん堵どの気持ちを表には出さず、コーマックをにらみつける。

「運が良かったな。もしサクラの身に何かあったら、素す手ででおまえの首を引きちぎっていたところだ」

「ンフフ」コーマックは笑い返した。「そりゃ怖こわい。ますます正解だった」

「ただ……」

　エルバは改めてサクラを注ちゆう視しした。正確には、サクラが着ている象の模様のシャツを。

「……あの服は何なんだ」

「いずれはフォッグビル名物にしようと思っている衣服さ。かっこいいだろう？」

「…………」

　フォッグビルの土産みやげ産さん業ぎようの発展は難むずかしいような気がする、とエルバは反はん射しや的に思ったが、口には出さなかった。

「まあとにかく、場所はこちらで指定させてもらう。時刻は明日の午後十時、場所はフォッグビルイーストパーク内の池の浮うき島しま、でどうだ」

「浮島……」

　コーマックはあまり考え込むことなく、

「断だん固こ拒きよ否ひする」

　と言い切った。

　エルバは片かた眉まゆを吊つり上げた。

「なんだと？　てめえ、まさかおじけづいたとか言わねえだろうな」

「おじけづいたもなにも……池のそばはダメだよ」

　少し言いよどんでから、コーマックはあっさりと言った。

「水中に隠かくれられたら結晶クリスタル連鎖法チエインが通用しないもの」

「……な……」

　なんだってーッ!?

　エルバは内心で絶ぜつ叫きようした。まさか、あっさり認めるとは予想外に過ぎた。それは、こっちの作戦があっさりと瓦が解かいしたことを意味する。

「んー……ひょっとして、それを見込んで作戦を立ててた？　なかなか勘かんがいいね」

　エルバの表情を、コーマックはのぞき込んだ。

　内心の動どう揺ようが顔に出てませんように、と祈いのりながら、エルバは答えた。

「なんのことだ？　あそこなら他者の介かい入にゆうを受けにくい、と考えていただけだが」

「……じゃあ、そういうことにしておこうか」コーマックは悪戯いたずらっぽく笑う。「なあに、人目を忍しのぶ必要はないよ。いっそ、この場所で交こう換かんを行うというのはどうかな」

「……なんだと？」

　一いつ瞬しゆんコーマックの提案を理解し損そこね、エルバは聞き返した。

「ここで取引しようじゃないか、と言っている」

　コーマックは二度三度と自分の足あし下もとを指さした。

「時間は君の指定通りでいい。だから、場所は僕が決める。これこそ公平な取引ってやつじゃないかな。ンフフ」







「では、つまり──」

　報告を受けた後、テッキは鋭するどく手を伸のばすとエルバの襟えり首くびを思い切り絞しめ上げた。

「ワタクシの予よ行こう演えん習しゆうは全部無む駄だになったということですか！」

「ちょ……仕方ねえだろ！　向こうがあっさり認めちまったんだからよ！　水ん中じゃ結晶連鎖法が効きかねえって！　俺に八つ当たりするのは間ま違ちがいだッ」

　エルバは振ふりほどこうとしたが、テッキの握あく力りよくはなかなか強きよう烈れつで、簡単には外れなかった。

「人目を気にしながら裸はだかになって、何度も池に潜もぐったり飛び出したり、踏ふん張れる場所を探して池の底の泥どろをかき回したり、さんざん努ど力りよくを重かさねたというのに、この仕打ちですか……！」

　テッキは普ふ段だん通りにドレスを着込んでいたが、彼女の赤毛は濡ぬれそぼっている。何度か池に潜ったという証しよう拠こである。

「仕打ちも何も、俺のせいじゃねえ！」

「あなたの交こう渉しよう能のう力りよくの欠けつ如じよでしょう！　こっちから話をまくしたてて相手に反はん論ろんさせる間を与あたえないとか、やり方はいろいろあったでしょうに……！」

「いやだから無駄だって！　奴やつが自分から弱点を認めたんだからよ！」

　エルバの言い訳などには耳も貸さず、テッキは万力で百ひやく叩たたきの刑けいに処する勢いだった。さすがにルナが間に入る。

「その辺にしたらどうだい。エルバの交渉無能力を責め立てる気持ちはわかるけど、現実問題として取引の話は成立しちゃったんだから」

「交渉無能力じゃねえ！　不ふ可か避ひ的てき事じ故こだッ」

　エルバは反論したが、むなしく響ひびくばかりだった。

「まあたしかに……現実的に対処しなければなりませんね。エルバを責めても仕方ない」

「……俺が責められるいわれはないはずだが、現実的に対処しようというのは賛成だ」

　あきらめてテッキの言葉に従したがい、廃はい屋おくの床ゆかに地図を広げる。

　ビジランテ本部は街の中央、もっとも太い通りの突つき当たりにある。しかし通りの長さは八十メートル程度、結晶連鎖法の範はん囲いから逃のがれるにはやや短い。本部の反対側の突き当たりには、いくつかの民家、個人商店の類たぐいが軒のきを連ねているらしい。

「この辺の家を貫かん通つうして射い貫ぬくとか、可能だと思うか？」

　エルバの問いかけに、テッキは首を横に振る。

「無理でしょう。少なくとも三さん軒げんを貫通しないと……。威い力りよくは落ちるでしょうし、それにどうやってターゲットを視し認にんするのですか」

「放物線で狙ねらうってことはできねえのか？　障害物を越こえてブチ込むとか」

「その種の射しや撃げきはやったためしがありません。練習しない限り、見えない標ひよう的てきに当てるのは無理です」

「相手に見えない場所から狙そ撃げきできればいいんだがなあ」

「相手に見えないということは、こっちからも相手が見えないということですからね。一方的に見られるだなんて都つ合ごうのいい場所はありませんよ」

「参った」エルバは頭をかきむしった。「ビジランテ本部そばに池でも掘ほるしかねえのか」

「いや、それは現実的な対処とは言い難がたいね」

　ルナのツッコミに、エルバはにらみ返す。

「わかってる。俺が本気で池を掘りに行くとでも思っているのか」

「う～ん。エルバなら本気でやりかねないと思う」

「アホ抜ぬかせ。そんなトンチキな手段に頼たよりたくなるほど切せつ羽ぱ詰つまってる、ってことを表現したいわけよ。わかる？」

「いや、言われなくても状じよう況きようはわかってるけど」

「うるせえなあ。だったらおまえがなんかアイデアを出せ」

「ん～……」

　長考の後、ルナは地図の一点を指さした。

「ここが、『都合のいい場所』じゃないかな？」

　あまりに意外な地点の提案に、エルバもテッキもボルも目をぱちくりさせた。

「……おまえ、正気で言ってるのか？」

「正気も正気、むしろここが唯ゆい一いつの狙撃可能ポイントだと思うよ。というのも、──」

　ルナは理由を説明し始めた。

　初めのうちは半はん信しん半はん疑ぎ──というか疑いの眼まな差ざしでエルバはルナを見ていたが、ルナの説明は単純明快だった。

「なるほどな……たしかに、おまえの言う通りだな」

　その説には説得力がある、とエルバは認めざるを得なかった。

「でしょ？　これで、僕達は任務を果たすことができるはずだ」

　エルバの言葉に、ルナは笑えみを浮うかべた。

「少なくとも、これ以上池に潜る練習を繰くり返す必要がない、という一点だけでも、ワタクシはルナに賛成しますよ」

　濡れ髪がみをいじりながら、テッキはルナへの支持を表明した。







　当日、空は晴れ渡わたり、星が満天に広がっていた。

　エルバとルナは、静かな、力強い足取りで大通りのど真ん中を歩んでいた。向こうに見えるのは、尖せん塔とうのごとく高くそびえるフォッグビルビジランテ本部。

　エルバもルナもともに、腰こしにサーベルをぶら下げていた。悪あく魔まの力を見込めない以上、身を守るには物理的な武器に頼たよるより他ほかにない。

　本部玄げん関かんに通じる階段の五メートルほど手前で、エルバ達は立ち止まる。懐かい中ちゆう時ど計けいで時じ刻こくを確かめる──午後十時、時間通りだ。

　まるでエルバ達の到とう着ちやくに合わせたかのように、ビジランテ本部の玄関が開く。最初に姿を現したのは、コーマックだ。

「やあ……時間通りに来てくれて、ありがとう」

　続いて、バーミッサが現れる。

「……写本は持ってきてくれたかしら？」

　二人はバルコニーの真下、庇ひさしの影かげの中に立ち止まった。

　エルバは小こ脇わきに抱かかえていた紙かみ袋ぶくろの中から写本を取りだし、相手に見えるように高く掲かかげた。

「そっちこそ、サクラはいるんだろうな！」

　叫さけび返すと、双ふた子ごの姉弟きようだいは出てきた玄関に顔を向けた。

　奥からサクラが現れた。胴どうと腕うでをロープでグルグル巻きにされている。

　サクラのすぐ後ろには、ダンドスがくっついている。サクラを拘こう束そくするロープを押さえているらしい。

「エルバ君……」

　疲つかれているのか、サクラはエルバの姿にぴくりと反応したきりだった。運を天に任まかせるような、諦てい観かん気ぎ味みの表情を浮かべている。

「コーマック！」エルバは怒ど鳴なった。「サクラを返してもらおうか……！」

「返すさ。返すけど、その前に……」

「その前に、なんだってんだ」

「君の馬ば鹿か正直さを褒ほめ称たたえておこうと思ってね」

　口に指をつっこみ、コーマックは高らかに口笛を鳴らした。

　途と端たん、大通りに面する全すべての建物の二階窓に、人影が現れた。暗くてよく見えないが、全員がビジランテのメンバーであろうことは想そう像ぞうに難かたくない。

「……どういうつもりだ！」

「どういうつもりもなにも」バーミッサは両手を広げた。「念のためよ、念のため」

「君達が人ひと質じちも写本も総取りにかかる、という可能性も考えたのさ。その場合、唯ゆい一いつの勝機は、僕を弓矢で狙撃することだ──と思ってね」

　コーマックの言葉に、エルバとルナはともに動どう揺ようを見せた。

「ほら、考えてたんだろ？　でも、実行はしなかったみたいだね。この通り、室内からここを狙撃できそうな家は、あらかじめビジランテのみんなに調べてもらっておいた。どこも騒さわぎが起こらなかったということは、僕達の杞き憂ゆうだったみたいだけど」

　ぐるり、とエルバは周囲を見み渡わたした。窓の奥に潜ひそむ無数の目が、自分をじっとみつめている──そう思うと、背せ筋すじが震ふるえた。

　しかしエルバは気持ちを押し殺し、あくまで強つよ気きに振ふる舞う。

「写本がここにあるからといって、まだ安心してもらっちゃ困るぜ？」

　ポケットからマッチ箱を取りだし、振ってちゃかちゃかと音を立てる。何かあったら即そく座ざに写本を焼く、という構えである。

「大だい丈じよう夫ぶ」コーマックは言った。「彼らには手出しさせないよ。取引が済んで、君達がこの場を立ち去るまでね。ビジランテの名めい誉よに誓ちかおう」

　口約束がどこまで信用できるのやら、とエルバは考えたが、口には出さず、その場に紙袋を置いた。ルナとともにじりじりと後こう退たいし、距きよ離りを置く。

「さあ、サクラを解放しろ……！」

　呼びかけると、コーマックは背後のダンドスに声をかけた。

「僕が持とう」

　ダンドスは素す直なおにロープをコーマックに譲ゆずる。

「今、そっちへ行くよ。……足あし下もとに気をつけて」

　最後の言葉は、サクラにかけられたものだった。

　促うながされて、サクラはコーマックとともに歩き始めた。

　バルコニーの陰かげから出て、階段を下り、約五メートルの距きよ離りを慎しん重ちように進む。

　紙袋のそばにたどり着くと、コーマックは十分に注意を払はらいながら拾い上げた。すぐに中身を取りだして、内容を確かく認にんする。

「うん、僕達の写本だ」コーマックは満足げに頷うなずいた。「約束通り、彼女は解放しよう」

　ロープを手放す。途端、サクラは弾はじかれたように飛び出し、エルバのもとに向かった。エルバが両手を広げて迎むかえると、サクラはその腕の中に飛び込んでいく。

「すいません……！」一言目は、謝罪だった。「私なんかのせいで迷めい惑わくかけて……！」

「迷惑だなんて、思っちゃいない。謝るのはこっちの方だ」

　ナイフを取り出して、エルバはサクラを拘束するロープを断たち切った。

「ここからが本番だよ。念のため、はめておいて」

　ルナが円盤レンズをサクラに手渡した。即座にサクラは眼鏡めがねを外して円盤を目にはめ、いつでも悪魔を喚よべるようにする。

「取引は終しゆう了りようだ」

　写本を紙袋にしまいつつ、コーマックは言った。

「……もちろん、ただで帰れるなんて思っていないよね？」

　もう一度指笛を鳴らす。応じて、窓から見下ろすビジランテのメンバーが、一いつ斉せいに弓を構えて矢をつがえた。ターゲットはもちろん、エルバ達である。

「てめえ、いきなり約束破りか！」

　エルバは叫んだ──こうなるであろうことを半なかば予期してはいたが。

「約束した通り、彼らに手出しはさせないよ。君達がこの場から逃にげない限り。──召喚コンタクト！」

　コーマックの両目が輝かがやく。周囲の塵ちりが渦うずを巻くと、五本脚あしの象が姿を現した。

「結晶クリスタル連鎖法チエインは、まだ発展途と上じようにある技術なのよ……」

　ファイブレッグスの陰かげから、バーミッサがすっと出てくる。

「あなた達を滅ほろぼすことができれば、結晶連鎖法はまた一段階、高みに達することになるの。私達のために滅んでもらうわ……召喚！」

　召しよう喚かん宣言に、バーミッサの身体からだが虚きよ体たいに包まれることはない──が、ファイブレッグスの全身が結けつ晶しよう化かを始め、表面が流れ始める。

「…………！」

　ルナが言葉にならない声を上げる。虚体が端はしから、削けずられるように結晶化していく。紋様クリプト防御ウオールで結晶化を食い止めてはいるが、急きゆう激げきな下り坂でブレーキをかけているようなものだ。その勢いはわずかに衰おとろえこそするものの、完全に止まることはない。

「今まで、君達には二度も逃げられているからね……」

　ズン、とファイブレッグスが重い一歩を踏ふみ出し、本部前の階段を下り始めた。

「三度も同じことをやられたら、学習能力がないにも程ほどがある。というわけで、君達が逃げるそぶりを見せたら射かけるように言ってある。サボテンみたいになって殺されるのがいやなら、その棒きれで僕に立ち向かってくることだ」

「そっちは悪あく魔ま、こっちは棒きれ一本……」

　エルバは棒きれならぬサーベルを掲かかげた。

「こういうのは『戦い』じゃなくて『一方的な虐ぎやく殺さつ』って言うんじゃねえのか」

「ま、運の悪さを呪のろうこったな。フォッグビルに来ちまった、っていう」

　そう応じたのは、ダンドスだった。背に差していた大きなナイフを二本取り出して両手に持ち、エルバに迫せまり来る。

「てめーは俺に恥はじをかかせた。俺を怒おこらせておいて、この街から生きて出られた奴やつはいねえんだよ！」

　姿勢を沈しずめ、下から抉えぐるような一いち撃げきを放はなった。

　エルバは縦にサーベルを振ふり下ろして迎げい撃げきする。が、ダンドスは回り込んでこれを避よけ、ナイフを横に滑すべらせエルバを切り裂さこうとした。

「……ッ！」

　ぎりぎりで切っ先をかわし、やや無理な体勢からエルバは反撃する。しかし、その時にはダンドスははるか遠くまで引き下がっていた。

「どうだ！」にィ、とダンドスは邪じや悪あくに口元を歪ゆがめる。「俺達の言うことを聞かねえから、こういう目に遭あうんだよ！　この……」

「君こそ、どうして僕の言うことを聞かないかなあ」

　コーマックが言葉を遮さえぎった。おもむろに五本目の脚を持ち上げると、器き用ようにダンドスの身体に巻き付ける。

「……へッ!?」

　抵てい抗こうすることもかなわず、ダンドスはあっさりと持ち上げられた。驚きよう愕がくの表情を浮うかべてファイブレッグスを見返す。

「ちょ……どういうことで……!?」

「言っただろ？　彼らは僕達の獲え物ものだって。他人に入ってこられちゃ、困るんだよ！」

　ファイブレッグスは、ダンドスを勢いよく玄げん関かんの柱はしらに叩たたきつけた。

「がはあッ!?」

　悲鳴を上げるダンドス。

　五本目の脚を離はなしざま、ファイブレッグスは全体重をかけてダンドスに体当たりをかけた。骨がきしみ、砕くだける音が響ひびく。ダンドスは声も出せずに潰つぶされた。

　ファイブレッグスが身を引くと、ダンドスの身体は無ぶ様ざまな格かつ好こうで真下に滑り落ちた。

「ふう。いやあ、人の話を聞かない部下って、困ったもんだよね」

　蚊かを叩き落とした、とでも言いたげな軽い口く調ちようで、コーマックは言った。

「てめえ、自分の部下だろうが……！」

　エルバは叫さけんだが、コーマックの態度に変化はない。

「ご主人様の獲え物ものを横取りするような奴は、部下ではないよ。ただの邪じや魔ま者ものだ……！」

　ファイブレッグスは大きく方向転てん換かんすると、前の脚三本を高く掲げ、エルバ達を踏み潰しにかかった。

「随ずい分ぶん薄はく情じようなご主人様だね！」

　ルナは言い返して右に跳とび、エルバは無む言ごんで左に跳んだ。一いつ拍ぱく遅おくれて、ファイブレッグスは誰だれもいない地面を踏みつける。

「のりゃッ！」

　ファイブレッグスの横手に回り、エルバはサーベルを胴どう体たいに突つき込んだ。ズ、とサーベルは何の抵抗もなく滑り込む。

「図ずう体たいがでけえだけあって、細かい動きには反応できねえみてえだな！」

　勝ち誇ほこるように言ったエルバだったが、その表情はすぐに曇くもる。手て応ごたえが全くなかったからだ。それどころか、表面の雪崩なだれに巻き込まれてサーベルが流れ始めた。

「細かい動き……？　このファイブレッグスに、そんなものは必要ないのさ！」

　ずず、と音を立ててファイブレッグスがエルバの側に崩くずれ始める。エルバは逃にげようとする──が、体勢が流されていたせいで足が滑り、転てん倒とうする。

「敵を雪崩で押し潰すだけなんだからね──！」

　一挙にコーマックはエルバに覆おおい被かぶさろうとした。立ち直る間を与あたえられず、エルバの身体からだはそのまま雪崩の下した敷じきになるかと思われた──が。

　一いつ瞬しゆん早くルナが滑り込み、ファイブレッグスを下から支えた。

「ぐううッ……！」

　苦く悶もんのうなり声を、ルナは上げた。結けつ晶しよう化かは止やむことを知らず、サーベルを握にぎる腕うでも、地面を嚙かむ足も、胴も顔も、等ひとしく崩くずされては結晶となっていく。やがてルナの身体は震ふるえだし、押し潰されるのも時間の問題と見えた。

「フフフ……苦しそうじゃないか？」

　二度三度とコーマックは身体を揺ゆらし、さらなるプレッシャーをかけてくる。

「てめえ、離れろ！」

　体勢を立て直したエルバが回り込んで、二度三度とサーベルで切りつける。が、流動的なファイブレッグスの体表は、斬ざん撃げきをただ受け流していく。

「無む駄だだよ……！」

　流れる虚きよ体たいの奥で、二つの赤い瞳ひとみが不気味に輝かがやいた。

「結晶クリスタル連鎖法チエインの副産物とでも言えばいいのかな。虚体が流れている時は、逆流バツクワードによるダメージが鈍にぶくなるんだよね……！　だから、切りつけるだけ無駄さ！」

　コーマックの言葉に、エルバの手が止まった。

「まあ待ってなって。魔神を滅ほろぼしたら、次に君を踏ふみ潰してあげるからさ……！」

　勝利を確信した者特有の余よ裕ゆうで、コーマックは言い切った。

「……無駄だと？」

　その言葉を受けて、エルバは突とつ然ぜん戦せん闘とう態勢を解といた。

「──なら、やめとくか」

　ルナを尻しり目めに、二、三歩後退する。

　突然の戦闘放ほう棄きに、当然コーマックは不ふ審しんを抱いだいた。

「……なんだって？　どういうつもり──」

　言いかけて、コーマックは声を止める。もう一つ、気づいたのだ──結晶化で苦しんでいるはずのルナが、笑え顔がおを見せていることに。

「な……何がおかしい！」

「いやね……」

　問いかけに、ルナはコーマックを見上げた。

「君が勝った気でいるのが、おかしくってね。今、力比くらべで組み合っている体勢って、格かつ好こうの射しや撃げきの的だとは思わない？」

「な──」

　惚ほうけたような声を出すが、すぐにコーマックは強気に叫ぶ。

「馬ば鹿かなことを！　この通り、あらゆる場所にビジランテのメンバーを置いている。まともに弓を構えられる場所なんてあるものか！」

「それが、あるんだよね」

　ルナの言葉に、コーマックは絶ぜつ句くした。

　次の瞬間──

　緑色の光が、一直線に天と地を結ぶ。

　突とつ如じよとして飛来した一いつ矢しが、ファイブレッグスの背中を垂すい直ちよくに射い貫ぬいていた。




「かあ……っ!?」

　コーマックが漏もらした声は、痛みによるものではない。どこから飛んできた？　という疑問のうめきだった。

　背に刺ささった矢の向きを見て、矢が放たれた場所を瞬しゆん時じに悟さとる。

　信じられない、という色を目にたたえ、ファイブレッグスは空を見上げた。

　ビジランテ本部、高くそびえる尖せん塔とうの鐘しよう楼ろう。

　星空を背にして立つ少女──テッキが、弓を構えたままに地上を睥へい睨げいしていた。

　バルコニー下から飛び出して、バーミッサも頭上を振り仰あおぐ。

「バカな！　いつの間にあんな場所に……!?」

「実は」エルバは説明した。「今まで一言も言ってなかったが、俺達、もう一組の魔ま神じん契けい約やく者しやと手を組んでるんだよ」

　テッキは無形の能力逆流スピンオフを発動して粘ねん体たい化かし、誰だれにも気づかれることなくビジランテ本部の外がい壁へきを這はい登ったのである。そのようなこと、もちろんコーマック達に予期できるはずがない。

「ちなみに、今刺さっている矢は、あいつの塵ストラ器イカーだぜ」

「な……！」

　動どう揺ようの声を、コーマックは漏らす。矢は、噴ふき出しては流れていく結晶を全く無視し、川底深く突つき刺された杭くいのごとく屹きつ立りつしていた。びくともしない。端はしから結晶化してはいるが、それよりも速く、矢は濃こい緑色の光に染まっていく。塵器がファイブレッグスの紋様クリプトを解かい析せきしている証あかしである。

「何故なぜだ!?」コーマックは叫さけんだ。「魔神が何人束たばになろうが、結晶連鎖法からは逃のがれられないはず！　こんなちっぽけな矢、狙ねらいを定めている間に結晶化するんじゃ……!?」

「はっきり言って、僕達も『正々堂々勝負』なんて言っていられないんでね」

　ルナの崩ほう壊かいはまだ続いている──が、笑みは消えない。

「結晶連鎖法は百メートル四方をカバーできるらしいけど、それはあくまで平面上の話。高さについてはあまり大したことないらしいね？」

　図ず星ぼしを指さされた、という風にファイブレッグスは目を見開いた。

「……まさかおまえら、写本の中身を解析したのか……!?」

「いいや。でも、君達に最初に襲おそわれた時、上空をボーマッドが飛んでいたのを思い出してね。それほど高い所じゃなかった──ボーマッドだ、と視し認にんできるくらいだったから。だから、高さが違ちがいすぎると結晶連鎖法は機能しないと思ったのさ」

　するり、とルナはファイブレッグスの下から滑すべり出る。支えを失った悪魔は、大きな音を立てて地面に崩くずれ落ちた。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ……!!」

　鐘楼からお定さだまりの文句を唱となえるテッキ。ルナが説明する間に矢は解析を終えていた。紋様アンチクリプト破壊ストライクの前ぜん兆ちようである風が、渦うずを巻き始めていた。小型の竜たつ巻まきは矢を中心に、周囲の塵を巻いて吸い込む。

「つまるところ……」

　サクラをそばに引き寄せ、エルバはコーマックに言葉を叩たたきつけた。

「足あし下もとばっかり気にして空を見上げることを忘れた、おまえのミスってこった」

「僕のミス……!?　バカなことを言うなッ!!」

　コーマックはもう一度身体からだを持ち上げ、エルバとルナをまとめて押し潰つぶそうとしたが──

「紋様破壊!!」

　テッキの絶ぜつ叫きようの方が早かった。

　風が逆巻き、緑色の嵐あらしが吹ふき荒あれる。

　その爆ばく発はつの中で、ファイブレッグスの巨きよ体たいは一瞬にしてはじけた。コーマックは生身の姿を晒さらし、嵐に翻ほん弄ろうされながら吹き飛ばされる。

　嵐が収まるのを待たず、エルバは地を蹴けった。

「……ヒッ!?」

　気づいて、バーミッサは本部内に逃にげ込もうとしたが、遅おそかった。エルバはバーミッサを捕つかまえ、腕うでを背に回してねじり上げる。

　ファイブレッグスがいなくなってしまえば、もはやバーミッサは単なる無力な少女だ。エルバは素す早ばやく少女の目に指を突っ込み、円盤レンズを抉えぐり出した。

「ああッ!?」

　バーミッサは悲鳴を上げ、目を押さえる。紳しん士し的な行動じゃねえな、とエルバは自覚していたが、そんなことを言っている場合ではない。少なくともバーミッサの眼がん球きゆうに傷を付けてはいないはずだ。浮ういた円盤を空中で受け止め、素早く自分の円盤ホルダーに放ほうり込む。

　結けつ晶しよう化か現象はあっさりと収まった。ルナの虚きよ体たいはあっという間に復元され、元の姿に戻もどる。

「やれやれ」ルナは自分の顔を撫なでた。「生きながら虫に食われているみたいだった。どうにも参ったね」

　一連の光景をぼーっと眺ながめていたビジランテのメンバーの一部が、やっとのことで我に返った。弓矢を構え、エルバ達めがけて放つ。初めは散さん発ぱつ気ぎ味みだったが、弦つるの音を聞いて他ほかの面々も思い出したかのように射しや撃げきする。

　しかし、自在に能力逆流を使えるようになった今となっては、少しも怖こわくなかった。

　ルナとエルバは歩調を合わせて腕を振り、赤い霧きりを放つ。赤い霧は、四方から飛来してきた矢を空中に固定した。赤い霧を消しよう滅めつさせると、矢はぽたぽたと力無く地面に落ちる。

　目を疑うような光景に、しかしビジランテのメンバー達は第二に矢しをつがえようとするが──

「射うち方やめーッ！」

　よく通るエルバの絶叫に、誰もが手を止めた。

「西部の荒あらくれ諸君！」エルバは呼びかける。「結晶クリスタル連鎖法チエインは破られた！　結晶連鎖法が無くなった今、おまえらがこの姉弟きようだいに従う理由があるのか!?」

　その言葉はゆっくりと、しかし確実に、ビジランテのメンバー達の心に染しみ渡わたっていった。それが証しよう拠こに、新たな矢を放つ者は誰一人としていない。それどころか各員、持ち場を離はなれると、徐じよ々じよに通りに下りてきた。

「エルバ！」

　テッキが鐘しよう楼ろうを蹴り、まっすぐに地上へ落ちてくる。エルバは真下に赤い霧のクッションを作って受け止めた。テッキの身体は急激に減げん速そくし、ほぼ音もなく地面に到とう達たつする。

「これで、ワタクシ達の勝ちですね……」

　恐きよう怖ふの表情を浮かべるバーミッサを、テッキは万力で優やさしく撫でた。

「わ……私をどうする気なの……!?」

「どうもしません」

　バーミッサの問いかけに、テッキは上じよう機き嫌げんに答える。

「ワタクシどもの目的は、写本を持ち出すことですので」

　前方に目をやる。コーマックのそばに落ちていた写本は、ルナの手によって拾われていた。

「あなた方個人に対して怨えん恨こんはありません。よって、放ほう免めんするだけです」

　ぽん、と軽くテッキはバーミッサを押す。バーミッサはよろけつつ階段を下り、気絶したきりのコーマックのもとで膝ひざをついた。

　はっと気づいて、バーミッサは周囲を見渡す。気がつくと、ビジランテのメンバー達は、姉弟を取り巻きつつあった。ゆっくりとした足取りで囲んでいく。

「あなた方のこれまでの行ぎよう跡せきを、部下の皆みなさんに評価してもらうとよいでしょう。あなた方が慈じ悲ひ深い王だったのであれば、皆あなた方に敬けい意いを払はらって接してくれるはずです。でも、もしそうでない場合は……明日の朝日はまともに拝おがめない、と考えた方がいいでしょうね」

「ちょ……な……待って！　冗じよう談だんでしょ!?」

　焦あせりの色がバーミッサの声にこもる。彼女は、周囲の雰ふん囲い気きに敬意以外の何かを読み取っていた。

「冗談も何も」エルバが言いはなった。「おまえらに怨恨はないが、恩おん義ぎもない。助けてやる義理はないね」

「待ってよ！　人ひと質じちを紳士的に扱あつかってあげたじゃないの!?」

　フー、とエルバは強く息を吐はき出した。

「象は自分の死期を悟さとると、自ら墓場に向かうと言う。そんなに象が好きなら、象に倣ならっていさぎよくしたらどうなんだ？　じゃ、お疲つかれ様」

　それっきりエルバは背を向け、去っていった。テッキ、サクラ、ルナにボルも続く。

「ま……待って……待ってェェ──ッ!!」

　バーミッサは絶ぜつ叫きようしたが、その声も、やがて取り巻きのなす列のうちに消えていった。







「ありがとうございました」

　フォッグビルの駅えき舎しやにて、ギストはエルバ達に頭を下げた。

「これでビジランテの体たい制せいは変わる。どうなるかはわかりませんが、少なくともこれまでより悪くなることはないでしょう」

　満面の笑えみを浮かべ、ギストはひたすらに礼を言う。逆にエルバの方がかしこまりたくなるような丁てい寧ねいさだった。

　コーマックらの失しつ権けんによって、エルバへの指名手配は解かい除じよされた。昨晩の事件で混乱していることもあり、エルバは堂々とフォッグビルの城門から出ることに成功したのだった。あとは汽き車しやに乗って帰るだけである。

「フォッグビルがより良くなるように祈いのってますよお」

　サクラが頭を下げ返す。一番つらい思いをしたサクラであるが、今はそんな陰かげを微み塵じんも見せてはいなかった。

「ところで、あの姉弟がどうなったか、聞いてるかい」

　エルバが問いかけると、ギストはすぐに答えた。

「噂うわさによると、ビジランテの本部前で十字にはりつけて一週間放置の刑けいに処するとか。運が良ければ生き残るんじゃないんですか」

「……まったく、西部というのはどうしてこう下品なんですかね」

　険しい表情で、テッキは言った。しかしすぐに顔をゆるめると、左手を差し出す。

「ともかく、あなたの尽じん力りよく無しには、ワタクシどもは何もできなかったでしょう。博物館を代表して、感謝します」

「いえいえ、私は命を助けられた恩義をお返ししただけでして」

　恐きよう縮しゆくしながらも、ギストはテッキの手を握にぎり返したのだった。







「これは、随ずい分ぶん意外な土産みやげ物だね」

　アンテノラは写本を受け取ると、物もの珍めずらしげにひっくり返したりページを開いたりした。

「申し訳ありません」テッキは頭を下げる。「マテオを連れて帰ることはできませんでした」

　ブルティエールへの到とう着ちやく後、テッキはすぐさま依い頼らい主への報告へ向かった。テッキはマーレボルジュのとある事務所に通され、そこでマーレボルジュの王アンテノラと対面していた。

「いや、謝る必要はない」アンテノラは手を振ふる。「私が君に依頼したのは、マテオの生死確かく認にんだ。彼が死んだというのなら、それはそれで仕方がない。君達はマテオの成果を持ってきてくれた上に、ビジランテに打だ撃げきを与あたえてくれた。むしろ報ほう酬しゆうにボーナスをつけたいくらいだ」

「本当ですか」

　思わず身を乗り出すテッキ。

「もちろん。副賞としてビスク豆一年分を約束していたが、さらにもう一年分つけてあげよう」

「……心こころ遣づかいはありがたいのですが、それは結構です」

「冗談だ。ちゃんと見合った金額を払わせて頂く。最近、ビスク豆相場で一ひと儲もうけしたことだし」

　と言って、アンテノラはテーブルの皿に盛られたビスク豆を一つまみして、口の中に放ほうり込んだ。

「ところで、結局のところベイセル・アードレーは姿を現さなかったのかね」

「ええ……そのようです。あの双ふた子ごは、『親に捨てられた』と言っていたそうです。フォッグビル以外のどこかにいるのでしょう」

「……ふむ。意外と、既すでにブルティエールに来てしまっているのかもしれないな」

　誰だれに聞かせるでもなく、アンテノラは呟つぶやいた。写本を小こ脇わきに抱かかえて、立ち上がる。

「とにかく助かった。いずれ何かしらトラブルがあれば、また君達に依頼させてもらう」

「ありがとうございます」

　テッキも立ち上がり、挨あい拶さつを返す。

　一いち抹まつの不安をテッキは感じた。魔ま神じんの力を大きく削そぎ落とす代しろ物ものを、他者の手に渡わたしていいものだろうか、と。使い方によっては、八眼デイアボリツク争覇パーテイに大きな影えい響きようをもたらしうる。アンテノラが所持していれば、他ほかの八眼争覇参加者のもとに転がり込む、ということはないだろうが……

　写本の存在を知らんぷりして、焼いてしまうという手も無いではなかった。が、それは口にするまでもなく内心で却きやつ下かした──自身の職業倫りん理りに反する、という理由によって。マテオが命を賭かけて持ち出した物なのだ、彼の最後の望のぞみを焼き捨すてるようなことはできなかった。

　それにしても、不安なものは不安だ。この写本が、将来自分達に再び災わざわいを振りまくことがないように──テッキとしては、そう祈るしかなかった。







「色々と反省するところの多い仕事だった」

　エルバは素す直なおに反省の弁を述のべた。

　博物館のラウンジには、博物館職員が全員揃そろっていた。よくもまあ全員生せい還かんできたものだ、とエルバは思わずにはいられなかった。

「特にサクラには迷めい惑わくをかけた。心底申し訳ない」

　頭を下げるエルバだったが、サクラはいつものごとく笑顔で応じる。

「こちらこそ迷惑かけちゃって、申し訳ありません。それより、マテオさんを死なせてしまったのが、本当に残念です」

　マテオの遺い体たいは回収して丁てい重ちように葬ほうむる、とギストは約束してくれた。いずれ彼は永遠の安あん息そくの地に埋うめられることだろう。今となっては、してやれることはそれしかない。

「ギストには色々助けてもらったねえ。いずれお礼の品でも送っておかなくちゃ」

　ルナの提案に、エルバは大きく頷うなずいた。

「まったくだ。……残る問題は……」

　す、とラウンジの奥に視線を投げる。

　そこには、店頭ディスプレイ用のマネキンが立っていた。そのマネキンは、例の象シャツを着用している。

　そしてその対面に、難しい顔をしたテッキがいた。

　マネキンの裏に回ってみたり前に戻もどってみたり、顔を近づけたり遠ざけたり。じっくりと眺ながめ回した末に、テッキは言った。

「なかなかステキなデザインですね。部屋着にしてみようかしら」

「いや待て」エルバは即そく座ざに制止した。「なにをバカなことを言ってるんだ」

「同感」ルナも言う。「テッキちゃんにそのシャツは似合わない、と言い切れる」
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「そうですねえ」とサクラ。「私も、それはちょっと賛成できないですねえ」

「忠告させて頂きますが」とデイジー。「人間性を疑うたがわれかねないと思います」

「やめろやめろ」最後にボルが言う。「そのクソだせえ服を一度でも着てみろ、俺はおめえとの契けい約やくを解除するぜ」

　一いつ斉せい砲ほう火かに、テッキは面めん食くらった。

「な……なんで、そうまで言われなければならないのですか」

「自明だと思うが。ここまでセンスの欠けつ如じよしたデザインはそうないぜ」

「そうですか？　ワタクシには、結構かわいらしいと思えるのですが」

　そう断言して、テッキは再び象シャツとにらめっこを始める。

「将来博物館が開館した時、そのシャツで受付に出てみろ。客は全員回れ右するぜ」

　ボルの言葉に、エルバは同意を示しめした。

「反省材料がもう一個増えたな。象シャツを持ち帰ってしまった、っていう」

「ううう。申し訳ありません……」

　いたたまれなくなったサクラが縮ちぢこまってみせる。博物館は今日も平和だった。

























　目の前に、トゲ付き鉄てつ球きゆうがふわりと現あらわれた──そう認にん識しきした、次の瞬しゆん間かん。

「ムグ──ッ!?」

　鉄球は、エルバの顔がん面めんを直ちよく撃げきした。いくつものトゲが、顔面を抉えぐる。

　直接の被ひ害がいはない。犬けん面めん人じん身しんの三段級悪あく魔ま、コートマンハウンドを召しよう喚かんしていたからだ。が、逆流バツクワードの痛いたみから逃のがれるものではない。

「ぬがあああッ！　痛いて──ッ！」

　エルバは悶もん絶ぜつした。すぐさま悪魔を解放、顔面を押さえ、地面をのたうち回る。

　しかし、同情する者は誰だれ一人としていない。他ほかの面々はよそに転ころがった鉄球を追いかけて、ゾロゾロと走り去っていく。

「あのな、エルバ。この程度で泣なき叫さけんでいるようじゃ話にならんぜ」

　一体だけ、スティックを担かついだコートマンハウンドがエルバのもとに近づいてきた。エルバの白いコートマンハウンドとは対たい照しよう的に、その体たい毛もうは黒い。

「泣いてねえ！」エルバはコートマンハウンドをにらみ返した。「……叫んだのは認めるけど、泣いちゃいねえぞ！」

　悪魔は肩かたをすくめた。直後、悪魔の虚きよ体たいが解放される。悪魔の輪りん郭かくは散ちり散ぢりになって消え、その下からは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男が現れた。

　リデル・ハンターチャンスだった。

「今程度の接せつ触しよくは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。というか、こんな程度で虚体を解放したら、逆に危ねえぜ。怪け我がのもとだ」

　リデルは担いだスティックをエルバの目の前につき出した。長さは約一メートル半、材ざい質しつはアルミ合ごう金きんで軽い割わりには頑がん丈じようだ。先せん端たん部分は大きく広がっていて、さながら巨きよ人じん用のスコップを思わせる。

「わかってる」

　早口に言って、エルバも自分のスティックをたぐり寄せた。

「マーレボルジュのスパイクボールってのは、ひと味違ちがうな。ああ痛え」

　またもエルバは顔を押さえる。

「痛いだなんて、情なさけないこと言わないで下さいよ」

　横手から、スティックを担いだ男が声をかけてきた。

　彼の名はミード・シェン。今回、エルバ達博はく物ぶつ館かんが請うけ負おった一件の依い頼らい人にんである。瘦そう身しんといい目つきといい立ち振ふる舞まいといい、全すべてが神しん経けい質しつそうな青年だ。

「僕の命がかかってるんですよ!?　まじめにやって下さい！」

　半ギレ気ぎ味みに叫さけばれて、エルバはついカチンときた。

「うるせえ！　わかってる、まじめにやってんだろ！」

　怒ど鳴なり返す──と、

「────」

　言葉を失うしなって、シェンは顔面蒼そう白はくになった。がっくりと膝ひざを落とし、その場に両手をつく。

「ぼ……僕の運命は死あるのみなのか！　うああ──ッ！」

「あ、あああ」

　しまった、とエルバは我に返り、シェンをなぐさめにかかった。

「そんなに落ち込むなって。あんたの苦く境きようは十分わかってる。でかい声出して悪かったよ」

　優やさしく声をかけてやると、シェンは頭をもたげた。

「うう……こちらこそ、つい動どう揺ようして申し訳ありません」

　立ち上がってから、礼れい儀ぎ正しく謝あやまる。

「気にしないでくれ」エルバは答えた。「話を引き受けた以上、できるだけのことはやる。それに、西部人の端はしくれとして、東部人にスパイクボールで負けるわけにはいかねえからな」

「ええ……よろしくお願いします」

　頭を下げて、シェンはコートの中央へと走っていった。

「……やれやれ」

　シェンの背中を眺ながめながら、エルバはリデルに愚ぐ痴ちを漏もらした。

「すぐにキレる割には、言い返されると落ち込むのな。基本的にいい奴やつだってのはわかるが、扱あつかいにくい」

「昔からああいう奴よ、シェンは」リデルはそう応じた。「悪わる気ぎがあるわけじゃねえ。ま、慣なれてくれ」

「そうだな」

　エルバは深いため息をついた。

「慣れるといえば、もう一つ」

「なんだよ」

「もう一回、説明してくれねえか？　ジャッジメントルールについて。どうも、まだ完全に把は握あくできてねえみてえだ」







　夏のとある日、博物館は一人の依頼人を迎むかえていた。

「あなたが依頼人とは、また珍めずらしい事もあったものですね、リデル」

　博物館ラウンジに大男を迎えて、テッキはつまらなそうに言った。

「真に困こまっているのは俺おれじゃねえ。俺は代だい理り人にんでね」

　小さな椅い子すに無理矢理巨体を押し込んで、リデルはテッキと向かい合っていた。

「代理人？　誰だれの代わりで来たというのです」

「ミード・シェン……つったら、わかるかな」

　リデルの一言に、テッキは小さく息いきを吞のんだ。

「なんだ？　知り合いか？」

　テッキの表情を見て取って、エルバが口を挟はさんだ。

「知り合いではありません」テッキはぴしゃりと言った。「ミード・シェンというと、今東番外地を騒さわがせている、渦か中ちゆうの人ですよ」

「何かやらかしたのか」

「何かやらかしたのか、それともやらかさなかったのか──そこが大問題になってんのよ」

　リデルは説明を始めた。

「半月ほど前、マーレボルジュの幹かん部ぶのウェストポイントが殺された。ウェストポイントの率ひきいる組そ織しきってのは、マーレボルジュの中でも結けつ構こうでかいところでな。そこのボスが殺されたもんで、大おお騒さわぎになった。で、事件の三日後くらいに、シェンが犯人としてマーレボルジュの上の方に突つき出された」

「それはご愁しゆう傷しよう様さま。というか、軍ぐん警けい察さつに突き出すべきじゃないの」

　ルナが口を挟む。と、リデルは「はあ？」とでも言いたげに眉まゆをひそめた。

「マーレボルジュ幹部の殺人なんてクソ厄やつ介かいな問題、警察が手をつけるわけがねえだろ」

「……そういうものかな」

「そういうもんだ。……シェンは、やったのは自分じゃないと主張している。その日は酔よい潰つぶれて、とっても人を殴なぐり殺せるようなコンディションじゃなかったってな」

「主張って……」エルバは指し摘てきした。「被ひ告こくが自じ己こ弁べん護ごできるとは、案あん外がいマーレボルジュにも言げん論ろんの自由があるんだな」

「ちょっと微び妙みような問題でもあるんでな。上の方は慎しん重ちようにことを見み極きわめようとしているのさ。はっきり言って、シェンが犯人なのかどうかはわからん。現場から逃にげ去るシェンの姿を見た、って証言があるだけで、決定的な証しよう拠こはあがってねえのよ。そこで、マーレボルジュは裁さい判ばんを開くことにした」

「裁判」エルバはまた驚おどろいた。「そりゃまた民主的というか、なんというか」

　しかし、裁判の単語を聞いて、テッキは顔をしかめていた。

「民主的？　エルバ、マーレボルジュの裁判の方法を聞いたら、絶対にそんなことは言えなくなりますよ」

　テッキの言葉の示し唆さするところに気づいて、エルバもつられて顔をしかめる。

「……なんか、まずいことでもやるのか」

「単たん純じゆんに言えば、決けつ闘とう裁判だな」

　リデルは短く言った。

「決闘裁判？」

「ああ。おまえ、スパイクボールって知ってるか」

「知ってるけど……」

　スパイクボール。それは、ドース連れん邦ぽうでプレイされるメジャースポーツの一つである。

　基本的にはホッケーと同ルールだ。スティックを使ってボールを操あやつり、相手のゴールに叩たたき込めば一点。点数を多く取ったチームの方が勝ちである。

　最大の特とく徴ちようとして、このスポーツはボールに殺さつ傷しよう能のう力りよく満点のトゲ付き鉄球を使う。当たり所が悪ければ死亡、そうでなくても大おお怪け我が必至という代しろ物ものを。故ゆえに、ドースにおいてスパイクボールをプレイする際は、悪あく魔まを召しよう喚かんして行うのが常じよう識しきとされる。その性質故に激げき烈れつに荒あらっぽいスポーツであり、その荒っぽさが大たい衆しゆうから支し持じされる魅み力りよくとなっている。

　一ひと息いきおいてから、リデルは言った。

「要は、原げん告こくチームと被告チームに分かれてスパイクボールをプレイして、被告チームが勝ったら被告は無む罪ざい、原告チームが勝ったら被告は有ゆう罪ざい、ってことになるわけよ」

　リデルの語った言葉の意味をじっくり考えた後、エルバは感想を述べた。

「……まず、前ぜん言げん撤てつ回かい。民主的、なんて言ったのは間ま違ちがいだった。というか、正しよう気きか」

「正気も正気、マーレボルジュじゃかなり昔からやってるぜ。スパイクボールによって天てん意いは示される、ってな」

「つまり、そのシェンって野や郎ろうは、スパイクボールの試合に勝たなきゃ、殺されるってことか。踏ふんだり蹴けったりだな」

「チームには誰が参加するの」

　ルナが質問する。

「被告は有罪だと思う奴やつが原告チームに、無罪だと思う奴が被告チームに参加する。参加資し格かくは特にねえ。チーム人数の上限はないし、試合中の交代人数の制限もないから、人が多い方が有利になる」

「多数決ではないけれど、多数の人間の意見の方がより反はん映えいされやすい、ということですか」テッキが口を挟んだ。「で、現在のチームメンバーの募ぼ集しゆう状況はどういう具ぐ合あいなのです」

「原告チームには、腐くさるほど人が集まっているらしい。だが、被告チームはまだ数人でな」

「そうか」エルバが言った。「哀あわれなシェン被告の死し刑けいは確定的か」

「ところが一つ、問題がある」リデルは声を潜ひそめた。「実はこのシェンって奴が、俺の軍人時代からの友人でな」

「……それは、たしかに問題だね」

　さも楽しげに、ルナが口元を吊つり上げた。

「昔、クラヴリーの大将の部下だった頃ころからのつきあいなのよ。数少ない虐ぎやく殺さつ事件の生き残りなんだ」

「生き残り？　クラヴリーの部下で虐殺事件に居合わせた人はみんな死んだと聞いたけど」

「シェンの奴、虐殺事件のちょい前に大怪我して、送そう還かんされてたのさ。それで助かった」

　リデルは肩かたをすくめた。

「運のいい奴よ。……ま、今回の件を見ると、十年前に運を使い果たしちまったらしいが」

「だんだん読めてきた」エルバが呟つぶやいた。「つまりおまえの依い頼らいは、俺達に被告チームに参加しろってことか」

「おお」リデルは顔をほころばせた。「頭の回転が速い。さすが優ゆう秀しゆうな探たん偵てい様だな」

「褒ほめたからって話を受けるとは限らねえぞ！」

　リデルの追つい従しように危険な臭においをかぎ取り、エルバは先回りして言った。

「マーレボルジュの皆みなさんとスパイクボールをやれってのか」

「まあ、そういうことになる。なんだよ、やったことねえとは言わせねえぞ。西部じゃ東部より盛さかんだろ、スパイクボール」

「まあ、そりゃそうだけど」

　いやいやながら、エルバは認めた。

　西部人の荒い気き性しようとスパイクボールは極きわめて合うらしく、盛んに行われている。スパイクボールのプロリーグの選手ともなれば、議ぎ員いんや教きよう授じゆ並みの名めい士しとして扱あつかわれるほどだ。

「だが、さすがに犯罪者連中と試合したことはねえぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。マーレボルジュの人間も、普ふ通つうの人間だ」

　軽々しくリデルは言った。

「変わりゃしねえよ。まあ、ちょっとは怖こわい顔とかしてるかもしれねえけど」

　にっこりと笑え顔がおを見せる。むくつけき大男の微笑ほほえみは、かなり不ぶ気き味みだった。

「ホント、頼たのむぜ。はっきり言って、もうおまえらくらいしか頼たよれる奴がいねえんだ」

「もちろん、あなたのたっての願いを無視するつもりなどありませんよ」

　テッキは笑顔を浮うかべ、そしてエルバを見つめた。

「エルバ、リデルに手を貸してあげなさい」

「……しゃーねえなあ」

　エルバは後頭部で手を組んだ。

「館長はどうするんだよ。まさか、俺一人だけを戦場に送り込むつもりか」

「そのつもりですが、何か？」

　すっと表情を殺してテッキは答える。

「このワタクシに、スパイクボールなどという野や蛮ばんな競きよう技ぎをしろというのですか？　冗じよう談だんではありません」

「いやいや、テッキも意外とスパイクボールのスティックが似合うと思うぜ？」

　エルバは食い下がったが、

「絶ッッッ対イヤ」

　テッキは力ちから一いつ杯ぱい否定した。

「それに、リデルの話を引き受けるのならば、ワタクシは別の方法で助じよ力りよくすべきでしょう」

「助力、ってえと？」

　リデルが頭を上げる。

「問題は、真犯人がシェンかどうかわからないところなのでしょう？　ならば、真犯人が見つかれば、裁判は開かれずに済むのではありませんか？」

「まあ、理論上はそうなるな」リデルは認めた。「真犯人が出てくれば、裁判は立ち消えになる」

「でしたら、ワタクシは犯人捜さがしをしますよ。エルバが試合に出なくても済すむように、ね」

　テッキは立ち上がり、そう宣言した。

「そうしてくれるんなら、ますますありがたい」リデルは頭を下げた。「もっとも、今いま更さら真犯人を見つけられるかどうかは、チョイ疑問だがな」

「そこは、わきまえてますよ」テッキは頷うなずいた。「犯人が見つかる可能性が高いというのなら、まず犯人捜しを依頼しに来るところでしょうからね。とはいえ、迷めい宮きゆう入りになりかけの事件とあれば、少し興きよう味みがあります。調べさせてもらいましょう」

　そして、テッキはエルバを見つめる。

「もちろん、何も見つからない可能性は大です。というわけで、裁判に備そなえてリデルに揉もんでもらいなさい」

「揉まれるのはどっちかな」エルバは得意げに言った。「こう見えても俺は、西部にいた頃は毎日スパイクボールに明あけ暮くれていたんだぜ？　ついた二つ名が、『味方殺しのエルバ』」

「味方殺し？」

「ああ、どちらかというと、敵より味方を殴なぐって退たい場じようさせることが多かったんで」

「……人じん選せんを間ま違ちがえちまったかな」

　リデルが席を立とうとした。

「冗談を真に受けるな」エルバは慌あわてて訂てい正せいした。「とにかく、スパイクボールには慣れてる。即そく戦せん力りよくと見込んでもらおうか」

「頼もしい言葉だ」リデルは足を止めた。「……ただ、裁判ではちょっと特とく殊しゆなルールが使用される」

「特殊ルール？」

　スパイクボールには、細さい部ぶにおいて異なる規き則そくが複ふく数すう存在する。使用するボール、反則の種類等など々など、些さ細さいな違いばかりではあるが、事前のすりあわせをしておかないと、案あん外がい試合中にトラブルになりやすい。

「特殊というと、オレンジルール？　それともフリードリヒルールか？」

　リデルは一いつ瞬しゆん黙だまり込むと、厳げん粛しゆくな調子で言った。

「……ジャッジメントルール、って言ってな」







「ジャッジメントルールっていうのは、だな──」

　まぶしく輝かがやく太陽の日の下もと、練習用コート内のリデルはエルバに説明する。

「基本的には得点の多い方が勝ちなんだが、原告チーム側には特殊な勝利条件がある」

「というと」

「試合中に、被告を殺ころす」

「…………」

　つい、エルバは黙だまり込んでしまった。

「これがなかなか無視できねえルールでな」リデルは語り続ける。「ジャッジメントルールじゃあ、相手プレイヤーをぶん殴ろうが延えん髄ずいを叩たたき折ろうが、スティックを使用してなおかつボールを取るための行こう為いとみなされれば、全すべて許ゆるされる」

「さすがに、西部でもそこまで荒あらいルールはなかったな」

　エルバは認めた。

「ってことは、プレイ中、そういう殺人行為から被告を守らなきゃならねえのか」

「そういうことだ」リデルは頷いた。「だから言っただろ？　被告チームになかなか人が集まらねえって」

「今から、この仕事聞かなかったことにしていいかなあ」

「いかん」

　リデルは短くはねつけた。エルバは頭を抱かかえた。

「誰だれ彼かれかまわずチームに入れるわけにはいかねえんだよ」リデルは肩かたをすくめた。「被告を後ろから殴なぐるために、被告チームに参加してくる奴やつがいねえとは限らねえ。というか、実際いたからな、原告チームのスパイが。丁てい重ちようにお帰りいただいたけどよ」

「丁重に？　どうせ腕うでの一本や二本折ったんだろ？」

「腕折りなんて、そんな面めん倒どうなことするかよ」

　リデルは身体からだを揺ゆらして笑った。そして、足あし下もとのトゲ付き鉄球を軽く蹴ける。

「すぐそばにコレがあるってのに」

　これ以上具体的なことは聞かない方がいいらしい、とエルバは瞬時に判断した。

「現状、チームメンバーは何人なんだ」

「六人ピッタリ。補ほ欠けつがいねえのがつらいところだ」

　リデルの答えを受けて、エルバは今現在練習に出ている面々の数を数えた。見知らぬ顔が二人、あとはシェンにリデルにエルバ自身。五人だった。

「一人足りねえように見えるが」

「最後の一人は、クラヴリーの大将よ。色々私用があって、練習には来られないが、試合に出てくれるって約束は取り付けている」

「昔の部下だもんな。って、クラヴリーはスパイクボール、できるのか」

「軍にいた頃ころは、隊別対たい抗こうスパイクボール大会に毎年参加していたものです」

　シェンが割り込んできた。

「少しよう佐さをリーダーとした我がチームは、西部内乱の直前まで、三年連続で優勝しましたよ」

「……そりゃすげえ」

　エルバは素す直なおに感かん心しんした。

「チームメンバーの腕前に関しては、心配するな。あの二人も、俺が引っ張ってきた腕うで利ききのスパイクボーラーだ」

　エルバの知らない二人組を指して、リデルは請うけ合った。

「問題は、敵だ。まあ、そっちはあとで敵てき情じよう視し察さつをしに行くとして……とにかく、今は練習あるのみだ。おまえに、ジャッジメントルールに慣れてもらわないと困るんだよ」

「そうだな」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、エルバは受け入れざるを得なかった。

「時間もねえことだし、やるしかねえな。ルールに慣れる前に死ななきゃいいんだが」

「ところで、関係ねえ話だが」

　リデルは周囲を見み渡わたした。ここは東番外地の外はずれにぽっかりと空あいた空き地、周囲に人ひと影かげはまったくない。

「魔ま神じんの姿が見えねえな。いっつもおまえにくっついているのに」

「ルナか？」エルバは片眉を吊つり上げた。「あいつには、信用に足るスパイクボーラーのスカウトに行ってもらってる」







「絶ッッッ対にイヤ」

　ルナの勧かん誘ゆうの言葉に対し、カエデは力一杯の拒きよ絶ぜつをしてみせた。

「どうしてそこまで嫌きらうかなあ」ルナは腕組みした。「エルバ一人に命の危険を背せ負おわせていいのかい」

「私の知ったことか」カエデは冷たく言う。「なんで私がエルバの命の心配などしてやらなければならないんだ。スパイクボールに参加すると言ったのはあいつ自身なんだろ？　だったら、私が手を貸かす理由などない。というか、そんなに心配なら、まず説得すべきはそっちだろ」

　そして、ルナの隣となりに立つテッキを指さす。

「絶ッッッ対にイヤです」テッキは断だん言げんした。「あのような野や蛮ばんなスポーツ、とてもプレイする気になどなれませんね。第一──」

　するりと袖そでをめくり、テッキは右手の巨大な万まん力りきを露あらわにした。

「このような身体で、あの手のスポーツができると思うのですか」

「察してやってくれや」

　万力の奥から、さらに一本触手がぬるりと飛び出した。ボルの手である。

「テッキは昔、スパイクボールに誘さそわれたことがあるんだがね」

「あっ」テッキが声を上げた。「黙だまりなさい、ボル！」

　左手でボルを捕つかまえようとする。が、ボルは触手をすっと引っ込め、テッキのドレスのうなじ部分から飛び出した。テッキの手を逃れ、近くの噴ふん水すいのへりに着地する。

「この万力を見せた途と端たんに『その凶きよう器きは反則だ』って言われて、結局プレイさせてもらえなかったのよ。以来このお嬢じようさん、スパイクボールが嫌いなようで。ゲハハハ！」

「黙りなさいと言っているでしょう！」

　ガッとテッキはボルをわしづかみにし、噴水に叩たたき込んだ。

「ゴガガッ!?」

　豪ごう快かいに水みず柱ばしらを立て、ボルはもがきながら水中へと沈しずんでいった。

「まったくもう……」

　やや恥はずかしげに、テッキは呟つぶやいた。

「あのスティック自体が凶器でしょうに、ワタクシの万力程度、どうだと言うのですか……」

「スティックはルールで定められた凶器だけど、万力はルールで定められていない凶器だからねえ」

　冷静にルナは指し摘てきした。

　テッキは殺人的な視線でルナをにらみつけた。

　すっとルナは横に動き、カエデの陰かげに隠かくれた。

「……で、どうかなあ。エルバを助けると思って」

「何度も同じことを言わせるな。まあ、試合の日に応おう援えんに行ってやるくらいはしてもいい。だが、自分でスティック担かついでトゲトゲボールを追いかけるのは、お断りだ」

「こりゃ、説得は難しそうだ」

　ルナは身を引き、両手を広げた。

「でしたら、別の方法でエルバを救っていただけませんこと？」

　テッキが切り出す。

「別の方法とは？　原告チームに嫌がらせでもするのか」

「しません」テッキは素す早ばやく言った。「ワタクシがそのようなことをする人間に見えるのですか」

「見える」

　カエデは断言した。

　テッキは無言でもう一度右袖をまくり、万力を振り上げようとした。

「見えない」カエデは慌あわてて訂てい正せいした。「じゃあ、具体的にどうするんだ」
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「つまり、殺人事件の真犯人を捜さがし出すんですよ。シェンが犯人でないとわかれば、裁判は行われずに済すみます」

「もしくは、シェンが犯人であると断定できれば──だな」

　もう一つの可能性を、カエデは指摘した。

「まあ、そうですね。リデルの手前、言えませんでしたけど」

「しかし、あの事件の容よう疑ぎ者しやがリデルの知り合いだったとはな。意外なつながりだ」

「なにかご存じではありませんか？　事件のこと」

　テッキの質問に、カエデは考え込んだ。

「残念ながら、大した情報は提てい供きようできそうにない。ただ、東番外地の空気はシェン犯人説で持ちきりだ」

「そうなんですか？　シェンという人物、もとから評判が悪いのですか」

「いや、そうじゃない。評判が悪いのは、マナサスの方だ」

「マナサス、ですか」

　その名をテッキは知っていた。殺されたウェストポイントと同じくマーレボルジュの幹部で、犯罪の総そう合ごう商しよう社しや的な組織を率いる有力人物である。

「なんでその名が出てくるのです」

　カエデはわずかに声を潜ひそめて、言った。

「シェンを犯人だと強きよう固こに主張して、裁判の開かい廷ていを求めたのが、マナサスの組織なんだ」







　ドース連れん邦ぽうにおいては、東西に一つずつあるプロリーグがスパイクボールの最さい高こう峰ほうとされる。が、リーグはそれだけではなく、下部にも様さま々ざまなローカルリーグが存在する。

　恐おそるべきことに、ブルティエールの裏社会を統とう括かつする組織、マーレボルジュにも、スパイクボールのリーグはある。はじめのうちは構成員のガス抜きとして私的に行われていたものが、賭と博ばくの対たい象しようとなったり、マーレボルジュ傘さん下かの組織がチームへの投とう資しを始めたりして本格化したのだ。現在ではプロリーグに準じゆんじる程度の実力を持つとも言われている。

「大手の組織が一つずつチームを所有してるわけよ」リデルはエルバに説明する。「全六チームだ。で、現在試合中の二チームは、常つねに優勝を争うトップツーでな」

「へえ……」

　折おり重かさなる観客の層そうの熱ねつ気きにあてられながら、エルバは生返事をした。

　午後三時の陽ひの下もと、スパイクボールの試合は最さい高こう潮ちように盛り上がっていた。

　試合は後半終了寸前、スコアは二対二。広大なフィールドの上を、スティックを担いだ悪あく魔ま達がボールを追いかけて縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけめぐっていた。

「そおーれッ！」

　オオツノミノタウロスがスティックを大おお振ぶりし、リザードマンがキープする鉄球を狙ねらいに行った。もっとも鉄球狙いは表向き、その真の目的はリザードマンを殴なぐり倒たおすことである。

「はあーッ！」

　リザードマンの方もわきまえている。攻撃の気け配はいを敏びん感かんに感じ取ると、リザードマンは鉄球を軽く浮うかし、ミノタウロスに向けて打ち放った。

「ブゲッ!?」

　リザードマンの素早い判断に、ミノタウロスは追いつけなかった。鉄球をはじくこともできず、カウンター気味に顔面で受け止めた。鉄球のトゲが虚きよ体たいに突つき刺ささり──

「のりゃッ!!」

　さらにリザードマンはスティックで打ちかかり、器用にもミノタウロスの顔面上の鉄球を叩たたいた。

「…………!!」

　ミノタウロスはもんどり打って倒れた。悲鳴を上げることすらできない。

　その顔から浮いた鉄球を拾ひろい上げ、リザードマンはドリブルを続けた。鋭するどく敵てき陣じんに切り込み、守備陣に囲まれるよりも早くシュートを放つ。

　ゴール前のミノタウロスは、身体からだを大きく広げて鉄球を防いだ。スティックの柄えの部分にぶつかった鉄球は、ゴールの手前に転々と転がる。身を乗り出し、鉄球に覆おおい被かぶさろうとしたが、

「イヤッハァァ──ッ!!」

　シュートを打ったリザードマンが、勢いきおいのままに突っ込んで、スティックを一いつ閃せんした。下からすくい上げる一いち撃げきは、鉄球を華か麗れいにスルーし、キーパーの顎あごに激げき突とつする。キーパーは身体を起こされ、ひっくり返った。

　こぼれた鉄球を拾ったのは、横から突っ込んできたリザードマンだった。ちょこんと鉄球を打ち、ゴールに優やさしく押し込む。

　得点を認める主審の笛が鳴り響く。途と端たん、観客が凄すさまじい歓かん声せいを上げた。エルバの現在地は、リザードマンのチームのサイドだったらしい。誰だれもが飛び上がり、あるいは抱だき合って、ゴールを喜んだ。エルバも、すぐ隣となりにいた見知らぬオッサンに抱きつかれる。

「ちょ！　やめろって、誰だよアンタ！」

　エルバは拒絶するが、この大歓声の中では聞こえるはずもない。振りほどくには、場が静まるのを待つしかなかった。

「みんな、賭けてますからね。そりゃ必死にもなるでしょうよ」

　シェンが他人ひと事ごとのように評した。

　すぐに試合終了の笛が鳴り渡わたり、リザードマンのチームの勝利が確定した。またも観客達は大いに盛り上がる。学習能力を発はつ揮きして、エルバは早々に観客の壁かべの中から抜け出した。

「興奮しすぎだろ。気持ちはわかるけど」

「スパイクボール賭博はかなりでかい商売だからな、マーレボルジュにとって」

　今ひとつ盛り上がりきれないエルバに、リデルが言葉をかける。

「……で、どっちのチームなんだ？　俺達がジャッジメントルールで戦う相手ってのは」

　エルバの質問に答えたのはシェンだった。

「どちらでもないんです」

「……じゃあ、なんで俺達はこの試合を見に来たんだよ」

「両チームのエース二名が、原告チームに参加するからです」

「……なんと」

　エルバは再びフィールドの方を向いた。

　ミノタウロスのチームは敗北したが、しかし実力的にはリザードマンのチームと拮きつ抗こうしていた。特に前ぜん衛えいに立つ二人は、かなりいい動きを見せている。

　もちろん、リザードマンのチームの側もあなどることはできない。特に最後に一暴れしたリザードマンは、始し終じゆう試合の中心にいた。彼が殴り倒した二体のミノタウロスは、いまだに立ち上がれずにいる。

「あああ……！」シェンは両手を頰ほおに当てて悶もだえ始めた。「殺される……！　よりによってマーレボルジュリーグのスーパーエースに挟はさみ撃うちにされるなんて……ッ！」

　倒れたミノタウロスに自分の運命を重かさね合わせているのだろう、今にも吐はきそうな顔をする。

「吐くなよ」

　と言いつつ、エルバはエースのリザードマンを注視する。

　エースのリザードマンは、味方のリザードマンにつかみかかろうとしていた。

「てめえ、なんで勝手にシュートぶち込んでるんだよ……！」

　つかみかかっている相手は、決勝点を挙げたチームメイトだった。

「あれは俺の見せ場だろうが！」

　理り不ふ尽じんな言い立てに対し、言いがかりをつけられたリザードマンはただ震ふるえ上がるのみだった。

「だ、だって、マナサスさん、あそこからじゃシュートは打てな……」

「うるせえ！」

　マナサスと呼ばれたリザードマンは、スティックで相手を殴り倒した。

「……なんだ？　仲間割れか」

　エルバが言うと、リデルは肩かたをすくめた。

「いつものことよ、あいつはな」

　マナサスの担かついでいるスティックが、他人のものより二回りも巨きよ大だいな物であることに、エルバは気づいた。

　スティックは重ければいいというものではない。あまりに大きくなりすぎれば、扱あつかいは難しくなる。つまり、あの男はあれだけのスティックを振り回せるほどの腕わん力りよくを備えているということだ。

　マナサスは虚きよ体たいを解放した。その下からよく鍛きたえられた肉体を持つ大男が姿を現す。

「あいつの名前はビル・マナサス」リデルは言った。「マーレボルジュの幹部の息子むすこだ」

「彼らが、裁判開廷を強固に主張したんですよ」

　シェンが付け加える。

　ふと、ビルがエルバの方に視線を振り向け、そしてシェンの姿を発見した。

「おお？　吞のん気きに敵てき情じよう視し察さつか？　コラ」

　大おお股またに、ビルはシェンに向けて歩み寄ってきた。

「あ！」

　声を上げ、シェンは思わず左右を見やった。おそらくビルは自分に話しかけているのだろう、と悟さとると、

「ま、まあそんなところですよ。ハハ……」

　一歩退ひきつつ、愛あい想そ笑いを浮かべた。

　ビルはシェンをにらみつけながら、その鼻先にまで近づいた。

「自分がやりました、ってさっさと認めたらどうなんだよ。そうしたら少なくとも、鉄球のトゲで全身を突つき刺さされるような苦しみは味わわなくて済むんだぜ？」

　挑ちよう発はつ的てきな言げん辞じで、ビルは迫せまった。

「いやー、いやですねえ。やってもいないことをやった、とは言えませんって。あっはっは」

　愛想笑いを浮かべたまま、シェンは受け答えた。

　しばらくの間、ビルはじっとシェンをにらみ続けた。しかしやがて飽きたのか、すっと身を引くと、

「チッ。試合の日は何も食わずに来るんだぜ。フィールドに内ない臓ぞうの中身をぶちまけられたら、掃そう除じするのが面倒だからな」

　捨てぜりふを残して去っていった。

「……なんだ、あの絵に描かいたようなドラ息子は」

　ビルの姿が完全に消えたのを確かく認にんしてから、エルバは言った。

「東番外地で知らぬ者はない乱暴者、でしてね……。シド・マナサスの息子なもので、誰だれも彼には逆さからえないのですよ。彼のチームも完全にワンマンチームですし。ううう……」

　またシェンは悶え始めた。

「マナサスの跡あと継つぎににらまれるだなんて！　おしまいだ、もうおしまいだ……！」

「うるせえ！　黙だまれよ！」

　エルバが言い返すと、シェンはハンマーで打たれたようによろめき、塞ふさぎ込んでしまった。

　フォローするのも面倒だった。気に留とめず、エルバは話を続ける。

「一つわかったことがある。あいつ、シェンを殺ころす気満まん々まんらしいな。なんか、マナサスの組織を怒おこらせるようなことでもしたんじゃねえの、あんた」

「全然。偶ぐう然ぜん生いけ贄にえに選ばれただけですよ……犯行の時間帯にアリバイがない人間として」

「たまたま選ばれたってのは間ま違ちがいねえぜ」リデルが頷うなずく。「ただ、一度ターゲットとして定められた以上、容よう赦しやはねえ。あいつら、金に物を言わせて選手を集めているらしいぜ。プロリーグのメンバーに声をかけているって噂うわさもある」

「ずいぶん必ひつ死しだな。ひょっとして、ウェストポイントを殺したのはマナサスの組織なんじゃねえのか？　殺人の罪つみをシェンに押しつけようとしているんじゃねえのか」

「ひょっとして、ではなく、十中八九そうだと思いますよ」

　シェンはあっさりと認めた。

「ただ、そうだと知れ渡わたると、東番外地に大だい抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしますからね……あああ、僕は一体どうしたらいいんだ……!?」

　シェンはまた頭を抱えて悶え始めた。

　エルバは別の意味で頭を抱えた。







「ありゃ、珍めずらしいですね、テッキさん」

　自宅の庭で草むしりをしていたヨーワードは、ふらりと姿を現したテッキ達の姿を見つけると、その場で立ち上がった。

「どうも」テッキは軽く頭を下げる。「近くまで来たので、少し寄ってみたのです」

「それはそれは。えーと……」

　土にまみれた両手をバンバンと叩いて、ヨーワードは庭の奥の鶏にわとり小ご屋やに視し線せんを投げた。

「今すぐ、鶏をさばいて出しましょ。そこの木の下のテーブルについて、待っていて下さい」

「いえ、そこまでしていただかなくて結構です」テッキは素す早ばやく言った。「少し、お話を伺うかがいたいだけですので」

「お話？」

「ええ。ウェストポイント殺しの一件なのですが」

「ああ」ヨーワードは理解の表情を閃ひらめかせた。「もしかして、犯人捜さがししているんですか？　　あの件は、スパイクボール裁判でケリをつけるって話じゃ？」

「そうらしいですけどね。でも、真実を明らかにするのは大事なことではありませんこと？」

「真実ねえ」ヨーワードは考え込んだ。「東番外地の住人は、真実よりか、シェンが犠ぎ牲せいになってくれることを望のぞんでいると思いますけど」

「……どういうことです？」

　テッキが片眉を吊つり上げる。

　こちらへどうぞ、とヨーワードは一同をテーブルにつくように促した。

「説明しましょ、テッキさんのために」

　言われた通り、テッキ、カエデ、ルナの二名一柱は木の下のテーブルそばの椅子に着席した。

「結構……」

　よく手入れされた庭を見渡しながら、テッキは呟つぶやいた。

「きれいなお庭ですね。以前来た時は、観賞する間もありませんでしたけど」

「ありがとうございます。テッキさんにそう言って頂けると、嬉うれしいですよ」

　ヨーワードは頭をかきながら答えた。

「テッキ」カエデが問いかける。「おまえ、以前にここに来たことがあるのか」

「ええ」テッキは頷き返した。「以前、博物館の円盤レンズを盗ぬすまれたことがありましてね。その調査の過か程ていで、ここを訪おとずれたのです。あの時は、──ヨーワードの顔をケープで覆おおった上に水を流し込み、さらに靴くつを脱ぬがせて足をさんざんくすぐったんでしたっけね」

「その通りです、テッキさん」

　ヨーワードは嬉き々きとして認めた。

「…………」

　目の前で交かわされた会話の意味をじっくり考えた後、カエデは問いかけた。

「……それは特とく殊しゆなプレイかなんかなのか？」

「純じゆん粋すいな調査の一過程ですが」

　テッキははっきりと言い切った。

　カエデはもう一度考え込んだ後、

「……だとしたら、おまえの取り調べは絶対に受けたくない」

　素直な感想を述のべた。

「とにかく」テッキはヨーワードに向き直る。「話、聞かせて頂きましょうか。何故なぜ、シェンが生贄の羊ひつじにされようとしているのですか」

「それなんですがね」

　ヨーワードは腕うで組ぐみして語り始めた。

「順を追って話しましょ。最近、ウェストポイントの組織とマナサスの組織とは角を突つき合わせてましてね。特に最近、マーレボルジュのスパイクボールリーグのリーグ運営権で色々とやりあっているんですよ」

「リーグ運営権、ですか。それは──かなりの権けん益えきですね」

「大きな権益は、それだけトラブルの種たねとなりやすい」

　テッキとカエデが口々に言う。

「リーグ運営権を握にぎっていたネシャールのじいさんが、組織から足を洗あらうって言い出してですね、リーグ運営権を売りに出したんですよ。で、買ばい収しゆうに手を挙げたのが、ウェストポイントとマナサスだったんです。あそこは両方とも、自前のチームを持ってませんから」

「そうなのですか？」テッキが言葉を挟はさむ。「マナサスの息子むすこをエースストライカーに持つチームがあったと思いますが」

「それがね、あのチームはマナサス傘さん下かじゃないんですよ。ビル・マナサスは純粋にスパイクボールが好きだから参加しているってだけでして。……で、入札の結果、ほんのちょっとの差でウェストポイントが勝ったんです」

「ははあ。ウェストポイント殺しは、それに対する報ほう復ふくだ、と？」

　ヨーワードは首を縦に振って肯こう定ていしつつ、話を続けた。

「話はもうちょっとありまして。入札に関して、マナサス側は入札額がウェストポイント側に漏もれていた、と考えているみたいです。本当にわずかな差だったらしいですからね、入札額は。漏ろう洩えい元もとを必ひつ死しに探しているようです」

「なるほど」

　得心いった、とテッキはテーブルを叩たたいた。

「それは重要な情報ですね。情報漏洩者を知っていたウェストポイントは口くち封ふうじに殺された、と取れなくもない」

「その説を採とるにしても、結局マナサスの組織の者がウェストポイントを殺したということになるんですけどね」

　ヨーワードは言った。と、不意にルナが手を伸のばして話に割り込んだ。

「いや、その二説には決定的な差があるね。単なる報復だとすれば、マナサスの組織としての意志が働いたことになるだろうけど、情報漏洩の口封じとすれば、組織の裏切り者がやったことになる。これは大きな違ちがいだよ」

「それは、そうですね」ヨーワードは納なつ得とくして頷うなずいた。「たしかに、シド・マナサスともあろう者が、この程度のことでウェストポイントを殺すとは思えないんですよね。そんなことをすれば、東番外地で血で血を洗う大だい抗こう争そうが起きるだろうことは目に見えている。あの人は、面子メンツにこだわるなんて無む益えきなことはしない」

「とはいえ、表面上はそう取られても仕方がない状況だ。だから、マナサスがすごい勢いでシェンを引っ張ってきて、こいつが犯人だと宣言したんだね。事じ態たいを収しゆう束そくさせるために」

「そうか。シェンを犠牲にする、とはそういうことか」

　ルナの解説に、カエデも納得の声を上げる。

「シェンが実際にやったのかどうか、それは五分五分って見られてますけどね。でも、ほぼ全すべての人間が『シェンがやったのであってほしい』って願ってますよ。たった一人の犠牲で抗争が避けられるなら、お安いモンです」

「他者にとってはそうかもしれませんけど」テッキは空を仰あおいだ。「当人にとっては、命はたった一つのものですよ」

「そりゃ、そうですけどね。とはいえ、他人の命と自分の命が天てん秤びんにかかっているとあれば、自分の命の方を守るのが人間ですよ」

「要よう約やくすると……」ルナが口を開いた。「テッキちゃんが真犯人を明らかにしてしまうと、東番外地で大抗争が起こるかもしれない……ってことかな」

「真犯人の正体によりけりですけれどね」

　テッキが正せい確かくを期して言った。

「可能性はいくつか考えられます。一、マナサスの組織が報復したという可能性。二、マナサスの組織内の情報漏洩者が口封じを行ったという可能性。三、無関係の第三者による殺人が、状じよう況きようからマナサスがやったように見えているだけという可能性。四、組織の主張通りシェンがやったという可能性」

「僕達としては、二番か三番が真実であることを祈りたいね。一番であれば大抗争が起こり、四番であれば博物館は報ほう酬しゆうを受け取れない」

「もし一番だったら、大変な深みにはまりますよ。手を引いた方がいいんじゃないか……と俺なら言いますが、引くつもりはないんでしょうね、テッキさん」

　ヨーワードが顔をのぞき込むと、テッキはフンと鼻を鳴らした。

「もちろん。真実は日の下もとに明らかにされるべきです。尻しり込ごみして捜査を投げ出したとあれば、名折れです」

　言いつつ、テッキは席を立つ。

「ありがとうございました。そろそろ、捜そう査さに戻ろうと思います」

「そうですか」ヨーワードも席を立ち、頭を下げた。「もう少し待って頂いただければ、鶏とり料理を用意できるんですが……」

「お気持ちはありがたいですけど、結構です。というか、何故なぜそうまで鶏料理を勧すすめるのですか。たしかあなた、以前に来た時も鶏をさばこうとしてましたよね」

「ええ。こう見えても俺、鶏をさばくのが大好きでしてね。いかに美しく、いかに早く鶏をさばくか、毎日研けん鑽さんを積つんでいるんですよ」

「……いずれ、その腕うで前まえを見せて頂きましょうか。今は、一人の人間の命がかかった事件の捜査をしておりますのでね。それでは」

　半なかば強ごう引いんにテッキはヨーワードを振り切り、その場を去った。カエデとルナもその後に続く。

「……どう思います？　今の話」

　歩きながら、テッキは後背のカエデ、ルナに語りかける。

「久しぶりに焼き鳥が食いたいと思った」とカエデ。

「一体何秒で鶏一匹をさばけるのか、時間を計りたいね」とルナ。

　テッキは無言のまま歩調を速め、カエデ達を置き去りにしようとした。

「待って待って！　冗談だって」

　ルナはテッキを追いかけようとした──が、数歩進んでから、カエデがついてこないことに気づく。

　振り向くと、カエデは呆あつ気けにとられたような顔をしていた。

「……何か、まずいことでも言ったか？」

「あー、カエデ、別にボケたつもりじゃなかったんだね……」

　ルナは手で顔を押さえ、嘆なげきの吐と息いきを漏もらした。







「親父おやじかよ。何の用だ？」

　試合後、二人の男がホテルのとある一室を訪問していた。訪問されているのはビル・マナサス、つい先ほどシャワーを浴あび終おえ、着き替がえている最さい中ちゆうである。

　訪問しているのはシド・マナサス、マーレボルジュの幹部たるビルの父と、その秘ひ書しよだった。

「先ほどの試合、見せてもらった」

　重々しい声で、シドは切り出した。その声の響きにビルは不ふ吉きつなものを感じ、気け圧おされる。

「相変わらずのワンマンぶりだな。スパイクボールはチームプレイこそが肝かん要ようだ、と何度言ったら理解するんだ？」

「……さっきの試合は勝ったんだ。それで文もん句くはねえだろう」

　わずらわしげにビルは答えた。

　はあ、と大きなため息をつきながら、シドは頭を振ふった。

「おまえにスパイクボールを教えたのは、チームプレイを通して、多人数による協力の大切さを学まなんでほしかったからだ。ところがおまえときたら、俺が俺がばかりで、他人に任まかせるということがまったくできていない。わしの若い頃ころは、──」

「いい加減にしてくれよ、こちとら疲つかれてるんだ」

　鋭い語気で、ビルは言い返した。

「試合の感想を言いに、わざわざここまで来たのかよ」

　ギッと強くにらみ返す。

　強い視線を、シドはまったく意に介かいしないで受け止めた。

「……そうだな。歳としを取ると繰くり言ごとが多くなっていかん。わしも、若い頃は親の長話にイライラさせられたものだ」

　自じ嘲ちよう気味の笑えみを浮うかべてから、シドは質問を投げた。

「確かく認にんしに来た。おまえ、本当にウェストポイントを殺してはいないんだな？」

　その言葉を聞くと、ビルはますます表情を険けわしくした。

「その質問、何度目なんだよ！　俺じゃねえって言ってんだろ!?」

　飢うえた虎とらのごとき調子で、ビルは吠ほえた。

　顔色一つ変えずに、シドは自分の息子むすこの顔を凝ぎよう視しした。ビルは本当のことを言っているのか、それとも噓うそをついているのか。噓を隠すために怒ど声せいを張り上げているようにも見えるし、親から疑われていることに本当に苛いらついているようにも見える。

　どちらとも、判断をつけかねる。

「おまえが裏うらで糸を引いた、というのならば、正直に言え。実行犯をウェストポイントに引き渡わたせば、すぐに始し末まつはつく」

「だから、違ちがうって。何度言わせりゃ気が済むんだ」

　親子のにらみ合いが続き──先に引いたのはシドだった。肩を落とし、息を吐く。

「いいだろう。ならば、間違いのないようにシェンを処しよ刑けいするんだ。奴やつが無む罪ざいになってしまえば、ウェストポイントの奴らの怒いかりの対象は、わしに向けられることになる。全面抗こう争そうだけはなんとしても避さけねばならん──これほど無益なことはない。スパイクボールにたとえれば、退場者ばかり出て得点の入らない試合のようなものだ」

「わかってるさ」

　ビルは態度を和やわらげた。

「必ず、試合であの野や郎ろうを血ち祭まつりに上げてみせるとも」

「幸こう運うんを祈いのっている」

　最後にそう言い残して、シドは部屋を去った。




「どう思うかね、ホプキンス君」

　ホテルの廊ろう下かを歩きながら、シドは秘書に問いかけた。

　髪かみを七三に分け、ぴたりと正せい装そうした、いかにも謹きん厳げん実じつ直ちよくという印いん象しようを与あたえるこの秘書は、

「ビル君は相変わらず胸むな毛げが濃こいですね」

　まじめな顔のままに、そう言い放った。

「フッフッ」シドは短く笑った。「それはわしも思った。ただ、わしが聞きたいのは、あいつがウェストポイントを殺したのかどうか……ということだ」

「……まだ迷まよっていらっしゃるのですか」

　無む言ごんをもって、シドはホプキンスの問いに答えた。

　スパイクボールリーグ運営権入札の一件以来、もとより良いとは言えなかったウェストポイントとの仲は最悪になっていた。ビルがついかっとなってウェストポイントを始末した、とは十分に考えられることである。

「あいつは目先のことしか見えない単純バカだからな。スパイクボールでも、よく敵のフェイントにひっかかる」

「はあ……」

　ホプキンスは曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。

「とはいえ、あいつがやっていないと言うのなら、信じるしかない。まあ、裁判となればあいつはうまくやるだろうから、心配することはないのだろうが……」

「心配なのは、内通者の件ですね」

「ああ」

　シドは短く頷うなずいた。

「ウェストポイント側に入札額が漏もれていた。それは間違いない。だが、誰だれが漏らした？　こればかりはほっとくわけにはいかん。敵チームに自チームの機密情報が知られていたら、勝てる試合も勝てなくなる」

「厄やつ介かいな問題ですね」

「ああ。こちらの方が、より深しん刻こくな問題だ。残念なのは、いずれが重要な問題なのか、ビルは全まつたくわきまえていないということだ。目先の裁判ばかりに夢中になりおって」

　苛いら立だたしげに吐はき捨てた後、シドはホプキンスに視線を投げた。

「調査はどうなっている」

「今のところ、はかばかしくありませんね」ホプキンスは答えた。「報告できるような事実はありません。引き続き調査いたします」

「いいだろう。ならばさっさと行け」

「御ぎよ意い」

　短く答えると、ホプキンスは進しん路ろを変え、ホテルの裏うら口ぐちから街へ繰くり出していった。







「改めて聞いておくが」エルバはシェンに言った。「本当に、あんたが殺やったんじゃないだろうな」

「もちろんですよ。そうだったら、皆みなさんにこんな迷めい惑わくはかけませんって」

　愛あい想そ笑いを浮かべながら、シェンは控ひかえめに言った。

「おめえ、随ずい分ぶんこだわるじゃねえか」

　横からリデルが口を挟はさむ。するとエルバはリデルをにらみ、

「こだわるに決まってんだろ。ジャッジメントルールとかいう狂きよう気きの戦いに身を投じるんだ、実はあとで『本当は犯人でした』とか言われたら泣くに泣けねえ。やる以上は、シェンを信じたいんだよ」

「信じる心が強さになる、ってか」

「少なくとも、迷いがあっては戦えない。スパイクボールじゃあなおさらだ」

　そう言って、エルバはシェンに視線を戻もどした。

「気になるのは、あんたの態度だ。理り不ふ尽じんな疑いをかけられたなら、怒って然しかるべきだ。それなのにあんたときたら、ビビって泣きわめくだけだ。もう少しガッといったらどうなんだよ。ガッと」

「ガッ、と言われましても」

　困こん惑わくしてシェンは眉まゆをひそめた。

「こいつは昔からそういう奴なんだ。至いたって心こころ穏おだやかなナイスガイなんだ」

　リデルはフォローを入れた。

　被ひ告こくチーム一同は、レストランのオープンテラス席にて食事を摂とっていた。日が没ぼつしたので練習を切り上げ、みんなで夕食を食べているところである。

「心穏やかなナイスガイが、なんでマーレボルジュの人間になってるんだよ」

「仕方ないじゃないですか」シェンは笑みを絶たやさない。「例の虐ぎやく殺さつ事件の余よ波はで、ガーディアン少しよう佐さの配下だった僕の立場がなくなったので、軍を辞やめざるを得えなかったんですよ。少佐に習ったことで、世間で金かね稼かせぎになりそうな技ぎ術じゆつといえば、毒どく殺さつ技術くらいでしたから」

「……クラヴリーの野郎は、部下に一体何を教えてるんだ」

「デイジーには食用キノコと毒キノコの見分け方を教えてたっけな」リデルは身体からだを揺ゆらした。「デイジーとシェンがいれば、荒あれ野のに放ほうり出されたとしても、餓が死しだけは心配しなくて済むぜ。デイジーは食えるキノコを、シェンは食える草を、きっちり見み極きわめてくれるからな」

「……軍ぐん務むってのは色々大変なんだな」

　エルバは呆あきれかえるしかなかった。

「戦うだけが、軍人の仕事ではありませんからね」

　突とつ然ぜんテッキの声が割り込んできた。振ふり向くと、すぐそこにテッキ、カエデ、ルナが立っている。

「うおお」エルバは声を上げた。「いきなり、驚おどろかせるな」

　エルバの声を聞くと、テッキはほんのわずかに口元を吊つり上げた。

「声に元気がありませんね。練習は順じゆん調ちようですか？」

「練習の段だん階かいで死にそうだ」

　エルバは短く答えた。それからカエデに目を遣やり、

「で、カエデ、メンバーに入る気になったか？」

　勧かん誘ゆうしてみた。

「絶ッッッ対イヤ」カエデは即そく答とうした。「誰が参加などするものか」

「おいルナ」エルバはルナに視線を投げる。「おまえ、カエデを説得するなんて赤あか子ごの手をひねるようなもんだって言ったじゃねえか」

「ごめん」ルナは笑いながら謝った。「カエデは赤子じゃなかった」

　エルバは疲ひ労ろうのこもった息を大きく吐き出した。カエデに視線を戻す。

「後こう悔かいすんぞ。あの時自分が頷うなずいていれば、愛すべき友人エルバ・ナイトロンドは死なずに済んだ、ってな」

「この程度で死ぬようであれば、所しよ詮せん貴様はそれまでの男だということだ。もう一つ参考までに言うと、私はおまえのことを愛していない」

　無表情のままにカエデは言った。エルバはますます表情を暗くした。

「気の重くなることばっかりだ。誰だれか、素す直なおに俺を応おう援えんしてくれる奴やつはいねえのか」

「ここにいるじゃないか」ルナが挙きよ手しゆした。「僕はいつだって君の勝利を祈いのっている」

「人じん外がいは論外」

　エルバはぺっと手を振った。

「おまえが悪あく魔まを召しよう喚かんできるんなら、間ま違ちがいなくチームに引き入れてやるんだけどよ」

　ルナは魔神である。限りなく人に似た容よう姿しはしているが、その身体は塵ちり、虚きよ体たいによって構成されている。悪魔を喚よんで、虚体の上に虚体をまとうことはできない。

「カエデの説得もできねえし、魔神ってのは役に立たねえなあ」

　エルバが吐はき捨すてると、

「おいコラ。そいつは聞き捨てならねえなあ。同じ魔神として」

　ぬるり、とテッキの袖そで口ぐちからボルの触しよく手しゆがはみ出した。

「だったらこの俺が参加してやろうか？　ああん？」

「参加って、おまえだって悪魔喚べないだろ。魔神だから」

「この俺が無む形けいの魔神ってこと、忘れてもらっちゃ困るぜ？　スパイクボールに使うのはコートマンハウンドだったか？　化けてやろうじゃねえの」

　袖口から完全に滑すべり落ちたボルは、自らの触手を束たばね、メタモルフォーゼを開始した。むくむくと身の丈たけを伸ばし、手と脚あしを生やして、犬面人身の姿へと近づいていく。

「おお、こりゃ……」

　一いつ瞬しゆんエルバは期待を抱いだいた。が──

「さ、これでどうよ？」

　変形を完かん了りようしたボルは、寸分違たがわずコートマンハウンドの姿を模も倣ほうしていた──ただ一点、顔面にボルの巨きよ大だいな目玉が残ったまま、というところを除いては。

「キモい！」

　エルバは思わず叫さけんでいた。

「待てや」ボルは一つ目をエルバの鼻先に近づけた。「人が厚こう意いでやってやってるってのに、キモいとはなんだこの野や郎ろう」

「キモいものはキモいとしか言いようがない」

　エルバは他ほかの面々に同意を求めた。

「一言で言えば、キモいというか」とテッキ。

「二言で言えば、超ちようキモいというか」とカエデ。

「三言で言えば、激げき烈れつ超キモいというか」とルナ。

「ちょっと顔が違うくらいいいじゃねえか」

　ボルは抗こう弁べんするが、

「ちょっとどころじゃねえ。明らかに顔が違い過ぎる。これだから、魔神の美的センスは信用できないんだ」

「それは聞き捨てならないね」ルナが聞きとがめた。「僕のような、美的センスという言葉を形にしたような存在があるというのに」

「人外は論外だっつってんだろ!!」

　ヤケクソにエルバが叫ぶと、ルナとボルはまるで歩ほ調ちようを合わせたかのように二歩、ショックを受けたように退き、顔をテッキの肩かたに埋うずめた。

「テッキちゃん、エルバがいじめるよお」

「善ぜん意いを発はつ揮きしてやろうと思ったらこの仕打ちだ。なんなんだよ畜ちく生しよう」

「はいはい」

　テッキは二柱の背中を叩たたき、極きわめて適てき当とうに慰なぐさめた。
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「それより、聞きたいことがあって来たんでした」

　と言って、シェンを見つめる。

「あなたに改めて問いたいのです、ミード・シェン」

　テッキの表情に真剣な色を見み出いだして、シェンも思わず姿勢を正した。

「は、……なんでしょう」

「あなた、本当にウェストポイントを殺していないのですね？」

「その話はついさっき聞いたばかりだぜ」

　エルバが割り込んだが、テッキは手を一ひと振ふりしてそれを退ける。

「ワタクシは、当人から答えを聞きたいのです」

　そう言って、シェンの顔をのぞき込む。

　シェンはいつもの笑えみを浮うかべて答えた。

「もちろんです。僕はやっていない、と言い切れますよ」

　長らく、二人は見つめ合っていた──テッキは難むずかしい表情のまま、シェンは笑顔のまま。

　先に身を引いたのはテッキだった。

「……しかし、何故なぜあなたはそう笑っていられるのですか。覚えのない疑いで命まで取られようとしているのです、もう少し怒おこって当然なのではありませんか」

「その話もついさっき聞いた」

　またエルバが割り込んだ。テッキはエルバをにらんだ──が、それだけだった。シェンに向き直り、問いかけた。

「それともあなた、抗こう争そう勃ぼつ発ぱつを防ぐために犠ぎ牲せいになるとでも言うつもりなのですか」

「そんなつもりはありませんよ。もしそうであれば、最初から罪を認めています」

　シェンは静かな調子で答えた。

「それに、僕だって別に怒っていないわけではありませんよ。理り不ふ尽じんな疑いをかけられて、黙だまっていられるものですか。でも、エネルギーは試合まで溜ためておく。それだけです」

　そう説明して、シェンは笑った。

「そうですか。ならば、いいのですけど」

　テッキは小さな声で言った。

「試合が開かい催さいされずに済んだら、もっといいんだが」エルバが言った。「テッキ、そっちの捜そう査さはどうなっているんだ。決定的な証しよう拠こをつかんでいるとか、聞き心地ごこちのいいことを言ってくれ」

「虚きよ偽ぎの報告を行うことは職業倫りん理りにもとる、と思いますので」テッキは冷たく答えた。「残念ながら、有力な情報は今のところありません。もちろん、引き続き調査は続けますが」

「結局、試合に勝つしかないのか。俺も、頭を抱かかえて泣きわめきたくなってきた」

　祈いのるような思いで、エルバは天を見上げた。







「やあ諸君。待たせたな」

　クラヴリー・ガーディアンは試合当日、開始寸前になってやっと姿を現した。

「初めに、言っておきたいことがある」

　姿を見た瞬しゆん間かん、エルバはクラヴリーの眼がん前ぜんに仁に王おう立だちになった。

「今まで練習に出てこなかったのは何故か、と言うんなら、謝ろう」

　クラヴリーは先回りして言った。

「色々と、外せない私用があってね。本当に済まなんだ。決して地ち下か迷めい宮きゆう探たん索さくにかまけていたり、ボードゲーム制作に時間を取られていたりしたわけじゃないぞ。生活のために就職活動を──」

「俺が言いたいのは、そんなことじゃねえ」

　エルバは人差し指をクラヴリーの鼻先に突つきつけた──より正確には、仮か面めんの上に。

「なんで仮面をつけてるんだよ、クラヴリー！」

　生はえ際ぎわから鼻の下まで、クラヴリーの顔は仮面に覆おおい隠かくされていた。仮面そのものは地じ味みなデザインだが、クラヴリーのような白く長い髪かみの男が装そう着ちやくすると、怪あやしいことこの上ない。

「おっと、クラヴリーなんて呼ばないでくれ」クラヴリーは両手を上げて制せいした。「今の私は謎なぞの覆ふく面めん市民、ルブラン・マドレーヌ。ルブランと呼んでくれ」

「……なんだよ、その設定は」

「私が指名手配の身の上だってことを忘れてもらっちゃ困こまる。こんな衆しゆう人じん環かん視しの中、堂どう々どうと素す顔がおを晒さらせるとでも思うのかね」

「脱だつ走そう犯という身分は肩かた身みが狭せまいですね」

　微び笑しようを浮かべながらシェンが言った。

「そりゃま、たしかに人はたくさん集まってるけどよ……」

　エルバはフィールドを見やった。スパイクボールのコートの周囲を、観客がぐるりと二重にも三重にも取り巻いている。これから繰くり広げられるであろう暴力の嵐あらしを期待し、空気は徐じよ々じよに盛り上がっている。

「コートマンハウンドを召しよう喚かんするんだから、顔は隠れるだろうが」

「そりゃそうだが、コートの上では何があるかわからん。気き絶ぜつして虚きよ体たいが散ちることもあるだろう。念には念を、ってとこだ」

「そうかい」

　吐はき捨てて、エルバは集まっているメンバーを見み渡わたした。プレイヤーだけではない、カエデもさりげなく被ひ告こくチームの輪の中に入っている。

「なあカエデ、──」

　エルバが声をかけると、

「絶ッッッ対イヤ」

　カエデは速そつ攻こうで拒きよ絶ぜつした。

「まだなにも頼たのんでねえのに」

「また『チームに加わってくれ』って言うんだろ。絶対イヤだ、となんど言えばわかるんだ」

「おまえなら、間ま違ちがいなく即戦力になると思うんだが」

「イヤなものはイヤだ。観客席で応おう援えんしてやるから、それだけでもありがたいと思え」

「心の狭いことで。……ところで、テッキとルナは来てないようだな」

　もう一度あたりを見回しながら、エルバが呟つぶやく。

「捜査中だ。尻尾しつぽらしいものをつかみかけている、とは言っていた」

「その言葉はもっと早く聞きたかった。今この時点でつかみかけ、って遅おそすぎだろ」

「ゲームに勝利することだけを考えろ。……それからもう一つ、能力逆流スピンオフは使うなよ」

「わかってる。この俺が、魔ま神じんの力を人前でみだりに使うような人間に見えるのか？」

「見えるから言っている。おまえの場合、ちょっとぶつかられただけですぐキレそうだしな」

　ム、とエルバは表情を曇くもらせた。

　その時、コートで審しん判ぱんがピーと笛を鳴らした。試合を始めようという合あい図ずである。

「さ、行くぜ。この試合に、シェンの命がかかっているからな」

「皆みなさん、よろしくお願いします」

　チーム一同に、シェンは深々と頭を下げた。頭を下げる前までは例の笑えみを浮うかべていたのだが、

「…………」

　次に頭を上げた時、彼の顔には恐きよう怖ふが貼はりついていた。

「あああ……本当にコートから生きて出られるんだろうか……!?」

「出られる。俺達の力を信じろ」

　手のかかる野や郎ろうだなあ、と思いつつ、エルバはシェンの背中を叩たたいた。







　ボッコ、とテッキは万力で男の頰ほおを殴なぐった。

「ムグゥ!?」

　クリーンヒットを食くらって、男はその場に倒たおれた。

「うがあ！　痛いてぇ……！」

　頰に手を当て、足をバタバタさせ、悶もん絶ぜつする。

「話して頂きましょうか。あなたが隠していることを」

　静かな、押し殺した声を、テッキは男にぶつけた。

「こんなに痛めつけられたら、しゃべりたいこともしゃべれねえだろ！」

　男は情けない言い訳をしたが、

「ああ、そうですか」

　適当に答えて、テッキはもう一発殴った。

「ぬぐう!?」

　変な悲ひ鳴めいを上げて、男は地面に這はった。

「しゃべれないというのなら、しゃべる気になるまで何度でも殴るだけですよ。歯が全部折おれたとしても、ワタクシの知ったことではありませんし。……流りゆう動どう食しよくって、お好きですか？」

　冷つめたくテッキは言い捨すてる。

　真の恐怖の色が、男の目に浮かんだ。

「カエデじゃないけど、たしかにテッキちゃんの取り調べは受けたくないねえ」

　その様子を端はたから見ていたルナが、他人ひと事ごとのように呟つぶやいた。

「教えて頂きましょうか」テッキは重ねて問うた。「ウェストポイントが殺された晩ばん、あなたは現場近くで、何を見たのですか？」

「言う！　言うから、万力を引っ込めてくれ！　お願いだ！」

　腰こしが砕くだけたまま、男は這って退いた。

「たしかに、あの晩、見たよ……あたりを気にしながら、スティックを担かついで出て行くドミンゴの姿をよお」

「ドミンゴ？　シェンではなくて？　その人物は……あなたの知り合いですか？」

「ああ、そうだ」男は堰せきを切ったようにしゃべった。「あいつだよ、ウェストポイントを殺ったのは！　間ま違ちがいねえって。なにしろ、奴やつの担いでいたスティックには、血がベッタリついていたんだからな……たった今人を殴り殺してきました、って感じの血が」

「へえ。そいつはすごい」ルナが声を上げる。「たしか、ウェストポイントは鈍どん器きで殴り殺されたんだったよね。スパイクボールのスティックは、十分殺人に堪たえうる。……って、そのスティックってのは、スパイクボールのスティックだよね」

「当たり前だろ」男は答えた。「ひのきの棒ぼうで人が殺せるか」

「そのドミンゴというのは、何者なのです。マーレボルジュの人間ですか」

　テッキの質問に、男はすぐ答えた。

「そうだ。マナサスのところのモンだよ」

「なんですって」今度はテッキが動どう揺ようする番だった。「マナサスの組織の人間が、ウェストポイントを殺ったと……？」

「今いま更さら噓うそなんてつくか」

　腫はれ始めた顎あごを押さえながら、男は必ひつ死しに訴うつたえた。

「だから言いたくなかったんだ。あいつが殺ったと知れ渡わたったら、報復大合戦が始まるからよお。ったく、あんなとこ見ちまうなんてさあ」

「さてさて」ルナが両手を広げた。「こりゃ面めん倒どうになってきたね。これ以上首を突つっ込んだら、大変なことになっちゃうよ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶすような表情を、テッキは露あらわにした。

「その、ドミンゴというのは何者ですか」

「ビル・マナサスの付き人みたいなもんだ」男は答える。「ビルは気き性しようの荒あらい人だから、しょっちゅう付き人をとっかえひっかえしてるのさ。今度はドミンゴの野郎が貧びん乏ぼうくじひいちまった、って話でね」

「その……ビル・マナサスの命令を受けてドミンゴがウェストポイントを殺した、ということでしょうか？」

「ま、ビル自身がウェストポイントを殺したのかもしれねえけどよ」男は冗じよう談だん気味に言った。「あの男だ、ついかっとなって、持ってたスティックで力ちから一いつ杯ぱい殴ったら死にました、なんてこともねえとは言えねえな」

　す、とテッキは一歩退いた。

「……どうも、一番悪い事態になりつつあるようですね」

　考え込まずにはいられなかった。このまま真実を明らかにすれば、ウェストポイントの組織とマナサスの組織とでの大だい抗こう争そうは避さけられなくなる。

「組織のボスの息子むすこが手を下くだしたとなれば、さすがにおいそれと突き出すわけにもいきませんものね……」

「テッキちゃんが挙げた四つの可能性のうち、一番が正解だったってことかな」ルナが言った。「たしかに、こりゃ最悪の可能性だ。だんだん面おも白しろくなってきた」

「面白いなどと言っていられる場合ですか。……まあ、あなたのような魔ま神じんにとっては、人の生き死になど知ったことではないでしょうけど」

　テッキは眉まゆをひそめた。

「結局のところ、どうするの？　ここで手を引いて、あとはエルバの勝利を祈いのる、という選せん択たく肢しもあると思うけど」

　ルナの言葉に、テッキはうつむいて考え込む。

　しばしの間をおいた後、

「……いえ、このまま前へ進みましょう」

　重々しくテッキは宣言した。

「とにかく、真実を知らなければ話になりません。真相をぶちまけるか、それとも胸の奥に秘ひめ置くかは、真実を知ってから改めて考えれば良い。そうではありませんか」

「同意を求められても困るんだけどね」ルナは笑った。「とはいえ、テッキちゃんならそう言うと思ってたよ。じゃあ、話を続けようか」

　そう言って、腰を落としている男に目を向ける。

「そうですね」テッキも男の眼前に立ちはだかった。「そのドミンゴなる人物、どこにいるか、教えて頂けませんか？」

　丁てい寧ねいな物もの腰ごしで、質問する。

「どこにいるか、だと」男は渋じゆう面めんを作った。「なんでそこまで教えてやらなくちゃならねえんだよ」

　テッキは無言のまま、万力を男の目の前に掲かかげた。

「……いや、口こう頭とうで伝えるんじゃなくて、俺が案内して差し上げましょうって意味でね」

　男は咄とつ嗟さに愛あい想そ笑いを浮うかべた。







　コートのセンターラインを挟はさんで並ぶメンバーの数には、明めい白はくな差があった。

　被ひ告こくチームが全六名なのに対し、原告チームはその数倍。コート内に並ぶために二列にならなければならないというありさまだった。細かく人数を数える気にすらならない。

「血ち湧わき肉にく躍おどる公開処しよ刑けいショーにようこそ」

　原告チームの先頭に立つビルは、シェンをにらんで凄すごんでみせた。ひ、と小さい声を上げてシェンは震ふるえ上がる。

「妙みようなことを言ってもらっちゃ困るなあ」

　ぬ、とリデルが身を乗り出し、ビルに対した。

「裁判が終わるまでは、シェンはシロでもクロでもねえんだからよ」

　ビルはリデルに視線を振ふり向けた。巨きよ漢かん二人がライン越ごしににらみ合う。

　体格的に、二者は拮きつ抗こうしていた。二人の激げき突とつは、きっとギャラリーにとっては大いに期待を抱いだかせることだろう。俺もギャラリーとして無む邪じや気きに楽しめる立場だったらなあ、とエルバは思わずにはいられなかった。

　だが──

「俺達はな、そいつを殺さなきゃならねえんだよ」

　ビルは顎あごをしゃくってシェンを示した。

「邪じや魔まするんなら、てめえら一人残らずブチ殺す。五ご体たい満まん足ぞくでこのコートから出られるとは思うな」

「その言葉はてめえにそっくりそのまま返すぜ」

　一歩踏ふみ出し、エルバは言い返した。

「無実の人間を処刑させるわけにはいかねえ。シェンを守るために、俺達は全力を尽つくす。おまえこそ、痛い目に遭あわないよう気をつけるこった」

「ほざいたな、ガキが！」

　ビルは恫どう喝かつした。エルバも負けじとにらみ返す。

「その辺にしとけ」リデルが割り込む。「コイントスだ」

　審しん判ぱんがコイントスをし、原告チームはボールを、被告チームはコートを取った。

「ここに鉄球裁判を開かい廷ていする！」

　片手を掲げ、主審は声高らかに宣言した。それを受け、試合参加者はそれぞれのポジション、あるいは控ひかえのベンチへと動いていく。

「……よろしくお願いします」

　シェンはエルバに軽く頭を下げると、ディフェンダーの位置へと向かっていった。

　ドース連れん邦ぽうのスパイクボールにおいては、ゴールキーパーというポジションは、正式には存在しない。全員が悪魔を召しよう喚かんするため、誰だれがキーパーなのか判別できないのだ。おおまかにはフォワード、ミッドフィルダー、ディフェンダーの三種のポジションを六人の選手が二─二─二で受け持って、自じ陣じんを守り、あるいは敵てき陣じんを攻こう撃げきする。特にキーパーを立てるのは、反則に伴ともなうペナルティショットを受ける時くらいだ。

「……お？　ビルの野や郎ろうはベンチスタートか？」

　コートから出て行くビルの姿を、エルバは捉とらえていた。

「自由交代制だからな」リデルが口を挟んだ。「体力を温おん存ぞんしておいて、ここぞというところで出てきてシェンを叩たたき潰つぶす、って腹はらづもりだろうぜ」

「ほんと、俺の知ってるルールとはいろんなところで勝手が違ちがうな。たまんねえ」

　嘆なげくエルバに、クラヴリーが笑い声をぶつけてきた。

「文句を言いなさんな。ルールに慣れていないのは向こうも同じだろう」

「そうかあ？」

「鉄球裁判が開かれるのは、年に三度あれば多い方だ。向こうのチームは三十人くらいいるが、経けい験けん者しやは三人を出るまい。オレンジジュース一本賭かけてもいいね」

　自信満々にクラヴリーは語ったが、

「いや、マナサスは鉄球裁判経験者を優ゆう先せんしてチームに入れた、って話ですぜ」

　リデルは申し訳なさそうに言った。

「…………」

　しばし黙だまり込んだ後、

「じゃあ、この勝負に勝ったら、私がチーム全員にスクリュードライバーをおごろうか。ウォッカ抜ぬきのやつ」

　クラヴリーはしれっと言った。

「鉄球裁判経験者の軍団に勝てたらの話だがな」

　恨うらみがましく、エルバは言った。

　コートの中央で、主審が試合開始の笛を吹ふき鳴らす。

　それを合図に、選手全員がコートマンハウンドを召喚し、原告チームのフォワードは鉄球をスティックでひっぱたいた。







「……ベンチスタートか」

　どっかりとベンチに腰こしを落としたビルの背中に、低く響ひびく声がかけられる。

「おおよ」ビルは振ふり向かずに答えた。「チームメイトを信じろって言ったのは親父おやじ、あんただろ」

　その答えに、シド・マナサスは小さく息を吐はいた。

「ま、好きにするがいい」

「ところで」ビルは父に語りかける。「この試合の審判団、俺が手配したメンバーじゃないようなんだが──もしかして、親父が手を回したのか」

「当然だ」シドは答えた。「審判を買ばい収しゆうしようなどと、恥はじを知れ」

「なんでだよ！」

　ビルは振り返り、シドに怒ど鳴なりつけた。

「チームメンバーをかき集めることには何の文句も言わなかったじゃねえか！　ついでに審判もかき集めて何が悪い!?」

「断だん然ぜん悪い」揺ゆるがない声でシドは言い返す。「審判というのは神しん聖せいなものだ。おまえが金を積つんで選手を引っ張ってきたのは、まあ目をつぶってやろう。だが、審判買収だけは許すわけにはいかん。おまえが優すぐれたスパイクボーラーであるならば、審判の厚こう意いなどなくとも勝利を勝ち取れるはずだ」

　そういう言い方をされると、ビルとしても言い返すことは難しかった。ム、と唸うなって、それきり口をつぐむ。

「……ま、いいだろ」

　ビルはコートに視線を戻もどした。

「三十対六なんだ。そもそも奴やつらに勝ち目などねえのよ」

　勝ち誇ほこった余よ裕ゆうの態度で、ビルは試合の推すい移いに見入った。







「彼ですか」

　ドミンゴの姿を見つけて、テッキは男に確かく認にんした。

　ドミンゴは安い居い酒ざか屋やのカウンター席で、連れらしき人物と飲んでいた。遠目に見たところ、それほど深く酔よっているわけではなさそうだ。

「間ま違ちがいありませんね？」

「間違いねえよ」

　早く放はなしてくれ、と言いたげに男は言い返す。

「もし間違いだったら、後日改めてあなたのもとを訪問して、顔の腫はれが左右対たい称しようになるようにして差し上げますからね」

　男は左顎あご、腫れ上がっている顎を手で押さえた。

「絶対間違いねえって！　本当だ！」

「……そこまで言うのでしたら、信じましょう。ルナ」

　テッキに促うながされて、男の襟えり首くびをつかんでいたルナは手を放す。途と端たん、男は弾はじかれたように逃にげていった。

「すっかりおびえちゃって、可哀かわい想そうに」

　消えていく男の後ろ姿を眺ながめながら、ルナは呟つぶやいた。

「最初から素す直なおに話していれば、無む駄だな怪け我がをせずに済んだのですよ」

　テッキはそう答えて、居酒屋に踏ふみ込んでいった。

　ドミンゴはスーツ姿の男と話し込んでいた。ひどくおびえているようだった──スーツの男は至って普ふ通つうの人物で、口調も穏おだやか、ドミンゴを脅きよう迫はくしているようには見えないのだが。

　しかし、彼らの会話の内容がなんであるかはさしあたり関係ない。テッキは無む造ぞう作さに手を伸のばし、ドミンゴの肩かたをつかんだ。

「失礼……」

「ヒッ!?」

　ドミンゴは跳はね上がった。何ごとか、とスーツの男もテッキを見上げる。

「あなた、ドミンゴさんですね？」

　テッキが問いかけると、

「一体なんだよ、今日は次から次へと！」

　震ふるえる声で、ドミンゴは言い返した。

　テッキは厳しい表情でドミンゴに声をかける。

「少々あなたにお話をうかがいたいのです」

「……と、それは困りますね」

　ドミンゴが何か言うより早く、スーツの男が口を挟はさんできた。

「私の方が先せん着ちやくです。彼に話を聞くのは、私の話が済んでからにして頂きましょうか」

　さして大きくはなく、しかしよく通る声で、男は主張した。

「それは失礼しました」テッキはにこりともせずに言った。「どの位くらいかかりそうですか？」

「正直言うと、わかりません。ドミンゴ君次し第だいですよ」

「ワタクシとしては、できるだけ早くお話ししたいのですが。何しろ、人の命がかかっておりますので」

　あくまでも引かず、テッキも言う。

「人の命？」

　スーツの男が、テッキの言葉に注意を奪うばわれたその瞬しゆん間かん。

「…………！」

　ドミンゴは突とつ然ぜんテーブル上の皿をひっくり返すと、その場から全力で逃げ出した。

「うあっ!?」

　皿にぶつかりそうになり、テッキもスーツの男も一瞬自分の顔を覆おおった。その隙すきに、ドミンゴは居酒屋の出口目がけてまっしぐらに駆かけていく。

　普通であれば、テッキ達がまごついている内に、ドミンゴは逃げられただろう。だが運の悪いことに、この時はルナが居合わせていた。

「事情はわからないけど、とりあえず待ってもらおうか」

　ルナの足あし下もとから、赤い霧きりが発生する。それは蛇へびのように地面近くを素す早ばやく進み、ドミンゴの足にからみついた。

「なッ!?」

　ドミンゴは足をつかまれた。出口寸前でべたりと転てん倒とうする。

　その間にスーツの男は床ゆかを蹴けり、ひとっ飛びで距きよ離りを詰つめて、ドミンゴの背にのしかかった。

「足下もおぼつかないほど酔よいましたか？　飲み過ぎですね」

　もちろん、スーツの男はルナの能力逆流スピンオフなど知るよしもない。それが、ドミンゴの転倒に対するごくまっとうな認識である。テッキは苦く笑しようした。

「失礼ですが、私の代わりに支し払はらいをして頂けませんか」

　ドミンゴを押さえたまま、スーツの男は財さい布ふを取り出して紙し幣へいを一枚抜ぬき、近づいてきたテッキに差し出した。

「どうやら、そろそろ場所を変えた方がよさそうだ。……あなたもご一いつ緒しよしませんか」

「そうしましょう」

　紙幣を受け取りながら、テッキは一礼した。

「ワタクシ、探たん偵てい業を営いとなんでいるアルテキア・バベルハイズと申します。あなたは……？」

　問いかけに対して、

「私はホプキンスと言います。職業は……代理人、とでもしておきましょうか」

　スーツの男、ホプキンスは丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいした。







「のおりゃあああっ！」

　黒いコートマンハウンドが、スティックでエルバの足を薙なぎにかかった。

「ざけんな！」

　エルバはひょいと跳とび上がって、敵のスティックの上に乗っかった。と同時に鉄球を叩たたき、パスを出そうとする。

　が、スティックは空を切り、代わりに敵プレイヤーの顔面に激げき突とつした。

「ぬげッ!?」

　敵プレイヤーは悲鳴を上げ、ひっくり返った。

　エルバの空から振ぶりは、わざとである。ボールを取りに行こうとして、結果としてプレイヤーを殴おう打だしてしまうという行こう為いは、ルールで許ゆるされたことだ。もとよりそのルールを利用して、敵プレイヤーはエルバの足を狙ねらいに来たのであって、エルバはやり返したに過ぎない。

　地面に落ちたボールを改めてひっぱたき、リデルへとパスする。

「任まかせろ！」

　スティックを器用に操あやつり、リデルは鉄球をキャッチする。

　その瞬間、黒い犬面人が二体、リデルに群むらがってきた。鉄球を取りに来たのは見せかけで、一方はリデルの頭、一方はリデルの胴どうを狙ねらって攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。

　しかし、そこはチキュウ空から手ての使い手である。

「そんなんで俺を潰つぶせると思うなよ！」

　リデルは両手を離はなしてスティックを握にぎり、腰こしより下の高さに構えた。チキュウ空手天てん動どう説せつの構かまえである。自分の両りよう腕うでの代わりにスティックを使おうというのだ。

　敵のスティックが接せつ触しよくする瞬間、リデルがひょいと身体からだをねじると──

「なああッ!?」

　二体の黒い犬面人は、お互たがいあらぬ方向へと吹ふき飛んでいった。リデルは悠ゆう々ゆうと鉄球をキープして、眼前に広がる敵てき陣じんへと切り込んでいく。

「さすがリデル、今日もチキュウ空手が冴さえまくりだな」

　リデルのプレイを見て、エルバは独り言ごちた。

　エルバの眼前で、倒たおされた原告側プレイヤーがずるり、と引っ張られた。原告チーム側ベンチから人が一人出て、気き絶ぜつしたプレイヤーをコート外へ引っ張り出そうとしていた。

　スパイクボールは気絶者が出ることも珍めずらしくないため、選手をコート外へ出すことを主任務とするメンバーが置かれる。これをキッカーと呼ぶ。文字通り、気絶者をコート外へ蹴り出すのだ。同時に七人以上の選手がコートに出るのは反則なため、気絶者を迅じん速そくにコートから出すのも、試合では重要なことだ。

　キッカーが引きずっていくその先には、ビルがいた。身体を細かく動かし、ウォーミングアップを行っている。

「チッ」エルバは舌打ちした。「ここで、野や郎ろうのお出ましか。早いな」

　試合は前半半ば、得点は〇対〇のままで進んでいた。原告チームは人数を生かしてさっさとメンバーを交代するという作戦で試合に臨のぞんでいたが、被ひ告こくチームもよく対たい抗こうし、情勢は拮きつ抗こうしている。ビルは早さつ速そくしびれを切らしたのだろう。

　気絶した選手がサイドラインを越こえた瞬しゆん間かん、ビルはコートへと飛び込んだ。選手交代に、試合中断を待つ必要はない。鉄球を転がすリデル目がけて、ビルはまっしぐらに走っていった。

「簡単に行かせるかよ！」

　エルバもビルの後を追って駆かけ出した。

　リデルはサイドラインを上がり、敵陣深くへと切り込んだ。鉄球をキープしたままに敵選手を引きつける。そこで持ちこたえ、ゴール前を手て薄うすにしようという心づもりだ。

　すぐにリデルの意い図とを悟さとって、エルバは進路変へん更こう、ゴール前に突とつ撃げきする。

　果たして、リデルは二人の選手を振り切ると、一瞬の隙すきをついてセンタリングを上げてきた。放ほう物ぶつ線せんを描えがく鉄球は、絶ぜつ妙みようのコントロールでエルバの眼前に落ちてくる。

「ナイスパス！」

　スティックをバックスイングし、ボレーシュートを放とうとした、その寸前──

「どけいッ!!」

　ビルの二回り巨きよ大だいなスティックが、エルバの顔面をクリーンヒットした。

「…………!?」

　衝しよう撃げきをまともに食くらって、エルバの姿勢は大おお幅はばに崩くずれた。スティックは鉄球をかすめ、鉄球はぽてりと転がる。

「邪じや魔まだッ！」

　鉄球をゴール前からはじき出すと同時に、ビルは柄えの方をエルバの首に引っかけた。

「グ!?」

　喉のどが詰つまった。ものすごい力で引っ張られ、エルバはほぼ一瞬で地面に引き倒される。仰あお向むけにギロチンの刃やいばを受けるような格かつ好こうになったところで、

「フン！」

　ビルは自分のスティックを、全体重をかけて踏ふんづけた。

「…………!?」

　目の前に星が飛んだ。速すみやかに、エルバの意識は飛んだ。







「……エルバ！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　次に気がついた時、エルバの眼前にはリデルとクラヴリー、二人の顔があった。

　はっと気づいて、エルバは上半身を起こす。そしてすぐに気がついた──リデルもクラヴリーも悪魔を解放し、素す顔がおを──クラヴリーは仮面だが──晒さらしていることに。

「なんで悪魔を喚よんでないんだ。まだ試合中だってのに……」

　と言ってから、今度は周囲の気配に気づいた。観客の賑にぎわいは落ち着き気味で、試合を観戦しているという風ではない。

　というかそもそも、コートに誰だれ一人いなかった。

「……試合は!?」

　慌あわててエルバは周囲を見やり、状じよう況きようを把は握あくしようとする。

「ハーフタイムだ」リデルが言った。「前半終しゆう了りようしたんだよ」

「なんだと」

　言われてみれば、エルバ自身もいつの間にかコートの外に出ていた。自じ力りきで出た記き憶おくは全くないのだが──

「ビルに踏ふんづけられて、気を失ったようだな」クラヴリーが説明する。「こっちにはキッカーもいないから、前半が終わるまで君をほっとくしかなかったんだ」

「…………」

　にわかには信じられない話だった。が、現実は現実として認みとめざるを得えない。

「ってことは、試合はどうなってる」

　と言いつつ、エルバの目はスコアボードを捉とらえていた。得点は〇対三、原告チームに大幅リードを許してしまっている。

「三点差だと……」

　ハッと気づいて、エルバはシェンの姿を捜さがした。

「…………」

　幽ゆう霊れいのようだった。心なしか目は落ちくぼみ頰ほおはやせこけて、死の気け配はいを漂ただよわせていた。

「おしまいか……もうおしまいなのか……!!」

　ただ両目だけがギラギラと輝かがやき、不ぶ気き味みな光を放はなっていた。

「落ち着けシェン、まだあきらめるのは早いぞ」

　落ち着かせようとクラヴリーが声をかけるが、

「慰なぐさめの言葉など聞きたくないぃぃ！」

　シェンは両手で両耳を塞ふさぎ、うろたえた。

「死ぬしか！　死ぬしかないのかー！　うあああーッ！」

　いい加か減げんシェンの動どう揺ようっぷりにも慣れてきたので、エルバは無視することにした。代わりに視線をコートの向こう側、原告チームベンチへと向ける。ピンピンしているビルがリーダーシップを取り、後半に向けてメンバーに指示を──語気の烈はげしさを見ると、「命令」と表現した方が正確かもしれない──下していた。

「あの野や郎ろう……」

　首もとを撫なでながら、エルバは立ち上がった。

「思い出した。あの野郎、俺の首を踏んづけやがって！　ありゃ完かん璧ぺきに反はん則そくだろ！」

「それが、反則じゃねえのよ」リデルが答えた。「うまいことスティックを使ってたからな。奴やつの棒ぼう捌さばきは超ちよう一いち流りゆうだな」

「納なつ得とくいかねえ！　あの野郎にはおとがめなしか！」

「まあ、そうなるな」

　カーッと頭に血が上るのをエルバは感じた。怒いかりはビルだけではない、自分自身にも向けられる。予想外の攻こう撃げきを受けたとはいえ、前半終了まで意識を失ったきりチームのお荷に物もつになってしまったとは何事か。

「許せん。色々と許せねえ……！」

　そばに置いてあったスティックを取り上げ、エルバはカエデの姿を捜した。

「スコアも絶ぜつ望ぼう的だ、シェンを救うためには四の五の言ってられねえ。カエデ、おまえが何を言おうが、俺は能力逆流スピンオフを使うからな！」

　ベンチ後方の観客の列に紛まぎれていたカエデは、険けわしい顔のままに進み出てきた。エルバの目を真っ向からにらみつけると、

「やれ」

　力強い声で言い切った。

「私も、奴らの卑ひ劣れつなやり方にはカリカリきていたところだ。能力逆流を使うなと言った私の方が間ま違ちがいだった、全力でやれ。というかむしろ私にもやらせろ！　見ている内に血が滾たぎってきた」

「お、ちょうどいい」クラヴリーが口を挟はさんだ。「一人、意識が戻もどらない奴がいるんだ」

　クラヴリーの足あし下もとに、チームメンバーが一人仰あお向むけになって寝ね転ころがっていた。呼こ吸きゆうはしているようだが、ぴくりとも動かない。

「ダウンしてたのは俺だけじゃなかったのか」エルバは言った。「となると、よく失点三だけで済すんだな」

「こっちに十分な補欠がいれば、最低でもタイスコアで持ちこたえられただろうさ。昔、軍で三さん連れん覇ぱしたこの私の腕うで前まえをなめるなよ」

「仮面つけたままで言っても、しまらねえですけどね」

　クラヴリーの言葉に、リデルが突つっ込む。

「とにかく、やるぞ」

　倒たおれている選手のスティックを取り上げて、カエデは誓ちかいの言葉を発した。

「マナサスのバカ息子むすこに制裁を加えてやる！　やってやるぞ！」

「おうよ！　行くぜ、カエデ！」

　応じてエルバも声を上げた──が、ふとあることに気がついた。

「ところで、聞いてなかったが、カエデ、スパイクボールの経けい験けんはあるのか」

「ない」カエデは言い切った。「だが、見よう見まねでやれないことはないはずだ」

　そして、カエデはスティックを正せい眼がんに構かまえた。カタナのごとく。

「その構え方はちょっと違うな」クラヴリーは冷静に評した。「ま、アドリブでどうにかなるだろう」







「悪くない」

　ミーティングを終え、ベンチに腰こしを下ろしたビルに対し、シドはそう評ひよう価かを下した。

「だが、良くもない。ベストパフォーマンスとは言えないようだな、ビル」

「ンなこたわかってらあ」

　前を向いたまま、しかし語ご気き鋭するどく、ビルは言い返した。

「随ずい分ぶん焦あせっているようだな。プレイがいちいち荒あらい。向こうにまともに補欠がいたら、試合はまだ〇対〇だったろう。まるで、優勝のかかった試合のように緊きん張ちようしているな」

「緊張しねえわけにはいかねえだろ。この試合に、東番外地の平和がかかってるんだからな」

「ほお？　おまえが東番外地全体のことを心配するとは、また成長したものだな」

　シドの口く調ちようは息子の成長を喜よろこぶものではなく、むしろ皮ひ肉にくの色が濃こかった。ビルは無言で舌した打うちする。

「それにもう一つ」シドはさらに言う。「中立的な審しん判ぱんを呼んできたつもりだが、それでもおまえに遠えん慮りよして、やや原告チームに有利なジャッジを下しているようだ。ゆめゆめ、己おのれの力を過か信しんするなよ」

　ついにビルは背後を振ふり返った。

「俺の集中を乱みだすつもりか？　東番外地が混乱して困るのは、親父おやじも同じだろうが」

「…………」

　シドは目を閉じ、黙だまったままにその場から退しりぞいた。ビルに言い負かされたのではない、これ以上は言うだけ無む駄だだ、と呆あきれたのだ。

　原告チームベンチ全体の様子を、シドは一いち瞥べつした。他のメンバーはビルと大きく距きよ離りを取り、三々五々に話し込んでいる。おおよそ統とう制せいの取れた態たい勢せいとは言いがたい。人数の多さゆえの弊へい害がいではあるが、ビルのワンマンな態度も無む縁えんではない。

「せめてこのわしがあと十歳若ければ、チームをまとめ上げてやるのだがな……」

　シドは嘆なげいた。が、嘆いたところで何も始まらないと当人がよく理解している。東番外地の運命をこの頼たよりない息子に任まかせて正解だったのだろうか、とここ数日何度も感じた問いを、シドはまた胸中で繰くり返した。







　後半戦は被ひ告こくチームのヒットオフ（コート中央に置かれた鉄球を叩たたいて試合を開始する行こう為い）から始まる。

「最初から飛ばして、さっさと逆転するぞ」

　カエデはフォワードのポジションにつき、安あん置ちされた鉄球のそばで力ちから一いつ杯ぱいスティックを振り回していた。彼女のやる気を見込んで、リデルは退場者のポジションに引き下がっている。

「熱ねつ意いの程ほどはよくわかった」エルバは冷静に言った。「熱意が無経験をカバーしてくれることを祈いのっている」

「心配するな」

　自信たっぷりに、カエデは自分の胸を叩いた。どこから自信がわいてくるのか、エルバにはさっぱりわからなかったが。

「ヒットオフは私に任せてもらおうか」

「いいだろ」エルバは頷うなずいた。「間ま違ちがっても、ここからいきなりシュートを狙ねらうなよ」

「バカにするな」カエデは鼻はなで笑った。「前半戦を観戦して、おおむね試合の流れは理解した。十年来のプレイヤーのようにやってみせるさ」

　主しゆ審しんが手を上げ、後半の試合開始の笛を吹ふく。同時に全プレイヤーがコートマンハウンドを召しよう喚かんする。

　カエデは高らかに雄お叫たけびを上げてスティックを振りかぶり、

「せやああああ──ッ!!」
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　まず、対面トイメンにいる原告チームのフォワード選手を大上段からぶん殴なぐった。

「ちょ……!!」

　エルバは止めることもできなかった。主審は激しく笛を吹き鳴らし、

「反則！」

　と宣せん言げんしてカエデを指ゆびさした。

「なんでだ！」カエデは大声を出した。「前半戦じゃこのくらい普ふ通つうにやってただろ！」

「やってねえ！」

　エルバは速そつ攻こうで突つっ込んだ。しかしカエデは収まらない。

「いややってただろ！　この程度で反則呼ばわりとは、買ばい収しゆうでもされているのか審判！」

「どっからどう見ても反則だ！」

　エキサイトするカエデを、エルバは抑おさえにかかる。

「直接相手選手を殴りに行ったら反則になるに決まってんだろ!?」

「そんな。さっきはみんなやりたい放ほう題だいに殴なぐってたじゃないか」

「いいや、決してやりたい放題じゃねえぜ」

　見かねて、リデルも近寄ってきた。

「攻こう撃げきは、敵が保ほ持じしている鉄球を取りに行く時、または自分が保持している鉄球を取られるのを防ふせぐ時だけ許される。ヒットオフ後ならともかく、前に殴ったら完かん璧ぺきな反則だ。というか、こんな反則見たことねえ」

「そ……そうなのか？」

　そろそろ、カエデも落ち着いてきたみたいだった。

「反則だ！」

　殴られた選手が、カエデを指さしつつ主審に訴うつたえる。

「ヒットオフの権利をこっちによこせ！」

「いや、ルールブックにそんなルールは書いてねえハズだ！」エルバもすぐさま言い返す。「それとも、ジャッジメントルールにはそんな規定があるのか!?」

　言ってから、「本当にそんな規定があったらどうしよう」とエルバは思ったが、

「そんな規定はないな」

　ありがたいことに、主審はそう言った。

「……まあ、事故だったということにしよう。もう一回ヒットオフだ」

　主審の裁定に原告チームは肩かたを落とし、エルバはぐっと手を握にぎった。

「……ただし、もう一回やったら、さすがにヒットオフの権利を原告チームに与あたえるぞ」

　忘れずに主審は付け加えた。

「もうしねえよ」

　と言いつつ、エルバはカエデの一歩前に進み出た。

「ヒットオフは俺がやる。いいな？」

「……わかった」

　カエデはおとなしく承しよう諾だくした。

　改めて、試合開始の笛が鳴る。エルバは鉄球を殴り、カエデの前に転がした。

「素人しろうとが！」

　原告チームフォワード二名は、すごい勢いでカエデに突とつ進しんした。今の所しよ作さから、与くみしやすいと見て取ったのだろう。

「つまり……」

　初試合の割に、カエデは落ち着き払はらっていた。転がってきた鉄球をスティックの先で引っかけると宙に浮うかし、

「……こうかッ!!」

　胸の高さでスティックをフルスイングした。

「…………!!」

　向かってきたフォワードの胸に、トゲトゲの鉄球を打ち込む格好になった。あまりの衝しよう撃げきにフォワードはひっくり返り、もう一人を巻き込んで吹き飛ばされる。

　鉄球は跳はね返り、また宙に浮いた。視界の隅すみに、敵てき陣じんに向かって突撃するリデルの姿を捉とらえつつ、カエデは鉄球を叩たたいて前方に送り込んだ。

　主審の笛が鳴らないのを確かく認にんしてから、

「これなら反則じゃないんだな！」

　カエデはエルバに声を投げた。

「その調子だ！」

　親指を立ててエルバは答えた。

　調子づいてカエデは敵陣に躍おどり込もうとした──が、浮かれていたせいか、倒たおれていたフォワードを思い切り踏ふんづけてしまった。途と端たんに主審の笛が鳴り響ひびく。

「倒れている選手に追い打ちするのも反則！」

「……ええ？」

　出で端はなをくじかれてカエデは足を止める。

　がくり、とエルバは顔を押さえてうなだれた。




　しかしながら、一度試合が始まると、カエデはすごい勢いでスパイクボールのやり方を習得していった。乾かわいたタオルが水を吸い上げるかのごとく。

「そーれッ！」

　激しい接せつ触しよくを避さけるため、カエデはパスをもらってはすぐに打ち返す。鉄球を手元にキープしている時間は極きわめて短みじかい。敵味方の現在位置を一いつ瞬しゆんで把は握あくし、確実にパスを通してみせる腕うで前まえは、エルバですら感かん嘆たんするほどだった。

「ただ……接触を受けて立つ余よ裕ゆうがあるともっといいぜ！」

　カエデからのパスを、エルバは敵陣深くで受け止める。受け止めた瞬間には、敵ディフェンダーが眼前でスティックを振ふり上げていた。

「こんな風にさあ！」

　敵のスティックを、エルバは柄えで受け止めた。スティックは柄を滑すべり、地面を打つ。敵の動きが止まったところを見計らい、エルバは身体からだを思い切りぶつけた。敵を弾はじき飛ばし、一いつ拍ぱく遅おくれて鉄球を打つ。

「ぬふう!?」

　身体を浮かされては、避けようもない。敵ディフェンダーは鉄球をみぞおちにまともに食くらった。

　だが、エルバの攻撃は終わらない。

「突つっ込むッ！」

　みぞおちに突き刺ささっている鉄球に、エルバはスティックを力ちから一いつ杯ぱい突き込んだ。そしてそのまま力ずくでディフェンダーごとゴールに叩き込もうと試みる。

「させるかーッ!!」

　エルバの意図に気づいたビルが、突とつ撃げきしてきた。申し訳程度にスティックを構え、エルバを体当たりで突き飛ばそうという狙ねらいだ。

　その姿をエルバは横目でちらりと見て──赤い霧きりを地に這はわせた。

「……なッ!?」

　突然、何かに足を取られたような感覚を得て、ビルは宙に浮いた。エルバのところまで到とう達たつすることかなわず、うつぶせにべたりと倒れ込む。

「おおおおぉぉ──ッ！」

　その隙すきに、エルバはディフェンダーともどもゴールにもつれ込んだ。ゴールラインをまたぐ形で敵を押し倒し、ゴールネットを揺ゆらす。

　少しして鉄球がこぼれ落ち、それを視し認にんした審しん判ぱんは得点の笛を鳴らした。




　そこからは前半とうってかわって、被ひ告こくチームの得点ショーとなった。

　特に怒いかりに燃えるエルバの猛もう攻こうは凄すさまじかった。もとより悪あく魔ま召しよう喚かん士しとして優すぐれた腕前を持っている上に、能力逆流スピンオフまでも使えるのだ。エルバはこっそりと赤い霧を流して敵選手の足を文字通り引っ張りまくった。よく考えてみればかなり卑ひ怯きような手段ではあるのだが、スパイクボールの興こう奮ふんはそのことを忘れさせていた。スパイクボールは人の原初的な闘とう争そう本ほん能のうを呼よび覚さますスポーツであり、だからこそ万ばん人にんから愛されるのである。

　エルバがアシストし、カエデが切り込んでゴールを決めるというスタイルで、あっという間に被告チームは逆転した。その後もさらに得点を重ね、残り時間約十分の頃ころには九対三とダブルスコア以上の差をつけた。

　そろそろ被告チームの勝利は間近と見えてきたが──

「──まずいな」

　カエデが九点目を挙げた直後、鉄球をコート中央に戻もどすまでのわずかな時間を利用して、クラヴリーはメンバーに話しかけた。

「どうも、こいつは点を取りすぎてしまったようだぞ」

「どういうことだ」エルバが言い返す。「点を取りすぎて何か悪いことでもあるのか」

「ある」リデルが答えた。「あまりに点差が離はなれすぎて、再逆転勝利が難しいとなったら、原告チームはどうすると思うよ」

　少し考えた後、エルバはリデルらの言わんとすることを理解した。

「……あ！　直接、シェンを殺しに来るってことか」

「なに？　どういうことだ」

　ルールをよく吞のみ込んでいないカエデに、エルバが説明する。

「原告側にはもう一つ勝利条件があってな、プレイ中に被告を殺してしまえば、それで処しよ刑けい終しゆう了りようなわけよ。得点差が微び妙みようだったら、逆転を狙うかシェンを殺すかで迷まよいが生じるだろうが、逆転が絶望的となったら、直接シェンを殺すことに賭かけるしかなくなる」

「なるほど。私達は調子に乗りすぎたということか」

　短く冷静に理解の言葉を発してから、カエデはいきりたった。

「なんでそういう大事なルールを教えてくれなかったんだ！」

「突然気分を変えて後半から試合に割り込んできたのはそっちだろうが！」

　エルバも叫さけび返した。しかしすぐに我に返り、

「とにかく、入れちまった得点は減へらせねえ。こういう状じよう況きようになった以上、シェンを守るより他ほかにない」

　シェンに視線を投げる。

　むろんのこと、シェンはジャッジメントルールをよく理解していた。それが証しよう拠こに、白いコートマンハウンドは、遠目からでもわかるほどに震ふるえていた。今この瞬しゆん間かん悪魔を解放したら、顔面蒼そう白はくになっておびえているシェンの表情が拝おがめたことだろう。

「……だからさっきから、そこまで点取らなくていいって言ったのに！」

　エルバもカエデも、聞いた覚えはなかった。つまり、それだけ興奮していたのだろう。

「あああ……もうダメか！　ダメなのか！　こーろーさーれーるー！」

「落ち着け！」エルバは一いつ喝かつした。「十分間、あんたを守り抜ぬく。俺達を信じろ！」

　言い合っている間に、鉄球はコート中央に戻ってきた。エルバ達は慌あわててポジションに戻り、試合再開の笛を受ける。

「そりゃあ！」

　笛と同時に、敵フォワードは大きく鉄球を打った。山なりに飛んでいく鉄球が目指す先は──シェンの居場所。

「野や郎ろうども！　突つっ込めェェ──ッ!!」

　ビルの号ごう令れいの下もと、敵チーム全選手が鉄球を追っての突とつ撃げきを開始した。もはやあとは何点取られても構わないから、とにかくシェンを潰つぶす、という態勢である。

「六─〇─〇かよ！　斬ざん新しんなフォーメーションじゃねえか！」

　叫さけんで、エルバもきびすを返した。鉄球がない場所で、直接敵選手に接せつ触しよくするわけにはいかない。鉄球のそばに寄る必要がある。

　そのことに気づいて、被告チーム全員もシェン目がけて駆かけ出した。

　鉄球、そして敵味方問わずすべての選手が自分目がけて殺さつ到とうして来るという光こう景けいを目まの当たりにして、

「ひ……ヒィィィィ──ッ!?」

　シェンは逃にげた。鉄球を無視して、後ろ向きに。

「待てェェ──ッ！」

　ビルは叫んだ。置き去りにされた鉄球を拾ひろい上げ、スティックで前方に打ち込みながらシェンを追いかける。

　ジャッジメントルールにおいて、被ひ告こく当人は試合中サイドラインをまたいで意い図と的にコート外に出ることは許ゆるされない。コーナーに到とう達たつしたシェンは九十度進しん路ろを変へん更こう、今度はゴールを越こえた反対側のコーナーを目指す。

「逃がすかッ！」

　ビルもその後に続く。シュートを叩たたき込める絶好の位置に切り込みながら、ビルはシェンの背中へと鉄球を打ち込んだ。

「ちょっと！　あの野郎、シュートはどうした！」

　エルバの声に、隣となりを併へい走そうするリデルが応こたえる。

「当たり前だろ！　ゴールが決まっちまったらまた最初っからやり直しだろうが！」

　非常に筋の通った説明だった。それだけに、エルバは頭を抱かかえたくなった。

「なんなんだよ、この状況は！」

　ひたすら逃げ続けるシェンを先頭に、他のプレイヤー全員が鉄球を打ち込みながら追いかける。エルバの覚えている限り、このような展開を見せるスパイクボールの試合など見たことも聞いたこともなかった。

「おまえらが点を取りすぎさえしなければ、こんなことにはならなかったんだがな」

　走りながら、リデルは肩かたをすくめてみせた。

「どうにかしねえと、シェンがスタミナ切れになっちまうぞ」

「たしかに」

　リデルの懸け念ねんに、エルバは同意を示した。

　そのうち追つい走そう団だんの列が崩くずれ、黒い悪魔がシェンの逃とう走そうルートに先回りする格かつ好こうで動き始めた。ただ単に尻しりを追いかけることの愚ぐを悟さとったのだろう。

「ならば、どうにかするまで！」

　一歩後ろを走っていたカエデが、大きく踏ふみ出した。

　ビルはいまだに鉄球をキープしながらの突進を続けている。距きよ離りを詰つめると、カエデは後背から強ごう引いんに鉄球を取りに行った。スティックでビルの足を薙なぎにかかる。

「ハン！」

　後ろからの攻こう撃げきを、しかしビルはほとんど見ずに回かい避ひした。スパイクボーラーとしての勘かんだろう、ひょいと跳とび上がって、カエデのスティックに空を切らせる。着地とともに鉄球を前方へと打ち込み、引き続きシェンを追いかけ続ける形を作った。が──

「でりゃああああ──ッ！」

　鉄球を打つために動きが止まった一瞬を見計らい、カエデがドロップキックを繰くり出した。

「のああッ!?」

　これはさすがに予想外の攻撃だった。ものの見事にドロップキックの直ちよく撃げきを食くらい、ビルはもんどり打って地面に叩きつけられた。

「この野郎、何しやがる!?」

　すぐさま起き上がって、ビルはカエデに怒ど鳴なりつけ、殴なぐりかかろうとした。が、審しん判ぱんが笛を鳴らしながら間に割り込もうとする。

「守備側のペナルティエリア内反則につき、原告チームにペナルティショット！」

「なんだと!?」

　声を荒あららげたのは、他ほかならぬ原告側のビルだった。

「ふざけるな、シェンの野郎をもう少しで捕つかまえられるところだってのに……！」

　抗こう議ぎするが、審判は「ルールですから」と言って取り合わない。当たり前ではある。

「ナイスキック！」

　一方、リデルは歓かん喜きの声を上げてカエデの肩を叩いた。

「これでプレイが中断されて、シェンも一息つける。向こうにゴールを決めさせりゃ、コート中央から再開だ。いい判断だったぜ」

「ありがとう」カエデは笑い返した。「ま、そこまで考えた訳じゃなくて、とりあえずビルを潰つぶそうと思ったんだがな」

「なんと言うか……すごい試合になってきたな。いろんな意味で」

　ただ一人、エルバだけは複雑な表情をしていた。







　原告チームのシェン潰しに対する対たい抗こう策さくが見み出いだされたことで、あとは時間を消化するのみとなった。

　シェンは自じ陣じんペナルティエリア内に逃げ込み、危なくなったら他の選手が反則をして止める。ペナルティショットを原告チームに決めさせることによって鉄球をコート中央に戻もどす。その繰り返しで、試合時間はどんどん過ぎていった。大量リードを得ているが故ゆえに可能な戦術である。

　その戦術に対する方策を原告チームが見み出いだせぬまま、ついに試合終しゆう了りようの笛は鳴り響ひびいた。

「おおお……！」

　笛の音を聞いた瞬しゆん間かん、シェンはその場にがくりと足をついた。そして、スティックを握にぎった両手を高く天に掲かかげる。

「勝った！　生き残ったぁぁ──ッ!!」

　生を勝ち取った男の、心の底からの叫さけびだった。

「な……納なつ得とくできるか！」

　収まらないのはビルである。

「貴様が死ななきゃ……戦争が起きるんだよッ！」

　シェンに向かって突進を始めた。ほぼ一瞬で間合いを詰め切り、巨きよ大だいなスティックを振ふり上げる。シェンの頭はスティックごと叩たたき割られると思われたが、

「ふざけんな！」

　寸前、エルバが割り込んでいた。スティックでビルの攻撃を受け止める。

「裁判は終わりだ！　俺達が勝った以上、シェンの処しよ刑けいはさせねえ！」

「余所よそ者ものが口を挟はさむな！」

　ビルは腕うでに力を込こめ、エルバをはじき飛ばした。そして改めてシェンの頭を狙ねらう。

　エルバは能力逆流スピンオフを発動し、強ごう引いんにビルを止めようとしたが──

「はああ──ッ!!」

　突とつ然ぜん横から割り込んできたテッキが、コートマンハウンドの側頭部を万力でぶん殴った。

「!?」

　不意打ちをまともに食くらって、ビルは頭から地面に突つっ込んだ。あまりの痛みに、悪あく魔まを解放して悶もん絶ぜつする。

「かああ……！　てめえ、何者だ……！」

　頭を抱かかえつつ、腕の下からテッキをにらみ返す。

「探たん偵ていですよ……あなたが起こした事件を調べている、ね」

　苛か烈れつな視線を、テッキは冷れい酷こくな視線で受け返した。

「テッキ！」

　博物館長の姿を認にん識しきして、エルバも悪魔を解放した。

「試合は見に来られないんじゃなかったのか？」

「つい先ほど、調査は終わりました。この方の協力もありましてね」

　背後に手を伸のばす。

　そこには、スーツの男が立っていた。服装には何の変へん哲てつもなかったが、その手が握るものはかなり特とく異いだった。右手にはスパイクボールのスティックを握り、左手は一人の男の襟えり首くびを押さえている。

「てめえ、ホプキンス!?」

　父親の秘書の姿に、ビルは血けつ相そうを変えた。

「どうも」ホプキンスは一礼した。「……私が、先の入札の情報を漏もらした内通者を捜さがしていたことは、ご存じですよね？」

　その言葉に、ビルは黙だまり込む。

「彼が全すべて語ってくれました」

　ホプキンスは左手を放はなし、男を突き出した。ビルの付き人、ドミンゴである。

「ウェストポイントを殺したのは、あなただったのですね？　ビル・マナサス」

「…………！」

　口は閉とざしたままに、しかしビルははっきりと動どう揺ようの色を見せた。

　と同時に、ホプキンスの言葉を聞いた他のプレイヤー達もどよめき始める。

　黙ったままでは事実上罪を認めたも同じだ、と悟さとったか、ビルは反論した。

「言いがかりもいい加か減げんにしろ！　どこに証しよう拠こがあって、──！」

「これが見えないのですか？」

　す、とホプキンスは右手のスティックを差し出した。

　そのスティックには二つの特とく徴ちようがあった。

　一つは、通常のものより二回り大きいこと。

　もう一つは、ボールを叩く部分が広こう範はん囲いに赤黒い血けつ痕こんで染そまっていること。

「どこからどう見ても、あなたの専用スティックですね、これは」

　ホプキンスの指し摘てきに、ビルは目を丸くした。

「いい部下を持ったものですね」

　テッキはドミンゴの背を叩いた。

「この証拠のスティックを隠かくし持っておけば、あとでビル・マナサスをゆすれる──そう思って、これを保ほ管かんしていたそうですよ」

　理解の色が、ビルの目に灯ともった。何事かを怒ど鳴なりかける──が、すんでのところで引っ込めると、

「さて、なんのことだかわからんなあ？」

　とぼけてみせた。

「ドミンゴには、俺のスティックの管理も任せている。こいつだったら、こんなもんでっち上げるくらい簡単にやれるだろうが！」

「なるほど」

　反論に対し、テッキは冷静に対応した。

「このスティックはドミンゴが捏ねつ造ぞうした物で、自分がウェストポイントを殺したわけではない──あくまでそう言うのですね」

「やってないものはやってねえ。それよかてめえ、俺に疑いをかけて、ただで済むと思ってんじゃねえだろうな!?」

　凄すごむビル。テッキも負けじとにらみ返し、わずかの間沈ちん黙もくが広がったが──

「ホプキンス君」

　プレイヤーの層をかき分けて、シド・マナサスが姿を現した──相変わらずの険しい表情とともに。

「それに……君」

　シドはテッキに視線を振ふり向ける。応じてテッキは一礼した。

「アルテキア・バベルハイズ、私立探偵です。テッキと呼んで下さい」

「ではテッキ君。本当かね、今の話」

　そう尋たずねるシドの目にも、わずかな揺ゆらぎがある。それは、息子むすこに対する情念ではない──東番外地に騒そう乱らんが巻き起こることに対する懸け念ねんだ。

「ウソだ！」ビルが割り込んだ。「ウソッパチに決まっている！　親父おやじ、あんたはどっちを信じるんだ！　実の息子と、赤の他人とよお」

　ぎろり、とシドは息子をにらみ返すと、

「……理のある方だ」

　ただ一言、しかし重みのある言葉を投げつけた。気け圧おされて、ビルは口を閉ざしてしまう。

「話には続きがありまして」テッキは発言を求めた。「そもそも何故なぜビル・マナサスがウェストポイントを殺したのかというと、スパイクボールのリーグ運営権にまつわる入札の際、マナサス側の入札額を教えてやったのに、ウェストポイントが十分な報ほう酬しゆうを払はらってくれなかった──ということらしいです」

「な…………！」

　ビルはこの日最大の動揺を露あらわにした。

「その際にかわした契けい約やく書しよも、この通り」

　テッキは四つ折りの紙切れを取りだし、シドに差し出した。千ち々ぢに裂さかれたのを、台紙に貼はり付けて復ふく元げんした紙面のため、表面が少々ゴワゴワしているのが見て取れる。

「こちらも、ドミンゴが後日のために取っておいてくれたものです。スティック同様に」

　ビルは目を大きく見開いた。

「返せ！　貴様！」

　書面を取り返すべく、大きく踏ふみ出す。テッキを襲おそい、紙切れをもぎとろうとするが、

「邪じや魔ますんじゃねえ！」

「あがくな！」

　エルバとカエデがスティックをクロスさせ、ビルを押しとどめた。

「おまえらこそ邪魔をするな！　それだけは、──！」

　テッキは紙切れをシドに手て渡わたした。ビルがもがいているのを尻しり目めに、シドは四つ折りの紙を開いて──

「──何かね、これは」

　首を傾かしげた。

　その場で、シドは一同に見えるように紙を掲かかげた。

　白紙だった。

　そこには文字の一つすら、書かれてはいなかった。

　事態が理解できず、その場に居合わせた全員が黙だまり込む中、

「ウソをついたことをお許し下さい」

　テッキがシドに頭を下げた。

「別の大きなウソを暴あばくのに、どうしても必要でしたので」

　そう謝って、テッキはビルをにらみつけた。

「その通り、これはただの紙切れです。どうしてただの紙切れを、そんなに必死になって取り返そうとしたのですか？」

「……はッ……！」

　そう説明されて、ビルも悟さとらざるを得なかった。自分が致ち命めい的てきなトラップにはまってしまった、ということに。

「今の彼の態度、決定的だと思うのですが、いかがでしょう」

　シドに意見を求めるテッキ。

「なるほど、そういうことか」

　口元をゆるめ、シドはわずかに笑ってみせた。が、次に視線を息子に向けた時には、人間らしい表情は消え失うせていた。

「やるべきことは決まった。おまえの身み柄がらをウェストポイント側に引き渡す。好きにしてもらおう」

「ちょ……！　冗じよう談だんだろ!?　息子を売るのか!?」

　ビルは声を上げたが、シドは取り合わない。

「先に情報を売ったのは貴様だろう！」

　一いつ喝かつすると、ビルは気圧されて黙り込んだ。

「その上、自らの手でウェストポイントを殺すなど、軽けい挙きよにも程ほどがある！　スパイクボールのプレイスタイルにはその者の人格がにじみ出ると言うが、こんな形で証明されるとはな……」

「違ちがうんだって、親父……！」

「黙れ！　決定的な証しよう拠こがない限り貴様をかばおうと思っていたが、どうやら貴様はかばうだけの価値もない人間だったようだな」

　す、と身を翻ひるがえすと、シドはホプキンスに命令した。

「手はずを整ととのえてくれ。わしが直じき々じきに向こうに頭を下げに行こう。ならば大だい抗こう争そうになることもあるまいて。向こうにもスパイ行こう為いという負おい目があることだし」

「心得ました」

　ホプキンスが指を鳴らす。途と端たん、観客の列の中から数人が飛び出してきて、ビルの身柄を押さえた。ビルは既すでに放ほう心しんし、抵てい抗こう一つしなかったので、押さえ込むのは極きわめて容よう易いだった。

　そのままシドは立ち去ろうとした──が、ふと足を止めると、進路を変えた。

「忘れていた」

　歩み行く先には、シェンがいた。シドはシェンの正面に立つと、帽ぼう子しを脱ぬいで頭を下げた。

「まことに申し訳ないことをした。君を犯人としたことは、明らかなミスジャッジだった。簡単に許してもらえることではないと思うが、許してほしい」

　謝しや罪ざいに対して、シェンは目をぱちくりさせた。マーレボルジュの大物が、マーレボルジュの末まつ端たん構こう成せい員いんに対して頭を下げているのである。小しよう心しんでならすシェンが、動どう揺ようしないはずがない。

「あーいえいえ、いやですねえ、そんなに頭を下げて頂かなくてもよろしいですよ？」

　うわずった声で、シェンはシドに頭を上げるよう促うながしたのだった。







「後半から試合見てたってのかよ、テッキ！」

　思わずエルバが腰こしを浮うかすと、足がテーブルの下側にぶつかった。おかげでテーブルが揺ゆれて、上に載のっていた茶ちや碗わんがひっくり返る。

「ああっ。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　サクラが咄とつ嗟さに押さえようとしたが間に合わず、コップはひっくり返った──が、中身は既に飲み干されていた後だったので、こぼれたオレンジジュースは少量で済んだ。「勝しよう訴そ」の後、クラヴリーから博物館に届けられた「ウォッカ抜ぬきスクリュードライバー」である。

「おっと」

　反射的にホプキンスは席を立った──が、そもそも立つまでもなかった。照てれ笑いを浮かべながら、着席し直す。

「すいません、今タオル持ってきますね」

　そそくさとサクラはタオルを探さがしにラウンジを出て行く。その後ろ姿を見送りながら、テッキはエルバに言った。

「落ち着きなさいな。客人の前だというのに」

「悪かったよ」

　エルバは謝ったが、一言つけずにはいられなかった。

「でもよ、そりゃねえぜ、テッキさんよ。その時点でビルが犯人だってわかってたんなら、割り込んで後半戦を止めてくれよな」

「あなた方がやる気満々のようでしたからね。水を差すのも悪いと思いまして」

「…………」

　そうテッキに言われると、エルバも黙らざるを得ない。たしかに、あのタイミングで止められたら、興奮のあまりテッキをスティックで殴なぐり倒たおしていたかもしれない。もしそんなことをしていたら、あとでテッキにどんな報復をされていただろうか。想像するだに恐おそろしい。

「それに」ホプキンスが助け船を出してきた。「我々としても、慎しん重ちようにタイミングを計る必要がありましたのでね」

「タイミング？」

「そうそう」ルナが発言した。「僕らは運良くドミンゴを見つけることができた。彼の口からビル・マナサスの犯行の証言は得られたけど、それを証明するための物的証拠は何一つなかったんだ。だから、血けつ痕こんのついたビル専用スティックと偽にせの契けい約やく書しよを用意した」

「スティックもかよ。あれも偽ぎ造ぞうだったのか」

「ええ」とホプキンス。「実物はドミンゴが始末したらしいですけどね。そこを逆に利用したのです。彼があとでビルをゆすろうとした、というのも出任せでして」

「つまり……カマかけて、ビル自身に自白させようとしたのか」

「そういうことです。もう一点、決定的な証拠がない限り、シド様は息子むすこの罪を認めたがらないと思いましたので。だからこそ、タイミングを計る必要があったのですよ。最高にエキサイトして、ビル・マナサスが簡単に罠わなに引っかかるタイミングを、ね」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを、テッキは浮かべた。

　と、ルナが反論を差し挟はさんだ。

「もっとも、あれがベストなタイミングだったかどうかは議論の余地がありそうだけど」

「そうでしょうか？」

「スティック一発で白状すると思っていたけど、ビル君ときたら、踏ふみとどまってみせたじゃないか。偽の契約書を用意していなければ、ありゃアウトだったね」

「……まあ、薄はく氷ひようをふむような勝利であったことは、認めざるを得ませんね」

　テッキの笑顔は、きまりの悪そうな顔に変わる。

「幸運に恵めぐまれた、というのは間ま違ちがいないでしょう。契約書のハッタリが効きいたのも、ビルがウェストポイントから取り戻もどした契約書をちぎって捨すてたこと、その事実をドミンゴから聞き出せたこと、という二つの事実があってこそ成り立ったものですからね。もしビルが慎しん重ちように契約書を焼いていれば、こんなことはできなかった」

　ホプキンスは頭を振ふった。今にも崩ほう壊かいしそうな吊つり橋を渡わたり終えた旅人のごとく。

　ちょうどその時サクラが戻ってきて、テーブル上を片づけ、新しいジュースを差し出した。ホプキンスはコップを取って掲かかげると、テッキに向かって宣言した。

「幸こう運うんの女め神がみに乾かん杯ぱいするとしましょう」

「あら。ありがとうございます」

　テッキはまんざらでもない様子だった。

　右手から万力を生はやした女神がいるか、とエルバは思ったが、もちろん口には出さなかった。代わりに別のことを尋たずねる。

「その後、ビルはどうなったんだ」

「ウェストポイント側に身み柄がらを引き渡された──とだけ言っておきましょう」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、ホプキンスは続けた。

「お望のぞみであれば、その後のビルがどのような目に遭あったか、具体的に教えて差し上げることもできますが」

　その言葉の意味をじっくり吟ぎん味みした後、

「抽ちゆう象しよう的てきに教えてくれ」エルバは懇こん願がんした。「具体的な話を聞いたら、飯めしが食えなくなりそうな気がする」

「いいでしょう」ホプキンスは事じ務む的な笑顔を浮うかべた。「秘ひ密みつ裏りに、パニッシュメントルールによるスパイクボールが行われたそうです」

「それも初耳のルールだな」

「ええ。これは、被ひ告こくが一対三で処しよ刑けい人と戦う、というルールです。前後半を生き残ることができれば放ほう免めんする、という代しろ物ものでして」

「一対三で九十分耐たえるだけ？　それって意外とどうにかなるんじゃねえのか？」

「心配はご無用です。被告には一つ条件がつくんですよ。裸はだかでプレイしなければならない、という」

「…………」

　エルバは黙だまり込んだ。

「要ようは、生身で悪あく魔ま三体と戦うという事です。裸と言っても、パンツやシャツの一枚は着用を認められると思いますがね」

　それが唯ゆい一いつの救いであるかのような調子でホプキンスは言ったが、エルバにはそうは聞こえなかった。

「ともかく、よいではありませんか」テッキが言った。「悪は滅ほろび、無む辜この民たみはその冤えん罪ざいを晴らした。東番外地の抗こう争そうは回かい避ひされ、ワタクシどもは成功報ほう酬しゆうを受け取った。いいことずくめ、万ばん々ばん歳ざいですよ」

「おおっと」突とつ然ぜん声が割り込んできた。「いいことはもう一つあるでおじゃるよ」

　マロの声にエルバは振り向いて、

「ぬああ！」

　悲鳴を上げた。

　電光の魔神、マロ・マロは仮面をつけていた。目元と鼻を覆おおう、試合中にクラヴリーが装そう着ちやくしていた代物である。マロの顔は普ふ段だんに輪をかけて不ぶ気き味みさをより増していた。

「なんなんだ、その仮面は！」

「クラヴリー殿どのから教えて頂いたのでおじゃるよ」得意げにマロは答えた。「これがあれば、マロもまともに外を出歩けるでおじゃる」

「正気で言っているのか」

「無論。誠まことに残念ながら、マロはこのハンサムフェイス故ゆえ、まともに外を出歩けない身の上でおじゃるからな」

　一時的に仮面を外し、その下ののっぺらぼうな面おもてを見せつける。

「されど、このように仮面をつければ、マロの顔に目鼻がない事は隠かくせるでおじゃるよ。人々も、マロのことを凡ぼん百ぴやくの人間と思うことであろ」

「いや、俺はそうは思わんな」

　控ひかえめにエルバは意見を述べた。

「それはつまり」ぬ、とマロは身を乗り出した。「マロの才さい気きは、こんな仮面ごときでは隠しようがないということでおじゃるかな？」

「カエデ！」エルバはカエデの姿を捜した。「このバカをどうにかしてくれ！」

「……すまん。そいつは自分を見る目がないんだ、文字通り」

　カエデは、謝りながらラウンジに入ってきた。

「はあ」マロは嘆なげいた。「天てん与よのセンスというものは、万人には理解され得ぬものであるようさな」

「理解したいとも思わねえ」

　エルバも嘆き返した。博物館は今日も平和だった。
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　六むつ塚づかです。

『レンズと悪あく魔ま　Ⅶ魔ま神じん決けつ壊かい』をお届けします。




　今回はⅣ巻に引き続き八眼デイアボリツク争覇パーテイは小休止の回ですが、八眼争覇とまるっきり無関係ではない、という内容となっております。

　以下収録作品について解説など。







「魔神決壊」




　表題作です。

　もとよりこのタイトルで、ザ・スニーカー誌上に三回連続で連れん載さいしたものです。

　雑誌の方で既き読どくの方も、Ⅵ巻のエピローグを踏ふまえてから改あらためて読むと、また異ことなる印象もあろうかと思います。

　この中編内での事件は決着していますが、中に出てきた要よう素そのいくつかは、今後の物語で再び顔を出す事になる予定です。お楽しみに。




　フォッグビルビジランテのシンボルである象ぞうについて。

　実は、ドースにおいて象は伝説上の動物です。

　基本的にドースという世界は、他の一いつ般ぱん的ファンタジー作品の例に漏もれず、ヨーロッパをモデルとしているので、基本的に他の大陸産の動物は存在しません。象のみならず獅し子しや虎とら、キリンや犀さいやカバ、カンガルーからコアラまで、ドースに実物はいないわけです。実在する大きなサイズの動物といえばせいぜい牛馬に熊くまといった程度。




　これらの存在しない動物は、しかし伝説上の動物として、人々の間では語られています。アードレー姉弟きようだいは伝説上の存在としての象を愛し、その魅み力りよくに取りつかれている、ということになります。個人的な嗜し好こうで留とどめておくならともかく、それで町おこしをしようと志こころざすとなると、かなりの変人ですね。ツチノコとかヒバゴンとかイッシーとか、そんなノリだと受け止めて頂ければ幸さいわいです。







「とげとオレンジとジャッジメント」




　全国一千万のスパイクボールファンの皆みな様さまお待たせいたしました。

　Ⅳ巻のあとがきで宣せん言げんしていたスパイクボールの物語です。

　エルバとクラヴリーが激げき突とつするわけではありませんが。




　ご存じない方のために説明しておきますと、スパイクボールとは僕ぼくのデビュー作シリーズ『タマラセ』に出てきたスポーツです。僕がでっち上げた代しろ物ものですが、興味のある方は『タマラセ　ボンクラたちのララバイ』をお読み頂きたく。




　一いち目もく瞭りよう然ぜんとは思いますが、タマラセのスパイクボールとはルールが結構異なります。レンズと悪魔の情なさけ無む用ような世界観に合わせてカスタマイズさせて頂きました。その名が示す通り、トゲトゲボールさえ使っていれば「スパイクボール」ですので。




　ちなみに、スパイクボールの発想のもととなったのは、とある世界の珍めずらしいスポーツを集めた番組です。たまたま巨きよ大だいなしゃもじを担かついだ選手の一カットを見かけたのがきっかけで、それをアテネ・オリンピックのホッケー競きよう技ぎを見ながら想像をふくらませた、というのが元々でして。一カットしか見ていないので、そのスポーツが何だったのかはいまだにわからないのですが、多分元ネタの競技は世界のどこかに存在しているはずです。多分。




　スパイクボールだけではなく悪あく竜りゆうとかナガサカとか、『タマラセ』との共通用語が『レンズと悪魔』には出てきますが、特に世界観がつながっているわけではないということを一応言っておきます。つながっていることにしてもいいんですが、つながっているからといって別に物語に影えい響きようしてくるわけでもないですし。まあお遊びってことで。







　最後に次巻予告を。




　次巻は博物館を揺ゆるがす大事件が発生します。バルヒーヨとの一件が幼よう稚ち園えん児じのおゆうぎだったと思えるようなクラスの奴やつが。八眼デイアボリツク争覇パーテイの開始から終しゆう了りようまでを起き承しよう転てん結けつで言うならば、「転」の部分にあたろうかと思います。

　遠からずお目にかける事ができるかと。お楽しみに！


六　塚　　光　　


















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所
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